
敗
戦
直
後
に
わ
け
る
通
貨
金
顧
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
独
占
資
本
的
性
格

混
乱
か
ら
独
占
資
本
的
再
建
へ

武
　
藤

守

敗
戦
直
後
に
お
げ
る
日
本
の
政
治
・
経
済
の
基
本
的
方
向

　
口
本
経
済
は
、
そ
の
帝
国
主
義
的
野
望
を
敗
戦
と
い
う
形
で
徹
底
的
に
粉
砕
さ
れ
、
外
に
は
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
受
諾
に
よ

っ
て
あ
ら
ゆ
る
植
民
地
の
放
棄
を
命
ぜ
ら
れ
、
内
に
は
爆
撃
に
よ
る
惨
胆
た
る
瓦
礫
の
中
で
、
国
民
は
長
期
に
わ
た
る
戦
争
か
ら
の

解
放
感
を
味
い
な
が
ら
も
、
住
む
に
家
な
く
食
糧
欠
乏
の
中
で
困
惑
し
、
権
力
者
た
ち
は
初
め
て
経
験
す
る
占
領
と
い
う
無
気
味
な

現
実
の
前
に
萎
縮
し
、
敗
戦
を
契
機
に
し
て
日
本
経
済
は
一
時
的
に
は
混
乱
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
虚
脱
状
態
に

　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
（
１
）
　
「
□
本
帝
悶
主
義
の
企
凶
は
紛
砕
さ
れ
、
そ
の
主
妥
た
勢
力
は
重
大
な
打
準
を
受
け
て
い
た
が
、
支
配
附
級
の
独
裁
の
骨
組
だ
っ
た
抑
圧

　
　
機
糀
は
ま
だ
か
な
り
体
系
的
な
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
機
構
を
打
破
っ
て
、
｛
主
主
義
と
杜
会
主
義
の
道
に
国
民
の
統
一
行

　
　
動
を
む
け
て
ゆ
く
雌
術
は
、
甘
想
灼
に
も
組
縦
灼
に
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
」
（
「
□
本
資
木
主
義
識
座
」
Ｗ
四
二
頁
）
「
日
本
経
済
は
今
日
い

　
　
ま
だ
虚
脱
状
態
に
あ
る
。
　
そ
の
な
味
は
維
済
が
一
っ
の
組
織
と
し
て
有
機
的
た
・
統
一
的
な
連
動
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
「
輔
日
年

　
　
鑑
」
二
二
年
版
、
一
六
六
頁
）

　
　
　
敗
職
直
後
に
お
け
る
通
脈
令
ざ
パ
一
策
の
独
占
汽
木
的
性
陪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
二
六
九
）
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命
館
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済
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四
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二
　
（
二
七
〇
）

　
混
乱
あ
る
い
は
虚
脱
の
状
態
に
あ
っ
た
日
本
経
済
も
、
し
か
し
停
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
何
ら
か
の
方
向
に
動
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
の
基
本
的
方
向
を
規
定
し
た
主
要
な
要
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
…
敗
戦
前
後
に
お
け
る
世
界
の
政
治
経
済
情

勢
で
あ
り
、
似
日
本
占
領
担
当
者
た
る
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
（
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
ソ
連
．
イ
ギ
リ
ス
な
ど
違
合
諸
国
も
大
き
く
影
響
を
与

え
た
）
で
あ
り
、
倒
敗
戦
後
も
依
然
と
し
て
政
権
を
担
当
し
た
保
守
的
勢
力
の
願
望
と
消
極
的
抵
抗
で
あ
り
、
↑
ｏ
天
皇
制
圧
迫
か
ら

解
放
さ
れ
た
日
本
人
民
の
民
主
的
改
革
の
要
求
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
勢
力
の
か
ら
み
合
い
と
斗
争
の
中
で
日
本
経
済
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

向
は
、
一
直
線
に
で
は
な
く
、
粁
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
結
局
に
お
い
て
絶
対
的
権
力
と
し
て
の
占
領
当
局
、
し
た
が
っ
て
ア
メ

リ
ヵ
帝
国
主
義
の
企
図
す
る
方
向
に
日
本
経
済
は
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
経
済
の
敗
戦
後
に
お
げ
る
再
編
成

の
基
本
的
方
向
の
中
で
、
通
貨
金
融
政
策
も
決
め
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
逆
に
は
日
本
経
済
再
編
成
の
推
進
に
役
立

て
さ
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
敗
戦
後
の
通
貨
金
融
政
策
の
推
移
は
、
目
本
経
済
の
再
編
成
を
め
ぐ
る

諾
勢
力
の
か
ら
み
合
い
と
斗
争
の
推
移
の
上
に
展
開
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
　
「
占
領
当
局
は
、
公
然
た
る
軍
事
的
独
裁
の
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
支
配
的
反
動
一
派
の
手
中
に
お
い
て
、
フ
ア

　
　
　
シ
ズ
ム
や
軍
国
主
義
が
、
ド
イ
ツ
或
は
日
本
の
独
占
資
本
の
手
中
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
様
な
政
治
的
武
器
で
あ
る
。
敵
の
無
条
件
降

　
　
　
伏
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
占
領
当
局
は
、
戦
争
酎
な
り
し
頃
国
家
Ｈ
資
本
主
義
的
傾
向
の
最
盛
時
に
お
い
て
さ
え
、
ど
の
資
本
主

　
　
　
義
国
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
被
占
領
国
に
お
け
る
政
治
的
支
配
と
そ
の
国
民
経
済
『
統
制
』
の
手
段
を
も
っ
て
い
る
。
占
領
当
局
は
、

　
　
　
占
領
地
の
経
済
生
活
全
般
、
財
政
、
商
業
並
び
に
貿
易
、
工
業
、
運
輸
、
労
働
力
の
配
分
等
々
に
対
し
て
広
汎
た
統
制
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

　
　
　
来
る
。
」
（
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
「
日
本
の
財
閥
」
下
、
四
六
四
－
五
頁
）

　
　
　
　
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
占
領
当
局
が
、
如
何
に
対
日
理
事
会
・
極
東
委
員
会
に
お
い
て
ソ
連
そ
の
他
連
合
諸
国
の
意
見
に
抵
抗
し
、
回
避
し
、
無

　
　
　
視
し
て
来
た
か
と
い
う
こ
と
、
財
閥
解
体
・
農
地
解
放
・
軍
国
主
義
者
追
放
な
ど
で
、
如
何
に
日
本
の
旧
指
導
者
層
を
脅
や
か
し
屈
服
さ
せ
て

　
　
　
来
た
か
と
い
う
こ
と
、
労
働
組
合
育
成
な
ど
民
主
的
改
革
を
遊
め
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
利
害
に
抵
触
す
る
限
り
、
武
力
を
背
衆
に



　
　
　
し
て
断
乎
た
る
弾
圧
を
も
っ
て
臨
み
、
ほ
と
ん
ど
思
う
が
ま
ま
に
、
ペ
ヴ
ズ
ネ
ル
の
い
う
如
く
、
ど
の
資
本
主
義
国
も
も
っ
た
こ
と
の
な
い
よ

　
　
う
た
絶
大
た
政
治
的
支
配
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
い
　
世
界
政
治
・
経
済
の
基
本
的
方
向

　
周
知
の
如
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
帝
国
主
義
的
侵
略
戦
争
と
い
う
側
面
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
防
衛
戦
争
で
あ
り
解
放
戦
争

で
あ
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
戦
争
は
日
独
伊
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
群
に
対
し
て
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
諸

国
お
よ
び
杜
会
主
義
ソ
連
も
参
加
し
て
戦
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
中
に
主
要
連
合
諸
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
カ
イ
ロ
宣
言
（
一
九

四
三
・
一
一
・
二
七
）
、
テ
ヘ
ラ
ソ
宣
言
（
一
九
四
三
・
二
丁
三
）
、
ヤ
ル
タ
協
定
（
一
九
四
五
．
二
・
一
一
）
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
（
一
九
四
五

・
七
・
二
六
）
は
、
い
づ
れ
も
戦
争
の
終
結
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
絶
減
・
民
主
主
義
の
擁
護
・
被
圧
迫
民
族
の
解
放
を
謁
歌
す
る
格
調
の

高
い
も
の
を
含
ん
で
い
た
。

　
杜
会
主
義
ソ
連
は
最
大
の
戦
禍
を
受
げ
な
が
ら
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ド
ィ
ッ
軍
１
の
降
服
に
最
大
の
功
績
を
あ
げ
、
杜
会
主
義
の
優

越
性
を
実
証
し
、
戦
後
に
お
け
る
経
済
の
復
興
建
設
に
偉
大
な
成
果
を
あ
げ
る
に
至
っ
た
。
や
が
て
東
欧
諸
国
お
よ
び
朝
鮮
・
中
国

・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
杜
会
主
義
国
家
と
し
て
誕
生
す
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ア
ジ
ァ
・
ア
フ
リ
ヵ
ニ
フ
テ
ソ
ァ
メ
リ
ヵ
の
植
民
地
・

従
属
国
が
陛
続
と
し
て
独
立
し
主
権
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
。
日
本
は
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
を
無
条
件
に
受
諾
し
て
連
合
因
に
降
伏
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
に
は
「
無
責
任
な
軍
国
主
義
が
世
界
か
ら
駆
遂
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
は
平
和
、
安
全
お
よ
び
正
義

の
新
秩
序
が
生
じ
え
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
日
本
国
因
民
を
欺
脇
し
こ
れ
を
し
て
世
界
征
服
の
挙
に
出
ず

る
や
う
な
過
誤
を
犯
さ
し
め
た
権
力
お
よ
び
勢
力
は
永
久
に
除
去
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
」
と
日
木
軍
国
主
義
の
絶
減
を
期
し
、
ま
た

「
日
本
政
府
は
日
本
国
民
の
間
に
お
げ
る
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
・
強
化
に
対
す
る
一
切
の
障
碍
を
除
去
す
べ
き
で
あ
る
。
言
論

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
簾
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
二
七
一
）
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四
　
（
二
七
二
）

．
・
宗
教
お
よ
び
思
想
の
自
由
な
ら
び
に
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
確
守
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
口
本
に
お
げ
る
民
主
主
義
の
確
立
を

諏
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
と
こ
の
し
ょ
う
な
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
日
本
に
対
し
て
は
、
如
何
に
絶
大
な
支
配
力
を
も
っ
た
ア
メ

リ
ヵ
占
領
当
局
と
い
え
ど
も
、
占
領
当
初
か
ら
こ
の
基
本
原
則
を
破
っ
て
ア
メ
リ
ヵ
帝
国
主
義
の
要
望
を
占
領
政
策
に
具
体
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
民
主
化
政
策
実
施
の
内
容
と
速
度
に
っ
い
て
は
、
特
に
ソ
連
と
の
間
に
激
し
い
論
争
が

行
わ
れ
た
し
、
や
が
て
チ
ャ
ー
チ
ル
の
フ
ル
ト
ソ
演
説
（
一
九
四
六
．
三
．
五
）
、
ト
ル
ー
マ
ソ
・
ド
ク
ト
リ
ソ
の
発
表
（
一
九
四
七
・

一
二
．
一
二
）
な
ど
か
ら
冷
戦
が
始
ま
り
、
　
こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
変
化
が
日
本
占
領
政
策
に
も
当
然
に
反
映
し
て
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣

言
を
無
視
し
た
口
本
独
占
資
杢
撚
護
〔
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
へ
の
従
属
化
が
強
引
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
行

論
の
巾
で
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
似
　
ア
メ
リ
カ
対
日
占
領
政
策

　
ア
メ
リ
ヵ
の
対
日
占
領
政
策
は
、
す
で
に
戦
局
の
見
通
し
の
は
っ
き
り
し
は
じ
め
た
一
九
四
二
年
よ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
国
務
省
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

調
査
郁
門
で
研
究
が
始
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
太
平
洋
戦
争
開
始
の
翌
年
で
あ
っ
て
、
大
本
営
報
道
部
の
勝
っ
た
勝
っ
た

と
い
う
放
送
ば
か
り
閉
か
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
、
、
・
ツ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
（
一
九
四
二
・
六
・
五
）
で
主
要
な
空
母
を

失
い
、
翌
年
に
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら
敗
退
し
て
い
る
し
（
一
九
四
三
．
二
．
九
）
、
　
そ
れ
以
後
は
敗
退
・
玉
砕
の
連
続
で
あ
っ
た
。

そ
の
…
…
に
ア
メ
リ
ヵ
の
対
日
占
傾
政
策
は
い
よ
い
よ
具
体
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
ア
メ
リ
ヵ
の
対
日
占
領
政
焚
も
、
各
方
面
の
意
見
が
極
め
て
簡
単
に
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
天
皇

制
お
よ
び
肘
閑
の
処
理
に
っ
い
て
は
、
最
後
ま
で
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
元
日
本
大
使
グ
ル
ー
を
中
心
と
す
る
日
本
派
と



ラ
チ
モ
ア
を
中
心
と
す
る
巾
国
派
と
の
国
務
省
内
に
お
け
る
対
立
と
そ
の
消
長
が
対
日
占
領
政
策
の
討
議
に
大
き
く
影
響
し
た
。

　
日
本
派
の
立
場
は
、
天
皇
お
よ
び
重
臣
・
大
実
業
家
・
大
銀
行
家
な
ど
は
軍
閥
の
戦
争
政
策
に
反
対
し
た
と
い
い
、
　
「
日
本
の
天

皇
崇
拝
制
度
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
と
り
貴
重
な
財
産
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
、
「
天
皇
は
戦
後
唯
一
の
安
定
勢
力
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い

う
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
派
は
、
　
「
天
皇
は
決
し
て
戦
争
に
反
対
し
た
平
和
勢
力
で
は
な
い
。
…
ま
た
財
閥
は
決
し
て

平
和
勢
力
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
侵
略
の
基
礎
が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
強
硬
政
策
を
と
り
、
こ
れ
を
解
体
し
な
げ
れ
ぼ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ら
な
い
」
と
反
論
し
た
。
終
戦
当
時
ま
で
は
日
本
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
　
情
勢
は
急
変
し
て
中
国
派
が
優
勢
と
な
り
　
ト
ル
ー
マ

ソ
大
統
領
か
ら
マ
元
師
に
与
え
ら
れ
た
「
降
伏
後
初
期
に
お
げ
る
ア
メ
リ
ヵ
の
対
日
政
策
」
に
は
、
財
閥
解
体
と
財
界
人
の
追
放
と

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

が
指
令
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
ヵ
政
府
は
、
特
に
占
領
当
局
が
本
気
で
そ
の
解
体
と
追
放
を
考
え
た
の
で
は
な
く
　
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
、
　
　
　
　
　
（
５
）

表
面
的
な
強
硬
制
度
は
、
た
だ
日
本
の
財
閥
を
「
適
度
に
弱
め
て
お
い
て
都
合
よ
い
も
の
に
作
り
か
え
た
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
は
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
資
本
主
義
講
座
」
１
、
三
六
五
頁
。
同
上
、
１
、
三
七
五
、
六
頁
。
同
上
、
Ｗ
、
八
九
頁
。
同
上
、
Ｗ
、

　
　
九
〇
頁
。

　
　
（
５
）
　
占
領
当
局
が
財
閥
解
体
を
本
気
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
内
榔
事
情
お
よ
び
そ
の
理
由
を
マ
ー
ク
．
ゲ
イ
ソ
は
次
の
如
く
、
当
時

　
　
占
領
軍
第
一
〇
七
軍
政
部
陸
業
金
融
課
長
ロ
ツ
ク
少
佐
に
語
ら
せ
て
い
る
。
　
「
財
閥
を
破
壌
し
て
み
た
ま
え
。
全
金
融
機
関
は
壊
減
す
る
。
財

　
　
閥
を
こ
た
微
塵
に
し
て
み
た
ま
え
。
日
本
の
わ
れ
わ
れ
の
投
費
領
域
は
消
減
す
る
。
…
…
我
々
は
強
力
な
［
本
を
必
要
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

　
　
我
々
は
近
い
将
来
ロ
シ
ヤ
と
柵
対
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
し
、
同
眺
因
を
必
要
と
す
る
に
至
る
だ
ろ
う
。
□
本
が
そ
れ
だ
。
」
と
。
（
マ
ー
ク
．

　
　
ゲ
イ
ソ
「
ニ
ッ
ポ
ソ
ロ
記
」
上
、
　
一
〇
四
、
五
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
メ
リ
ヵ
の
対
口
占
傾
政
策
は
、
天
皇
側
を
存
続
す
る
こ
と
、
財
閑
は
解
体
し
な
い
で
利
用
し
得
る
も
の
に
再

編
成
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
終
戦
前
と
基
木
的
に
は
変
化
し
な
い
旧
支
配
層
の
下
に
置
く
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
通
貨
金
融
政
策
を

含
め
て
あ
ら
ゆ
る
経
済
政
策
が
、
旧
支
配
屈
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
結
局
に
お
い
て
ア
メ
リ
ヵ
独
占
賞
木
に
奉
仕
す
る
も
の
と
な

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
二
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
二
七
四
）

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
倒
　
日
本
の
保
守
的
支
配
者
層
の
動
き

　
既
に
述
べ
た
、
・
・
ツ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
よ
る
主
要
空
母
の
喪
失
・
ガ
ダ
ル
ガ
ナ
ル
島
敗
退
・
ア
ッ
ツ
お
よ
び
キ
ス
カ
の
玉
砕
、
一
九

四
四
年
に
な
る
と
さ
ら
に
マ
リ
ァ
ナ
沖
海
戦
（
六
．
一
九
）
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ソ
沖
海
戦
（
一
〇
．
二
四
）
の
敗
北
に
よ
っ
て
日
本
海
軍

は
ほ
と
ん
ど
全
滅
し
、
米
軍
は
サ
ィ
パ
ソ
島
（
六
．
一
五
）
と
レ
ィ
テ
島
（
一
〇
．
二
〇
）
に
上
陛
し
て
来
た
。
す
で
に
東
条
内
閣
は
総

辞
職
し
て
い
た
（
七
．
一
八
）
。
一
九
四
五
年
に
な
る
と
爆
撃
は
頻
繁
と
な
り
、
米
軍
は
沖
縄
に
も
上
陛
し
て
来
た
（
四
・
一
）
。
敗
戦

は
い
よ
い
よ
切
迫
し
て
き
た
。

　
こ
の
時
期
に
至
っ
て
も
国
民
に
対
し
て
は
鬼
畜
米
英
・
一
億
玉
砕
が
強
要
さ
れ
な
が
ら
、
戦
況
の
不
利
を
知
っ
て
い
た
政
治
的
指

導
者
た
ち
の
問
に
は
、
四
月
に
鈴
木
内
閣
成
立
の
頃
か
ら
戦
争
終
結
の
動
き
が
活
発
化
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
国
民
の
立
場
で
の

動
き
で
は
な
く
、
彼
ら
は
敗
戦
よ
り
も
敗
戦
に
よ
る
革
命
を
恐
れ
た
。
そ
れ
は
「
国
体
の
護
持
の
建
前
よ
り
最
も
憂
う
る
べ
き
は
敗

戦
よ
り
も
、
敗
職
に
伴
う
て
起
る
こ
と
あ
る
べ
き
共
産
革
命
に
御
座
候
」
と
い
う
近
衛
文
麿
の
上
奏
文
（
二
．
一
四
）
に
端
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
　
「
戦
争
の
最
終
段
階
で
は
、
す
で
に
政
府
首
脳
に
も
軍
首
脳
に
も
、
降
伏
に
絶
対
に
反
対
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
・
…
・
…
。

降
伏
に
少
し
で
も
有
利
な
条
件
を
っ
け
よ
う
と
し
て
対
立
し
た
。
…
・
－
－
た
だ
現
在
ま
で
と
も
か
く
も
保
ち
っ
づ
け
て
き
た
国
内
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

配
体
制
が
、
降
伏
後
も
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
が
最
大
の
関
心
で
あ
っ
た
。
」

　
し
た
が
っ
て
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
当
っ
て
も
「
天
皇
の
国
家
統
治
の
大
権
を
変
更
す
る
の
要
求
を
包
含
し
お
ら
ざ
る
こ
と
の
了

解
の
下
に
」
と
い
う
条
件
を
、
無
条
件
受
諾
と
い
い
な
が
ら
唯
一
っ
の
条
件
と
し
て
っ
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
条
件
に
対
し
て
は
確
答
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
指
導
者
層
に
何
ら
の
見
透
し
が
あ
る
わ
げ
で
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は



国
体
の
護
持
を
図
る
た
め
、
鈴
木
内
閣
の
後
を
受
げ
て
、
前
例
の
な
い
皇
族
内
閣
と
し
て
東
久
趨
内
閣
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
彼
ら
に
と
っ
て
幸
で
あ
っ
た
の
は
、
　
「
対
ソ
戦
降
を
重
視
し
、
む
き
出
し
の
反
共
主
義
者
で
あ
り
、
軍
部
と
共
和
党
の
最
右
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

翼
に
位
置
す
る
マ
ッ
ヵ
ー
サ
ー
と
そ
の
側
近
の
バ
タ
ー
ソ
・
ボ
ー
イ
ズ
は
、
当
面
、
天
皇
に
た
い
す
る
宥
和
主
義
者
で
あ
っ
た
」
こ

と
で
あ
る
。
九
月
二
十
七
日
に
は
天
皇
が
マ
元
師
を
訪
問
し
た
。
し
か
し
、
マ
元
師
が
天
皇
制
存
続
を
は
っ
き
り
と
答
へ
た
の
は
、

十
一
月
二
十
六
日
に
米
内
海
相
が
マ
元
師
を
訪
問
し
た
時
、
　
「
自
分
は
天
皇
の
地
位
に
っ
い
て
、
こ
れ
を
変
更
す
る
と
い
う
考
え
は

　
　
　
　
　
　
（
３
）

全
然
も
っ
て
い
た
い
」
と
答
え
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。

　
目
本
の
政
治
的
支
配
者
た
ち
が
国
体
の
護
持
を
固
執
し
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
敗
戦
後
に
お
い
て
も
政
治
的
支
配
者
の
地
位
に

留
ま
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
東
久
遜
内
閣
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
は
、
す
べ
て
旧
体
制
維
持
の
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
ヵ
の
対
目
占
領
政
策
は
彼
ら
が
考
え
た
ほ
ど
甘
く
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
ア
メ
リ
ヵ
国
務
省
内
で
は
日
本
派
に
代

っ
て
中
国
派
が
優
勢
と
な
り
、
　
「
降
伏
後
最
初
の
米
国
の
対
日
政
策
」
に
は
財
閥
解
体
が
含
ま
れ
て
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
体
制
が
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

す
る
に
っ
れ
て
対
日
政
策
も
厳
し
く
な
っ
て
来
た
。
Ｌ
－
月
四
日
「
政
治
犯
人
の
即
時
釈
放
」
そ
の
他
の
民
主
化
の
指
令
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
カ

ら
受
け
て
東
久
遜
内
閣
は
総
辞
職
と
な
り
、
幣
原
内
閣
が
代
っ
た
。

　
そ
れ
以
後
、
相
次
い
で
政
治
的
経
済
的
民
主
化
の
指
令
が
出
さ
れ
、
特
に
旧
支
配
者
の
大
部
分
が
追
放
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
彼
ら

は
為
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
全
く
虚
脱
状
態
と
な
っ
て
、
占
領
当
局
の
意
の
ま
ま
に
動
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
彼
ら
は
た
だ
自
己

保
存
の
消
極
的
態
度
に
吸
々
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
彼
ら
が
や
上
安
暗
の
胸
を
た
で
下
し
、
占
領
当
局
は
結
局
に
お
い
て

味
方
で
あ
る
ジ
」
と
を
知
り
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
国
主
義
の
被
護
の
下
に
彼
等
の
存
続
と
発
展
を
見
出
し
得
た
の
は
、
翌
年
の
五
月
十
六
口

の
食
糧
メ
ー
デ
ー
の
大
衆
運
動
に
対
す
る
ア
チ
ソ
ソ
及
び
マ
ツ
ヵ
－
サ
ー
の
反
共
声
明
（
五
月
十
五
日
と
二
十
日
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
二
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
二
七
六
）

か
ら
問
も
な
く
幣
原
内
閣
が
倒
れ
、
い
よ
い
よ
向
米
一
辺
倒
に
進
む
吉
田
内
閣
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
（
五
・
二
二
）
・

　
　
（
１
）
（
２
）
は
そ
れ
ぞ
れ
藤
井
ほ
か
「
現
代
日
本
史
」
上
、
五
〇
頁
。
同
上
、
七
五
頁
。

　
　
（
３
）
　
住
本
「
占
領
秘
録
」
、
二
二
三
頁
。

　
　
（
４
）
　
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ス
ベ
シ
ア
ル
・
セ
ク
シ
ヨ
ン
に
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
極
東
政
策
の
主
導
権
を
握
っ
た
中
国
派
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
た
ち

　
　
　
が
ぞ
く
ぞ
く
と
本
国
か
ら
送
り
こ
ま
れ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
、
民
政
局
次
長
の
ヶ
ー
デ
イ
ス
、
ネ
ー
ピ
ァ
、
民
間
情
報
教
育
長
の
ダ
イ
ク
・
顧

　
　
　
間
と
し
て
財
閥
解
体
関
係
の
Ｔ
．
Ａ
ビ
ツ
ソ
ン
、
ハ
ー
ド
レ
ー
、
農
地
改
革
担
当
の
ラ
デ
ジ
ン
ス
キ
ー
、
賠
償
関
係
の
ラ
チ
モ
ァ
ら
で
あ
っ
た
。
」

　
　
　
（
藤
井
ほ
か
「
現
代
日
本
史
」
上
、
七
五
頁
）
。
　
し
か
し
、
彼
ら
は
翌
年
五
月
頃
か
ら
マ
元
師
お
よ
び
そ
の
側
近
か
ら
「
桃
色
野
郎
」
「
共
産
党

　
　
　
員
」
と
デ
マ
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
引
揚
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
。

　
↑
り
　
民
主
勢
力
の
弱
体

　
如
何
に
大
本
営
報
道
部
に
よ
っ
て
報
道
管
制
が
な
さ
れ
よ
う
と
、
次
第
に
敗
戦
に
近
ず
く
不
利
な
戦
況
を
国
民
が
感
ず
か
な
い
筈

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
多
年
に
わ
た
る
徹
底
的
な
天
皇
制
教
育
と
民
主
勢
力
に
対
す
る
重
圧
の
下
で
は
、
ど
の
よ
う
な
動
き
も
起
し

得
な
か
っ
た
。
敗
戦
と
な
り
戦
争
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
の
、
国
民
は
そ
の
日
か
ら
住
む
こ
と
と
食
う
こ
と
に
血
眼
で
走
り

廻
ら
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
の
改
革
を
如
何
に
す
る
か
を
考
え
る
暇
も
な
く
、
し
か
も
政
治
支
配
者
た
ち
は
天
皇
制
護
持
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

心
と
す
る
旧
体
制
を
保
持
し
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
を
回
避
し
、
政
治
犯
人
の
釈
放
さ
え
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
が
出
て
よ
う
や
く
十
月
十
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
国
民
を
改
革
へ
指
導
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
近
衛
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
示
唆
を
受
け
て
憲
法
改
正
に
乗
り
出
し
た
の
を
伝
え
聞
い
て
幣
原
首
相
は
、
　
「
マ
ッ
ク
ァ
ー
サ
ー
が
そ
ん
な
こ
と
を
日

　
　
本
政
府
に
命
令
す
る
と
は
、
け
し
か
ら
ん
こ
と
だ
」
と
憤
慨
し
た
。
　
「
近
衛
公
は
新
し
が
り
や
だ
か
ら
、
出
す
ぎ
て
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い

　
　
　
る
の
だ
ろ
う
、
と
も
ら
し
た
」
と
い
う
（
住
本
「
占
領
秘
録
」
八
一
頁
）
。
殊
に
十
二
月
一
日
に
至
っ
て
さ
え
、
岩
田
法
相
は
天
皇
制
論
議
に

　
　
　
た
い
し
て
は
不
敬
罪
を
適
用
す
る
生
言
明
し
て
い
る
ほ
ど
感
覚
が
ズ
レ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
マ
ー
ク
・
ゲ
イ
ン
が
国
会
を
傍
聴
し
た

　
　
感
想
と
し
て
、
　
「
こ
の
連
中
は
敗
戦
国
の
支
配
老
た
ち
で
、
し
か
も
そ
の
国
は
民
主
化
を
誓
約
し
た
岡
で
、
現
在
は
敗
戦
後
四
カ
月
目
な
の
だ



　
　
　
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
心
の
中
で
繰
り
返
し
て
み
た
。
彼
ら
の
口
を
通
じ
て
語
ら
れ
て
い
る
文
句
は
、
　
一
体
無
知
か
ら
来
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

　
　
　
か
、
そ
れ
と
も
極
度
の
不
遜
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
　
」
と
、
あ
き
れ
た
り
憤
慨
し
た
り
し
て
い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
は
全
く
無
理
か
ら

　
　
　
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
マ
ー
ク
・
ゲ
イ
ソ
「
ニ
ッ
ポ
ソ
日
記
」
）

　
三
千
名
に
上
る
政
治
犯
人
の
釈
放
と
同
時
に
、
ま
ず
華
々
し
く
政
治
活
動
を
再
開
し
た
の
は
、
獄
中
十
八
年
の
徳
田
・
志
賀
ら
を

迎
え
た
日
本
共
産
党
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
天
皇
制
打
倒
・
人
民
共
和
国
政
府
樹
立
」
を
叫
ん
だ
が
、
し
か
し
広
く
人
心
を
把
え
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
十
一
月
一
日
に
結
成
し
た
日
本
杜
会
党
に
至
っ
て
は
、
戦
前
の
無
産
政
党
各
派
の
統
一
と
し
て
玩
わ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
初
の
動
き
は
全
く
「
ミ
ソ
も
ク
ソ
も
い
っ
し
よ
に
し
た
」
と
い
う
形
容
が
文
字
通
り
妥
当
す
る
ほ
ど
の
混

　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

乱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
よ
う
や
く
民
主
勢
力
が
結
集
し
始
め
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
育
成
に
よ
る
と
は
い
え
、
急
激
た
労
働
組
合
の
結
成
と
斗
争
の
中
で
教

育
さ
れ
た
民
主
的
自
覚
の
昂
ま
り
の
中
で
あ
り
、
そ
れ
は
翌
年
一
月
二
十
六
日
に
亡
命
十
六
年
の
野
坂
を
歓
迎
す
る
国
民
大
会
の
熱

狂
ぶ
り
に
示
さ
れ
た
。
そ
の
場
の
情
況
を
見
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
一
大
佐
は
「
畜
生
！
　
俺
が
今
ま
で
日
本
で
見
た
う
ち
一
番
印
象
的

　
　
　
　
（
２
）

な
光
景
だ
！
」
と
叫
ん
だ
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
し
て
山
川
の
「
民
主
人
民
戦
線
」
の
即
時
結
成
の
提
唱
が
あ
り
、

も
ち
ろ
ん
多
く
の
問
題
を
含
み
な
が
ら
も
、
民
主
勢
力
は
急
速
に
伸
び
て
行
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
「
敗
戦
と
同
時
に
、
戦
前
の
無
産
各
派
、
す
な
わ
ち
杜
民
系
、
日
労
系
、
日
無
系
の
各
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
党
結
成
を
め
ざ
し
て
働
き
は

　
　
じ
め
た
。
そ
れ
ら
各
派
の
指
導
者
た
ち
は
、
戦
時
中
の
災
梵
議
会
以
来
の
仰
で
あ
っ
た
保
守
政
治
家
た
ち
と
も
逃
締
を
と
っ
て
組
織
工
作
を
は

　
　
じ
め
た
。
、
・
・
ソ
も
ク
ソ
も
い
っ
し
ょ
に
し
た
、
と
に
か
く
肩
士
を
か
き
集
め
れ
ば
主
義
主
張
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
よ
う
な
浪
乱
し
た
や
り

　
　
方
で
あ
っ
た
。
杜
民
系
の
西
尾
末
広
・
平
野
力
三
・
水
谷
畏
三
郎
ら
は
芦
田
均
を
つ
う
じ
て
鳩
山
一
郎
と
共
同
し
、
木
瑛
の
笹
川
良
一
の
資
金

　
　
　
を
バ
ッ
ク
に
「
日
本
大
衆
党
」
の
結
成
を
画
策
し
た
。
〔
労
系
は
、
岸
信
介
が
桁
導
し
た
護
因
同
志
会
で
親
し
く
な
っ
た
有
馬
概
寧
伯
爵
と
商

　
　
工
会
議
所
理
事
長
の
船
田
中
を
か
っ
ぎ
だ
そ
う
と
し
た
。
日
無
系
の
加
藤
勘
十
は
徳
川
義
親
伯
爵
か
っ
ぎ
だ
し
を
考
え
て
い
た
。
」
（
藤
井
ほ
か

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
二
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
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一
〇
　
（
二
七
八
）

　
　
　
「
現
代
日
本
史
」
八
○
頁
）

　
（
２
）
　
マ
ー
ク
・
ゲ
イ
ソ
「
ニ
ッ
ポ
ソ
日
記
」

　
民
主
勢
力
が
大
き
く
動
き
始
め
る
の
に
は
敗
戦
後
六
カ
月
の
期
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の
間
に
保
守
勢
力
は
必
死
に
旧
体
制
維
持
の

手
を
打
っ
た
。
占
領
当
局
の
日
本
民
主
化
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
た
め
の
民
主
化
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
約
を
突
破

す
る
だ
げ
の
力
は
、
当
時
の
民
主
勢
力
に
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
通
貨
金
融
政
策
の
基
本
的
方
向
は
決
っ
た
。
す
な
わ
ち

旧
政
治
経
済
体
制
を
維
持
し
擁
護
す
る
た
め
の
通
貨
金
融
政
策
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

二
　
通
貨
膨
脹
政
策
と
独
占
資
本

　
○
ｏ
　
旧
支
配
者
層
の
経
済
政
策

　
既
に
述
べ
た
如
く
、
ア
ジ
ァ
諸
民
族
を
支
配
し
大
東
亜
共
栄
圏
に
君
臨
し
よ
う
と
し
て
敗
戦
の
憂
目
に
あ
っ
た
政
治
支
配
層
Ｈ
独

占
資
本
は
、
敗
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
皇
制
を
護
持
し
て
旧
体
制
の
ま
ま
で
居
据
る
こ
と
に
必
死
で
あ
っ
た
。
敗
戦
に
よ
る
国
民
へ

の
責
任
を
感
じ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
そ
れ
を
引
継
ぎ
敗
戦
に
よ
っ
て
受
げ
た
傷
手
を
全
面
的
に
国
民
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
こ

と
し
か
考
え
ず
、
こ
こ
に
彼
ら
に
よ
る
通
貨
金
融
政
策
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
経
済
政
策
の
基
本
的
方
向
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
、
天
皇
制
を
護
持
し
て
彼
ら
の
支
配
的
地
位
を
存
続
さ
せ
る
と
と
も
に
国
民
に
対
す
る
支
配
の
精
神
的
拠
り
ど
こ
ろ
に

す
る
こ
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
財
閥
解
体
を
指
令
さ
れ
る
に
及
ん
で
如
何
に
そ
れ
を
緩
和
し
回
避
し
旧
経
済
体
制
を
保
持
す
る
か
に
専
念

し
た
か
と
い
う
こ
と
、
農
地
解
放
を
緩
和
す
る
た
め
に
機
先
を
制
し
て
改
革
案
を
出
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
厳
重
な
指
令
が
出
る

に
及
ん
で
種
々
の
策
動
を
図
っ
た
こ
と
、
国
民
の
民
主
化
運
動
を
極
力
抑
制
す
る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
、
戦
時
中
の
老
大
な
通
貨
を



引
継
い
だ
だ
げ
で
な
く
敗
戦
の
混
乱
に
乗
じ
て
軍
需
会
杜
Ｈ
主
と
し
て
独
占
資
本
に
老
大
な
支
払
を
行
っ
た
こ
と
、
内
外
の
復
員
者

及
び
軍
需
会
杜
の
解
雇
者
に
巨
額
の
支
払
を
行
っ
た
こ
と
、
占
領
軍
の
経
費
分
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
激
増
す
る
通
貨
膨
脹
に
対

し
て
何
ら
の
対
策
を
採
る
こ
と
な
く
却
っ
て
そ
れ
に
よ
る
軍
需
会
杜
の
手
持
資
材
な
い
し
隠
匿
物
資
の
値
上
り
に
よ
る
利
益
を
図
っ

た
こ
と
、
軍
需
補
償
の
打
切
り
を
指
令
さ
れ
て
も
実
施
引
延
策
に
よ
っ
て
実
害
の
軽
減
を
図
っ
た
こ
と
、
通
貨
回
収
策
と
し
て
財
産
税

の
徴
収
を
指
令
さ
れ
て
も
実
施
引
延
策
を
採
り
そ
の
問
に
イ
ソ
フ
レ
を
進
め
て
実
害
の
回
避
を
図
っ
た
こ
と
、
生
産
を
サ
ボ
タ
ー
ジ

ュ
し
て
物
価
値
上
り
を
促
進
し
た
こ
と
、
銀
行
の
う
ち
で
も
特
に
大
銀
行
が
軍
需
会
杜
に
対
す
る
焦
付
き
債
権
を
か
か
え
他
方
で
は

預
貯
金
の
減
少
に
よ
り
資
金
回
転
の
危
機
に
迫
ら
れ
た
時
、
金
融
緊
急
措
置
令
と
し
て
通
貨
の
回
収
を
図
る
一
環
と
し
て
大
銀
行
救

済
の
方
策
を
講
じ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
金
融
機
関
に
資
金
を
集
中
し
か
っ
そ
れ
を
統
制
し
、
特
に
大
銀
行
の
日
本
経
済
に
対
す

る
支
配
力
を
再
確
立
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
旧
財
閥
の
支
配
力
を
新
し
い
形
式
に
よ
っ
て
再
確
立
し
た
こ
と
、
支
配
力
確
立
以
後

は
再
び
イ
ソ
フ
レ
を
再
開
し
て
一
層
の
支
配
力
強
化
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
、
旧
支
配
層
Ｈ
独
占
資
本
の
立
場
か
ら
す
る
経
済
政
策
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

救
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
の
反
面
は
い
ず
れ
も
国
民
大
衆
の
負
担
で
あ
り
、
彼
ら
は
塗
炭
の
生
活
苦
に
喘
が
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
敗
戦
後
の
独
占
資
本
が
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
支
配
的
地
位
を
維
持
し
た
前
例
が
す
で
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦

　
　
後
の
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
イ
ン
フ
レ
を
遊
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
国
家
の
負
債
は
ぜ
口
に
帰
し
た
。
即
ち
戦
争
及
び
戦
争
後
に

　
　
於
て
国
家
が
背
貨
っ
た
魚
倹
は
殆
ど
ゼ
ロ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
各
銀
行
・
会
杜
が
背
負
っ
た
負
債
も
ゼ
ロ
で
あ
る
。
…
…
結
局
ド
イ
ツ
資
本
主

　
　
義
を
救
っ
た
も
の
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
だ
っ
た
。
」
（
大
内
「
日
本
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
」
三
五
頁
）
。
　
日
本
独
占
資
本
も
同
じ
道
を

　
　
辿
っ
た
の
で
あ
る
。

　
吻
　
戦
争
経
済
の
遺
産

　
「
戦
後
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
激
化
は
、
敗
戦
と
そ
れ
に
よ
る
混
乱
だ
げ
に
よ
っ
て
起
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
最
も
深
い

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
げ
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
二
七
九
）
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二
一
　
（
二
八
○
）

根
は
戦
争
経
済
の
強
行
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
」
そ
れ
が
「
最
も
深
い
根
」
で
あ
っ
だ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
「
中
日
戦
争
か
ら
敗

戦
ま
で
の
八
年
に
亘
る
戦
争
と
国
民
経
済
の
軍
事
化
は
、
…
－
…
農
業
生
産
と
消
費
材
産
業
を
犠
牲
に
し
た
軍
需
品
の
強
行
的
増
産
に

よ
っ
て
生
産
力
の
破
壊
、
老
大
な
消
耗
と
戦
局
の
悪
化
お
よ
び
全
国
的
空
襲
の
被
害
に
よ
る
全
国
民
経
済
の
混
乱
と
基
礎
の
弱
化
に

よ
っ
て
、
現
実
資
本
は
更
新
さ
れ
ず
磨
減
し
て
朽
廃
し
た
。
こ
の
考
朽
化
し
た
現
実
資
本
と
対
蹄
的
に
、
戦
時
に
累
積
さ
れ
た
幻
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

的
貨
幣
資
本
は
莫
大
な
量
に
上
っ
た
」
の
は
事
実
で
あ
っ
て
、
一
方
に
お
げ
る
生
産
縮
少
と
生
産
手
段
の
考
朽
化
、
他
方
に
お
げ
る

幻
想
的
貨
幣
資
本
Ｈ
潜
在
的
購
買
力
の
累
積
を
、
す
な
わ
ち
巨
大
な
イ
ソ
フ
レ
要
因
を
戦
争
経
済
の
遺
産
と
し
て
受
げ
継
が
ね
ぼ
な

ら
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
口
本
経
済
は
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
金
本
位
を
離
脱
し
て
以
来
、
欧
米
諸
国
の
金
本
位
再
建
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
機

会
も
な
く
能
力
も
な
く
、
そ
れ
を
果
し
得
た
の
は
漸
く
一
九
三
〇
年
一
月
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勿
ち
多
量
の
金
流
出
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
、
翌
年
九
月
に
は
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
そ
の
軍
事
費
を
赤
字
公
債
の
日
銀
引
受
に
よ
っ
て
賄
わ
ざ
る
を
得
ず
、
恰
も
そ
の
九

月
に
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
離
脱
が
行
わ
れ
た
の
で
、
金
本
位
制
実
施
は
二
年
を
経
ず
し
て
十
二
月
に
は
離
脱
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

満
州
事
変
の
発
展
－
軍
事
費
増
大
－
赤
字
公
債
日
銀
引
受
－
通
貨
膨
脹
が
進
ん
だ
。

　
一
九
三
七
年
七
月
に
は
日
中
戦
争
に
発
展
し
、
臨
時
軍
事
費
は
急
激
に
膨
脹
し
、
赤
字
公
債
の
日
銀
引
受
も
増
大
し
、
物
価
は
上

昇
し
始
め
た
。
物
価
の
上
昇
は
戦
時
財
政
を
破
綻
さ
せ
る
た
め
、
物
伽
抑
制
策
が
次
第
に
強
力
に
採
ら
れ
始
め
た
。
Ｑ
は
公
債
消
化

に
よ
る
通
貨
回
収
策
で
あ
り
、
　
は
貯
畜
奨
励
に
よ
る
通
貨
収
縮
策
で
あ
り
、
　
は
物
伽
統
制
で
あ
り
、
＠
は
配
給
制
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
　
「
目
標
の
国
民
貯
蓄
額
が
一
〇
〇
％
に
達
し
、
而
も
予
定
の
公
債
消
化
が
一
〇
〇
劣
に
達
し
さ
え
す
れ
ぼ
、
イ
ソ
フ
レ
は

起
り
得
な
い
」
と
国
民
に
訴
え
た
。
と
い
う
よ
り
も
半
ぼ
強
制
し
た
。
当
時
の
如
く
赤
字
公
債
額
が
年
々
増
大
し
っ
つ
あ
り
、
通
貨



増
発
と
回
収
に
多
少
の
時
問
的
ズ
レ
が
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
条
件
の
下
で
は
公
債
消
化
目
標
を
達
し
た
と
し
て
も
イ
ソ
フ
レ
の
進
展

を
阻
止
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ソ
フ
レ
の
進
展
を
多
少
減
少
す
る
効
果
に
止
ま
っ
た
。
物
価
は
次
第
に
上
昇
し
て

生
活
は
苦
し
く
な
る
の
に
「
愛
国
心
」
と
い
う
魔
術
の
た
め
に
借
金
を
質
に
置
い
て
も
貯
蓄
し
公
債
を
買
わ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

幻
想
的
貨
幣
資
本
の
累
積
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
軍
事
費
増
大
Ｈ
通
貨
増
発
が
続
く
限
り
、
公
債
消
化
や
貯
畜
奨
励
が
根
本
的
対
策
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
や

が
て
は
物
伽
統
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
物
価
が
政
治
的
な
も
の
で
な
い
以
上
、
物
価
抑
制
の
根
本
策
を
行
わ
な
い
公
定
価
格
制
．

の
下
で
は
闇
価
格
の
発
生
は
必
然
的
で
あ
り
、
公
定
価
格
は
結
局
に
お
い
て
上
昇
す
る
闇
価
格
を
追
い
か
け
ざ
る
を
得
な
い
。
遂
に

は
物
そ
の
も
の
を
掌
握
す
る
配
給
制
を
採
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
結
局
に
お
い
て
生
産
お
よ
び
流
通
過
程
を
撹
乱
す
る
結

果
と
た
っ
た
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
経
済
法
則
の
貫
徹
に
外
な
ら
な
い
。

　
一
九
四
一
年
十
二
月
に
は
太
平
洋
戦
争
に
発
展
し
、
通
貨
膨
脹
、
イ
ソ
フ
レ
の
進
展
は
、
そ
れ
ま
で
の
拡
大
再
生
産
と
な
っ
た
。

戦
場
の
拡
大
は
い
よ
い
よ
軍
需
生
産
の
飛
躍
的
増
強
を
必
要
と
し
、
そ
れ
は
一
方
で
は
消
費
物
資
の
生
産
圧
縮
を
も
た
ら
し
、
他
方

で
は
価
格
補
助
金
制
・
生
産
費
実
費
補
償
制
・
前
渡
金
制
・
軍
需
手
形
割
引
制
・
戦
時
金
融
金
庫
制
に
よ
る
軍
需
生
産
の
刺
激
、
結

局
に
お
い
て
通
貨
の
よ
り
一
屑
の
埴
大
を
も
た
し
た
。
や
が
て
サ
イ
パ
ソ
島
失
陥
以
後
は
、
南
方
原
材
料
入
手
難
・
空
襲
に
よ
る
工

場
破
壌
な
ど
悪
材
料
の
累
増
で
、
も
は
や
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
態
に
立
ち
到
っ
た
と
い
う
以
外
の
表
現
が
な
い
。
敗
戦
後
に
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

だ
徒
ら
に
幻
想
的
貨
幣
賓
本
”
潜
在
的
購
貰
力
が
う
ず
高
く
残
さ
れ
た
だ
げ
で
あ
っ
た
。

　
（
１
）
　
「
口
本
筑
本
主
義
講
座
」
Ｗ
、
二
五
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
（
２
）
　
職
時
中
の
閑
係
諸
統
計
、
単
位
百
万
円
。

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
筑
本
的
作
絡
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
二
八
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

四
（
二
八
二
）

よお
費

特
事

軍
軍

臨
び

計
出会般一

支

債
金公

　
入ち

う
借

計
入会般一

歳

４５４

６８６

２７８

１４９

３
２

７
８

０７２，２

１６９，４

２７４，５

０６４，５

０８４，１１

ＯＯＯ，８１

ＯＯＯ，７２

０００，３６

ＯＯＯ，５８

６７４，１

０５９，１

４５２，２

３６１，２

６０２，２

２８２，２

９０７，２

８８２，３

３９４，４

０６８，５

３３１，８

６７２，８

１５５，２１

１７８，９１

６９４，１２

０２１

９５６

３８７

２４７

８７６

９０６

５０６

５８６

８９２，１

２８２，１

６０４，２

１８３

５８８，１

５９３，５

９２０，９

１３５，ユ

５４０２２

１３３，２

６４２，２

９５２，２

２７３，２

４１９，２

４９５，３

９６９，４

４４４，６

１０６，８

１９１，９

９００，４１

０４０，１２

７８４，３２

年６
７
８
９
１
０
ｕ

和昭

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

行
出銀国

全
賛

行
金銀国

全
預

債
高

　
在

国
現

券
高
、

銀
行

日
発

２５０，０１

６１６，９

３１２，９

５７８，８

０８０，９

５０５，９

１１０，１１

２２２，２１

８３０，５１

１７３，８１

５８９，０２

６５８，４２

４５３，２３

４５１，１５

１２６，７９

４９５，０１

７７７，０１

９０５，１１

２０２，２１

０１９，２

１
１
↓

８６９，３１

６４７，５１

７１１，９１

１９０，５２

９８１９１３

１０８，５３

９６５，６４

８２３，６５

６２９，７７

９２８，９１１

５１７，４

３６６，５

４２７，６

７８６，７

２２５，８

７５２，９

６１５，１１

５６０，６１

８２６，１２

１１６，８２

８４２，９３

２２２，４５

０６６，６７

４７７，６０ユ

４２９，９３１

０３３，１

６２４，ユ

５５５，１

７２６，１

６６７，１

５６８，１

５０３，２

４５７，２

９７６，３

７７７，４

８７９，５

８４１，７

６６２，０１

５４７，７！

０４４，５５

年６和

刀
い

ｎ

７
’
　
８

９

１
０

ｕ
１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

　
側
　
敗
戦
直
後
通
貨
膨
脹
の
階
級
的
背
景

　
戦
時
中
に
ど
れ
ほ
ど
潜
在
的
購
買
力
を
累
積
し
よ
う
と
も
、
終
戦
と
な
れ
ぼ
、
い
わ
ん
や
敗
戦
と
も
な
れ
ぼ
、
そ
れ
を
徹
底
的
に

整
理
す
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
く
政
治
の
在
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
杜
会
主
義
ソ
連
に
お
い
て
も
、
第
二

次
大
戦
の
軍
事
費
そ
の
他
の
支
出
塙
の
た
め
通
貨
脱
脹
を
脱
れ
な
か
っ
た
。
戦
勝
国
と
し
て
平
和
回
復
の
翌
年
に
は
通
貨
改
革
を
行

い
、
新
旧
ル
ー
ブ
ル
紙
幣
の
交
換
に
際
し
、
一
定
額
ま
で
は
等
貨
で
交
換
し
、
そ
れ
以
上
は
逓
増
す
る
毎
に
逓
減
す
る
交
換
率
を
適



用
し
た
。
元
来
、
国
を
購
し
て
の
戦
争
中
に
巨
額
の
金
も
う
げ
を
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
わ
け
で
あ
り
、
ソ
連
で
は
以
上

の
よ
う
な
交
換
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
杜
会
的
公
平
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
通
貨
量
を
縮
少
し
て
健
全
化
を
も
図
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
外
に
も
潜
在
購
買
力
を
顕
在
化
さ
せ
な
い
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
り
得
る
筈
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
正
に
逆
に
、
戦
時
中
に
大
も
う
げ
し
た
者
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
通
貨
膨
脹
政
策
を
続
げ
て
彼

ら
に
追
銭
を
与
え
る
政
策
が
採
ら
れ
た
。
そ
れ
は
敗
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
治
の
変
革
が
な
く
、
依
然
と
し
て
旧
支
配
体
制
が
存
続

し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
敗
戦
に
よ
っ
て
「
工
業
生
産
の
大
部
分
を
占
め
て
高
利
潤
を
も
た
ら
し
て
い
た
軍
需
生
産
が

一
挙
に
杜
絶
す
る
と
、
独
占
資
本
は
生
産
を
サ
ボ
っ
て
横
領
物
資
の
ヤ
ミ
流
し
に
よ
る
投
機
利
潤
を
追
求
し
た
。
こ
れ
は
財
産
税
を

徴
収
さ
れ
、
軍
需
補
償
や
軍
事
公
債
な
ど
の
戦
時
利
得
が
内
外
の
民
主
勢
力
で
没
収
さ
れ
る
不
安
が
あ
り
、
と
く
に
戦
争
経
済
で
絶

対
的
に
貧
困
化
し
た
国
民
の
購
買
力
が
甚
だ
し
く
低
下
し
た
の
で
、
消
費
財
生
産
へ
の
全
面
的
な
転
換
が
独
占
資
本
に
最
大
隈
利
潤

を
保
証
し
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
く
て
国
民
経
済
の
生
産
的
基
礎
の
弱
化
、
生
産
力
の
破
壌
、
大
衆
の
絶
対
的
貧
困
化
の
条
件
の

下
で
は
、
と
り
わ
け
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
租
税
に
よ
る
収
益
を
強
化
し
て
最
大
限
利
潤
を
か
き
あ
っ
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
状
態
に
あ

　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

っ
た
、
」
こ
れ
が
国
民
の
立
場
を
意
と
し
な
い
彼
ら
の
論
理
で
あ
り
行
動
の
指
針
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
「
日
本
資
本
主
義
講
座
」
Ｗ
、
二
五
二
頁
。

　
（
２
）
　
終
戦
後
最
初
の
「
朝
日
経
済
年
史
」
胴
和
二
〇
・
二
一
年
版
は
、
戦
後
に
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
推
遊
し
た
、
ま
た
は
推
逃
す
る
で
あ
ろ

　
　
ヲ
諸
項
目
と
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
１
　
占
領
軍
駐
留
費
　
　
全
く
予
測
を
許
さ
な
い
か
一
応
年
に
一
〇
〇
億
前
後
と
推
定
す
る
。

　
　
２
　
外
地
借
入
金
　
　
臨
軍
負
担
に
お
い
て
外
地
て
借
入
れ
ら
れ
た
も
の
約
五
八
○
億
円
。

　
　
３
　
軍
需
会
杜
に
対
す
る
補
償
　
　
大
蔵
右
発
表
に
よ
る
と
、
戦
争
保
険
金
・
補
償
金
制
度
に
よ
る
も
の
を
併
せ
、
予
算
措
置
を
要
す
る
も
の

　
　
　
四
六
四
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
二
八
三
）

’



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
一
六
　
（
二
八
四
）

　
　
４
　
恩
給
費
　
　
復
員
完
了
の
暁
に
は
約
二
〇
億
円
の
恩
給
増
加
額
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
５
　
政
府
保
託
債
に
対
す
る
補
償
　
　
企
業
債
券
そ
の
他
政
府
の
保
証
杜
債
で
、
事
業
債
約
七
七
億
三
〇
〇
〇
万
円
、
金
融
債
約
八
四
億
四
五

　
　
　
〇
〇
万
円
と
い
わ
れ
る
。

　
　
６
　
喪
失
地
域
に
お
け
る
日
系
通
貨
の
整
理
　
　
終
戦
時
に
お
い
て
鮮
銀
券
七
九
億
、
台
銀
券
一
六
億
、
満
銀
券
八
一
億
、
蒙
銀
券
二
七
億
、

　
　
　
連
銀
券
ニ
ニ
ニ
○
億
、
儲
備
券
三
兆
、
南
発
券
一
八
○
億
、
軍
票
（
香
港
・
海
南
島
）
二
二
億
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
意
味
で
は
侵
略

　
　
　
的
役
割
を
果
し
た
こ
れ
ら
の
通
貨
に
対
し
て
連
合
軍
の
賠
償
要
求
に
関
連
し
、
日
本
は
あ
る
程
度
そ
の
整
理
の
責
を
負
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
で

　
　
　
あ
ろ
う
。

　
　
７
　
そ
の
他
、
賠
傲
関
係
、
復
員
者
、
戦
災
者
、
引
揚
邦
人
な
ど
に
対
す
る
救
済
、
財
産
賠
償
を
は
じ
め
米
な
ど
生
必
品
を
中
心
と
す
る
政
府

　
　
　
補
助
金
の
増
満
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
、
と
あ
る
。

　
↑
む
　
敗
戦
直
後
通
貨
膨
脹
の
内
訳

　
＠
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
の
大
量
放
出
　
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
の
一
九
四
四
年
度
予
算
は
六
三
〇
億
円
で
あ
り
、
終
戦
の
四
五

年
度
予
算
は
八
五
〇
億
円
で
あ
っ
た
。
し
か
し
八
月
十
五
日
に
は
敗
戦
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
終
戦
に
伴
う
必
要
経
費
は
こ

の
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
厳
密
に
は
終
戦
処
班
費
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
終
戦
後
に
お
け
る
経
費
事
務

　
　
（
１
）

取
扱
方
法
が
定
め
ら
れ
た
。
八
月
中
に
約
九
九
億
円
の
支
払
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
軍
需
会
杜
に
対
す
る
軍
需
品
未
払
が
八

月
十
五
日
以
後
の
一
ヵ
月
問
に
約
三
〇
億
円
支
払
わ
れ
、
軍
人
・
軍
属
の
退
職
金
支
払
が
四
二
億
円
に
上
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
財
源
の
う
ち
四
〇
慮
円
は
公
債
の
発
行
に
よ
る
も
の
で
、
八
月
中
の
公
債
発
行
高
四
〇
億
円
は
全
額
が
臨
時
軍
事
費
公
債
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
三
〇
億
円
は
日
銀
引
受
発
行
で
あ
っ
た
。
赤
字
公
債
の
発
行
は
十
一
月
二
十
五
日
以
降
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
許
可
制
と
な

っ
た
が
、
ま
だ
当
時
は
発
行
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
許
可
制
以
後
も
短
期
公
債
の
発
行
は
白
由
で
あ
り
、
そ
の
日
銀
引
受
も

継
続
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
五
年
も
公
債
発
行
高
は
三
三
〇
億
円
に
上
り
、
そ
の
う
ち
二
二
一
二
億
円
は
臨
軍
費
特
別
会
計



分
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
と
こ
ろ
で
、
敗
戦
の
混
乱
の
中
で
臨
軍
費
の
支
出
が
正
当
か
っ
正
確
で
あ
っ
た
ど
う
か
に
対
し
て
は
疑
惑
が
持
た
れ
た
。
陸
海
軍

の
厳
存
し
て
い
た
戦
時
中
で
さ
え
臨
軍
費
は
「
伏
魔
殿
」
と
さ
え
い
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ぼ
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
み
。

　
　
（
１
）
　
終
戦
後
に
お
げ
る
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
の
経
理
事
務
取
扱
要
項
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
終
戦
に
伴
い
軍
需
品
の
注
文
、
兵
器
、
艦
船
の
製
造
、
諸
工
事
な
ど
民
間
と
の
契
約
は
総
て
打
切
り
、
爾
来
一
切
の
債
権
廣
務
関
係
を
清
算

　
　
　
す
る
意
図
の
も
と
に
左
の
方
法
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
。

　
　
　
Ｈ
　
終
戟
前
す
な
わ
ち
八
月
十
五
日
以
前
に
納
入
ま
た
は
工
事
完
了
し
た
も
の
は
速
か
に
代
金
を
支
払
う
。

　
　
　
目
　
終
戦
当
時
仕
掛
中
の
も
の
、
未
完
成
の
も
の
は
そ
の
工
程
に
応
じ
部
分
払
い
を
行
う
。
こ
の
場
合
官
給
材
料
残
存
価
格
な
ど
を
審
査
し
金

　
　
　
　
額
を
調
整
す
る
。

　
　
　
目
　
以
上
代
金
支
払
い
の
場
合
に
も
す
で
に
交
付
し
た
前
渡
金
は
差
引
き
支
払
う
。

　
　
　
四
　
右
の
ほ
か
に
設
傭
命
令
、
生
産
命
令
な
ど
に
墓
づ
き
業
者
が
施
設
し
た
る
も
の
の
損
失
補
償
は
政
府
の
一
般
的
方
針
の
決
定
ま
で
支
払
い

　
　
　
　
を
差
控
え
る
。
」
（
「
朝
日
経
済
年
史
」
、
二
〇
・
二
一
年
版
、
三
八
頁
）

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
要
項
が
で
き
た
と
し
て
も
、
終
職
か
ら
要
項
が
で
き
る
ま
で
の
最
も
混
乱
し
て
い
た
時
期
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
当
時
の
軍
関

　
　
　
係
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
一
般
の
精
神
状
態
か
ら
し
て
必
ず
し
も
厳
格
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
さ
ら
に
第
二
項
で
は
評
価
を
必
要
と
す

　
　
　
る
が
、
そ
れ
は
如
何
よ
う
に
で
も
水
増
し
が
可
能
で
あ
る
し
、
混
乱
期
に
お
い
て
は
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
都
留
氏
は
「
そ
こ
に

　
　
　
は
、
個
々
の
支
払
や
取
引
は
蔽
ひ
か
く
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
総
体
と
し
て
の
主
権
の
空
白
に
乗
じ
た
国
費
の
濫
用
の
す
が
た
が
、
は
っ
き

　
　
　
り
と
露
呈
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
都
留
「
戦
後
日
本
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
」
一
一
頁
）
。

　
　
（
２
）
　
そ
れ
と
も
閑
逃
す
る
が
、
臨
時
軍
箏
費
特
別
会
計
は
何
分
に
も
恐
し
く
鷹
大
な
金
額
で
あ
る
し
、
そ
の
上
に
軍
事
に
関
す
る
機
密
事
項
が

　
　
　
多
い
の
で
一
般
国
民
に
は
窺
い
得
な
い
も
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
箏
情
の
な
か
で
不
可
解
な
こ
と
も
多
か
っ
た
。
終
戦
と
同
時

　
　
　
に
疑
惑
が
表
面
化
し
て
、
次
の
如
く
箏
災
し
た
。
　
「
終
戦
に
伴
い
、
尤
大
軍
費
の
伏
魔
殿
と
し
て
一
般
に
窺
如
し
得
な
か
っ
た
臨
軍
費
に
対
し
、

　
　
　
軍
当
局
に
対
す
る
峻
烈
な
戦
争
貴
任
迫
及
と
と
も
に
そ
の
内
符
公
開
が
迫
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
政
府
は
十
一
月
六
日
『
臨
軍
費
の
現
状
お
よ
び

　
　
　
今
後
の
処
理
に
関
す
る
件
』
を
閥
議
に
附
議
、
上
奏
御
越
可
を
得
て
九
日
そ
の
全
貌
を
左
の
通
り
発
表
し
た
。
な
お
こ
の
発
表
に
よ
っ
て
十
月

　
　
　
　
敗
職
直
後
に
お
け
る
通
貨
命
融
放
策
の
独
占
資
木
的
性
幣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
二
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
二
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
二
八
六
）

　
　
　
二
十
五
日
現
在
の
臨
軍
費
残
額
は
二
七
三
億
三
二
四
〇
万
二
〇
〇
〇
円
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
同
上
、
三
七
頁
）
。

　
　
　
　
一
九
四
五
年
度
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
予
算
は
八
五
〇
億
円
で
あ
り
、
十
月
二
十
五
日
現
在
二
七
三
億
円
の
残
額
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で

　
　
　
に
約
五
七
七
億
が
支
出
さ
れ
た
わ
げ
で
あ
る
。
敗
戦
前
と
後
の
金
額
的
資
料
を
も
た
な
い
が
、
敗
戦
後
に
相
当
放
慢
な
支
出
が
あ
っ
た
こ
と
は

　
　
　
推
測
す
る
に
難
く
た
い
。

　
　
（
３
）
　
政
府
と
い
え
ど
も
通
貨
膨
脹
を
阻
止
す
る
措
置
を
全
然
採
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
敗
戦
時
に
お
け
る
政
府
な
ら
び
に
各

　
　
　
会
杜
の
債
権
債
務
は
短
期
資
金
だ
け
で
も
総
額
一
、
○
○
○
億
円
を
越
え
た
の
で
、
こ
れ
を
放
置
す
れ
ぼ
巨
額
の
玩
金
流
出
を
も
た
ら
し
イ
ン

　
　
　
フ
レ
に
抽
車
を
か
げ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
会
杜
の
買
入
債
務
お
よ
び
前
渡
金
を
現
金
の
授
受
な
し
に
円
滑
に
処
理
す
る
た
め

　
　
　
「
買
入
債
務
お
よ
び
前
渡
金
の
集
中
処
理
に
関
す
る
件
」
を
決
定
し
、
九
月
一
日
か
ら
実
施
し
た
。
そ
の
「
大
体
の
仕
組
は
政
府
（
陸
海
軍
、

　
　
　
航
空
兵
器
総
局
）
お
よ
び
指
定
業
老
が
買
掛
金
、
講
負
工
事
費
、
未
払
加
工
費
等
の
買
入
金
の
支
払
ま
た
は
前
渡
金
の
返
済
を
な
す
場
合
に
債

　
　
　
務
弁
済
用
の
特
定
小
切
手
を
用
い
る
こ
と
に
し
、
右
小
切
手
を
一
〇
月
末
手
形
交
換
所
に
お
い
て
別
途
交
換
決
済
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
（
「
朝
日
経
済
年
史
」
）
二
〇
・
三
年
版
、
四
六
頁
）

　
＠
占
領
軍
経
費
の
支
出
　
い
よ
い
よ
占
領
軍
の
先
遣
隊
（
隊
長
テ
ン
チ
大
佐
）
が
厚
木
飛
行
場
に
到
着
し
た
の
は
八
月
二
十
八
日
で

あ
り
、
総
司
令
官
マ
元
師
が
到
着
し
た
の
は
八
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
と
し
て
は
、
日
本
は
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
を
無
条
件

受
諾
し
た
と
い
う
も
の
の
、
な
お
局
地
的
抵
抗
が
相
当
に
あ
る
も
の
と
予
想
し
、
日
本
を
軍
政
下
に
置
く
準
備
を
整
え
て
進
駐
し
て

来
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
予
想
に
反
し
て
抵
抗
ら
し
い
も
の
も
な
く
、
ま
た
重
光
外
相
ら
の
必
死
の
説
得
も
あ
っ
て
軍
政
を
布
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
と
は
中
止
と
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
ヵ
軍
と
し
て
は
軍
政
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
当
然
に
そ
の
経
費
支
弁
方
法
と
し
て
軍
票
の
使
用
を
考
え
、
そ
の
印
刷
を

終
っ
て
準
備
万
端
整
え
ら
れ
、
九
月
三
日
に
は
軍
政
の
布
告
の
中
に
軍
票
使
用
に
っ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
政
府
の
努
力
に
よ
っ
て
占
領
経
費
は
日
銀
券
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
「
遊
駐
軍
が
直
接
に
や
ら
ず
に
日
本
政
府
を
通
じ
て
、
指
令
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
ポ
ッ
ダ
ム
穴
言
受
諾
の
時
に
了
解
が
っ
い
て
い
た
し
、



、

　
　
　
　
マ
ニ
ラ
会
談
で
も
一
応
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
降
伏
文
書
に
調
印
す
る
と
、
す
ぐ
に
軍
政
を
布
く
と
い
い
出
し
た
の
は
ど

　
　
　
　
う
い
う
わ
げ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
責
任
の
地
位
に
あ
っ
た
人
は
次
の
よ
う
な
観
測
を
下
し
て
い
る

　
　
　
　
　
米
軍
と
し
て
は
日
本
進
駐
を
軍
事
作
戦
の
継
続
と
考
え
て
い
た
。
日
本
は
全
面
降
伏
を
し
た
と
は
い
え
、
軍
部
の
中
の
抗
戦
派
は
強
い
力
を

　
　
　
　
持
っ
て
い
る
。
必
ず
敵
対
行
動
が
あ
る
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
軍
部
は
、
天
皇
を
無
理
に
擁
し
て
長
野
県
松
代
に
あ
る
秘
密
大
本
営
に
た
て
こ
も
る

　
　
　
　
だ
ろ
う
。
陛
下
が
行
け
ぱ
政
府
も
こ
れ
に
従
う
に
違
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
は
占
領
地
と
非
占
領
地
の
二
つ
に
分
れ
る
。
、
」
　
（
住

　
　
　
　
本
「
占
領
秘
録
」
四
八
頁
）

　
　
　
（
２
）
　
軍
票
使
用
回
避
の
経
緯
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
ヵ
軍
が
進
駐
を
始
め
る
と
い
う
の
で
連
絡
委
員
会
が
で
き
、
そ
の
委
員
長
と
な

　
　
　
　
っ
た
有
末
元
中
将
は
八
月
二
十
八
日
先
遣
隊
長
テ
ン
チ
大
佐
と
軍
票
間
題
に
つ
い
て
話
合
っ
て
い
る
。
彼
は
い
う
「
た
だ
一
つ
片
づ
か
な
か
っ

　
　
　
　
た
の
は
、
軍
票
間
題
だ
っ
た
。
大
蔵
委
員
の
橋
本
施
伍
君
か
ら
進
駐
軍
に
軍
票
を
使
わ
れ
た
ら
イ
ン
フ
レ
が
激
し
く
な
る
か
ら
、
先
遣
隊
司
命

　
　
　
　
が
っ
い
た
ら
中
止
す
る
よ
う
交
渉
し
て
く
れ
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
一
千
万
円
ほ
ど
厚
木
の
日
銀
出
張
所
か
ど
こ
か
に
積
ん
で
お
い
て
、
必
要

　
　
　
　
な
ら
こ
れ
を
使
っ
て
も
ら
い
：
…
・
。
前
夜
か
ら
持
越
し
と
な
っ
て
い
る
軍
票
問
題
を
き
り
出
し
た
。
軍
票
を
使
う
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
将
来

　
　
　
　
は
と
も
か
く
、
私
が
こ
こ
に
い
る
問
は
使
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
必
要
な
金
は
用
意
し
て
あ
る
か
ら
と
話
し
た
。
…
…
（
こ
れ
に
対
し
て
テ
ン
チ

　
　
　
　
大
佐
は
）
『
私
が
こ
こ
に
い
る
問
は
、
軍
票
は
使
わ
な
い
』
と
い
っ
た
の
で
、
当
座
の
間
題
は
解
決
し
た
の
だ
っ
た
。
」

　
　
　
　
　
１
し
か
し
、
本
文
で
述
べ
た
如
く
、
降
伏
文
書
調
印
の
翌
九
月
三
日
に
は
軍
政
と
軍
票
に
っ
い
て
の
布
告
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
聞
ぎ
、

　
　
　
　
政
府
は
「
大
変
だ
と
い
う
の
で
緊
急
閣
議
が
開
わ
れ
、
岡
崎
終
連
事
務
局
長
が
そ
の
晩
に
総
司
令
部
に
交
渉
を
始
め
た
。
翌
日
は
重
光
外
相
も

　
　
　
　
総
司
令
部
に
行
っ
て
中
止
を
懇
望
し
、
よ
う
や
く
マ
元
師
の
了
解
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
同
上
、
三
二
－
四
頁
）

　
　
以
上
の
如
く
、
占
領
軍
の
経
費
支
出
は
八
月
二
十
九
日
に
，
当
面
と
し
て
は
、
九
旦
二
日
に
は
最
終
的
に
軍
票
に
よ
ら
ず
日
銀
券
が

‘
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
算
項
目
は
当
初
は
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
か
ら
支
出
し
た
が
、
そ
れ
が
一
九
四
六
年
二
月
二
十
八

　
目
に
終
結
し
た
の
で
、
そ
れ
以
後
は
終
戦
処
理
費
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
一
九
五
二
年
四
月
講
和
条
約
の
発
効
と

と
も
に
終
戦
処
理
費
は
終
結
し
、
そ
れ
以
後
は
占
領
費
で
は
な
く
防
衛
支
出
金
、
安
全
保
障
賓
と
し
て
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
の
経
費
を

分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
占
領
軍
費
は
、
一
切
を
日
木
銀
行
が
立
替
払
い
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
四
五
年
九
月
か
ら
四
六
年
十

　
　
　
　
　
敗
戦
晦
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
二
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
二
八
八
）

一
月
ま
で
の
日
銀
仮
勘
定
に
よ
る
支
出
済
額
は
二
一
〇
億
円
に
上
っ
た
。
一
九
四
六
年
度
は
三
八
三
億
円
の
巨
額
に
上
っ
た
。

　
そ
の
外
に
、
¢
占
領
当
局
は
政
治
工
作
を
行
っ
た
が
、
そ
の
経
費
は
ド
ル
資
金
を
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
に
売
り
、
日
銀
券
に

換
え
て
使
っ
た
。
　
ア
メ
リ
ヵ
の
軍
人
・
軍
属
そ
の
家
族
が
口
常
生
活
に
必
要
と
す
る
資
金
は
、
日
本
銀
行
で
ド
ル
に
対
し
て
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
日
銀
券
を
売
っ
た
。
　
ア
メ
リ
ヵ
側
の
防
衛
分
担
金
・
特
需
代
金
な
ど
も
日
銀
券
の
増
発
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
（
ユ
）
　
以
上
の
四
＠
を
も
含
め
て
、
八
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
の
政
府
資
．
金
の
撒
布
超
過
額
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
八
月
五
、
九
九
四
百
万
円
、

　
　
九
月
五
、
一
〇
四
百
万
円
、
十
月
五
三
三
百
万
円
、
十
一
月
一
、
一
九
五
百
万
円
、
十
二
月
八
六
七
百
万
円
、
合
計
二
二
、
六
九
八
百
万
円
に

　
　
上
っ
た
。

迂
、
抄

珊

４
７
‘
ｏ
ｏ

１

４

４

４
４
２
４
７

３

上

２

同

１－

…

凸

［
［

モ

２
（
ｏ
Ｑ
ｏ
１
２
６

工

４
８
３
６
０
７

行

７
７
（
◎
ｏ
ｏ
９

９

銀

－
逗

１
１

■

訟
｛汽

１

耳

８
７
２
５
９

３

「
０
０
）

１

２

４

上

一

］
一
一
１
「

、
金

Ｈ
５
３
０
２
７
８

’
１
、

コ
エ
マ
ｒ

億
０
５

１

１

２

２

９

１
２
２
２
１

行

，

，

，

，

，

，

１
１
１
１
１
１
１
■
１
１
１
上

艮
金

－

１

末

年
月

Ｌ
－

５
７
８
９
０
１
２

’
１
：
１
－

４

１
■
１
■
１
■

９１
－

の
通
貨
州
を
も
た
ら
し
て
い
る
Ｃ

　
　
　
○
銀
行
の
預
金
減
・
貸
出
増
　
敗
戦
と
な
っ
て
も
八
月
に
は
銀
行
預
金
は
五
八
億
増
、
九

Ｄ釧
　
月
は
九
七
億
増
で
あ
っ
た
。
し
か
し
十
月
は
二
一
億
増
、
十
一
月
は
五
億
増
と
増
加
額
は
激

日（
　
減
し
、
十
二
月
は
逆
に
二
九
億
減
と
な
り
、
終
戦
以
来
の
急
激
な
通
貨
膨
脹
に
も
か
か
わ
ら

　
　
ず
、
そ
の
問
の
銀
行
預
金
純
増
は
四
三
億
増
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
敗
戦
に
よ
っ
て
○

　
　
半
強
制
的
貯
蓄
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
　
軍
需
会
杜
を
は
じ
め
多
く

　
　
の
企
業
の
停
止
・
縮
少
に
よ
っ
て
失
茱
者
が
増
加
し
貯
蓄
の
余
地
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
　

　
　
急
激
な
物
価
の
上
外
に
よ
っ
て
貯
蓄
の
余
地
が
な
く
な
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
貯
蓄
を
引

　
　
出
し
て
生
活
費
に
当
て
ね
ぼ
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
に
反
し
て
、
狼
行
貸
出
は
著
増
し
、
九
月
か
ら
年
未
ま
で
に
二
三
四
億
円
と
い
う
激

　
　
珊
で
あ
る
。
四
三
億
の
預
金
額
に
対
し
て
貸
出
増
は
二
一
二
四
億
で
あ
っ
て
、
差
引
一
九
一
億

こ
れ
は
敗
戦
に
よ
っ
て
卓
需
会
杜
を
主
と
す
る
多
数
の
企
茉
が
停
止
・
縮
少
の
た
め
に
従
業
一
只
を



解
雇
す
る
手
当
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
債
務
整
理
資
金
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
銀
行
貸
出
に
求
め
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

た
め
に
　
１
銀
行
の
現
金
準
備
が
枯
渇
し
、
そ
の
手
当
を
銀
行
は
日
銀
貸
出
に
求
め
、
日
銀
券
の
新
規
発
行
は
増
加
し
た
。
日
銀
貸
出
金

は
七
旦
二
十
一
日
に
二
三
五
億
円
、
八
月
十
五
日
に
－
二
八
○
億
円
、
八
旦
二
十
一
日
に
三
〇
三
億
円
で
あ
っ
て
、
敗
戦
前
後
の
僅
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

一
カ
月
問
に
六
八
億
円
増
を
示
し
た
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
預
金
減
・
貸
出
増
よ
り
す
る
通
貨
膨
脹
に
対
し
て
、
イ
ソ
フ
レ
抑
制
の
た
め
に
銀
行
協
会
で
は
、
翌
年
に
イ
ン
フ
レ
が
い
よ
い
よ
激

　
　
　
し
く
な
っ
て
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
一
月
七
日
次
の
如
き
申
合
せ
を
し
て
い
る
。
の
思
惑
・
買
留
ま
た
は
闇
取
引
に
利
用
さ
れ
る
倶
れ
あ
る
資

　
　
金
貸
出
は
絶
対
に
こ
れ
を
避
げ
る
こ
と
、
◎
会
杜
に
対
す
る
繋
ぎ
資
金
の
融
通
に
っ
い
て
は
特
に
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
、
た
ど
で
あ

　
　
　
っ
た
。

　
伺
　
日
銀
券
増
発
の
破
局
的
状
況

　
日
銀
券
は
七
月
未
に
二
八
四
億
、
八
月
十
五
臼
に
二
八
六
億
で
二
億
の
増
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
八
月
未
に
は
四
二
三
億
に
激
増

　
　
　
円
胴
５
５
独
－
阯
ｏ
ｏ
０
０
∴
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
　
　
し
、
僅
か
半
月
問
の
増
加
額
は
実
に
二
二
七
億
に
上
っ
た
。

　
　
額
　
　
　
１
９
８
４
６
３
４
１
７
４
５
０
３
２
３

欄
金
師
｝
・
・
夏
簑
虹
奪
竈
・
・
竈
鴉
そ
の
後
は
遂
月
増
加
を
葎
年
未
に
は
五
五
四
億
と
交

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

糀
抑
鴛
鴛
は
け
は
饒
鐵
甘
翌
年
二
月
十
吾
に
は
遂
に
六
〇
〇
億
に
達
す
る
に
至
つ
た
。

季
　
　
　
　
　
１
２
１
１
１
　
　
　
　
　
　
　
１
１
１

蝪
　
　
　
年
年
年
年
．
年
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
こ
の
激
増
す
る
日
銀
券
の
実
数
も
問
題
で
あ
る
が
、

金
　
　
　
３
１
３
７
４
１
４
４
４
５
　
　
　
　
　
　
　
４
６

日
　
時
　
１
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
　
　
　
　
　
　
そ
れ
と
と
も
に
年
末
以
後
か
ら
換
物
運
動
が
起
っ
て
来
た
。

次
第
に
激
化
す
る
物
価
上
昇
は
口
銀
券
に
対
す
る
信
頼
性
を
動
揺
さ
せ
、
日
銀
券
よ
り
物
へ
と
い
う
運
動
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
日
銚
券
の
流
通
速
度
を
早
め
、
一
層
物
仙
の
上
昇
Ｈ
日
銚
券
の
減
伽
を
早
め
る
に
全
っ
た
。
こ
れ
は
貨
幣
制
度
そ
の
も
の
の
危

機
で
あ
り
、
敗
戦
以
後
も
政
権
を
握
り
通
貨
膨
脹
政
策
を
意
識
的
に
採
っ
て
来
た
旧
支
配
屑
Ｈ
独
占
資
木
に
と
っ
て
は
反
対
物
に
・
転

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
二
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
二
九
〇
）

化
し
始
め
た
。
こ
の
面
か
ら
だ
げ
で
も
何
ら
か
の
対
策
を
緊
急
に
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
が
二
月
十
七
日
ひ
金
融
緊
急
措
置

令
実
施
の
重
要
な
一
側
面
で
あ
っ
た
。

（
１
）
　
こ
れ
ほ
ど
日
銀
券
が
激
増
し
て
い
る
の
に
、
政
府
当
局
は
さ
ら
に
増
発
し
よ
う
と
考
え
、
年
末
ま
で
に
千
円
、
五
百
円
紙
幣
で
九
百
億
円

　
を
印
刷
す
る
計
画
で
あ
る
旨
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
伝
え
た
。
当
時
、
日
銀
券
は
四
五
〇
億
流
通
し
て
い
た
の
に
、
さ
ら
に
九
〇
〇
億
円
追
加
流
通
さ
せ

　
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
紙
幣
は
従
来
の
凹
版
印
刷
で
は
な
く
単
な
る
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
粗
悪
紙
幣
を
考
え
て
い
た
の
で

　
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
元
師
は
十
一
月
三
十
日
に
日
本
政
府
に
対
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
承
認
な
し
に
如
何
な
る
種
類
の
新
通
貨
の
図
案
、
印
刷
発

　
行
を
も
禁
止
す
る
旨
を
伝
え
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
「
他
国
に
お
い
て
は
通
貨
を
縮
小
す
る
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
際
に
旦
今
で
は
通
貨
の

　
額
を
増
加
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。
五
百
円
、
千
円
の
ご
と
き
高
額
紙
幣
を
出
す
こ
と
は
闇
市
場
そ
の
他
の
非
合
法
的
取
引
を
助
け
、
ま
た

　
計
画
さ
れ
て
い
る
戦
時
利
得
税
や
財
産
税
の
脱
落
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
、
。
」
さ
ら
に
粗
悪
紙
幣
は
偽
造
を
招
く
と
か
、
ま
た
日
銀
は
な
お
二

　
一
〇
億
円
の
未
発
行
分
を
保
有
し
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
九
〇
〇
億
円
の
新
紙
幣
発
行
は
理
由
が
薄
弱
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
日
本
の
政

　
府
当
局
が
当
時
何
を
考
え
て
い
た
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
ン
フ
レ
に
苦
悩
す
る
国
民
の
こ
と
で
な
く
、
値
上
り
利
得
を
ね
ら
う
大
資
本
の

　
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
ゆ
　
通
貨
増
発
と
占
領
軍
当
局

　
以
上
の
如
く
、
終
戦
以
後
に
お
げ
る
通
貨
増
発
は
異
常
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
敗
戦
に
よ
っ
て
も
政
治
権
力
が
依
然
と
し
て
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

支
配
層
に
握
ら
れ
、
彼
ら
の
利
益
を
図
る
政
策
に
基
ず
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
放
任
し
た
の
は
民
主
勢
力
の
弱
さ
に

あ
っ
た
こ
と
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
九
月
以
降
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
　
「
絶
対
的
権
力
」
を
も
っ
た
占

領
当
局
が
こ
の
異
常
な
通
純
膨
脹
の
事
実
に
対
し
て
何
ら
の
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に

述
べ
た
如
く
十
一
月
三
十
日
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
政
府
の
新
紙
幣
九
百
憾
円
増
刷
に
対
し
て
は
承
認
を
与
え
て
い
な
い
し
、
そ
の
理
由

　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
（
１
）

も
述
べ
て
い
る
カ
　
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
て
、
通
貨
安
定
政
策
に
つ
い
て
積
極
的
指
令
ま
た
は
指
示
は
し
て
い
な
い
。



　
そ
れ
は
占
領
当
初
の
日
本
に
対
す
る
情
況
判
断
お
よ
び
そ
れ
に
基
く
占
領
政
策
の
基
調
か
ら
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

ア
メ
リ
カ
軍
と
し
て
は
沖
縄
が
陥
落
し
た
と
し
て
も
、
本
土
攻
撃
に
は
一
カ
年
近
く
は
必
要
で
あ
る
と
予
想
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
目
本
が
予
想
外
に
早
く
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
進
駐
と
い
う
段
階
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
作
戦
行
動
と
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
占
領
行
政
が
始
っ
て
以
後
に
も
影
響
し
た
。
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
に
基
き
対
日
占
領
政
策
の
基
調
は
非
軍
事
化
と
民
主
化
に
あ
っ
た
が
、

八
月
二
十
九
日
の
「
降
伏
後
初
期
に
お
げ
る
対
日
政
策
」
に
は
、
日
本
に
関
す
る
米
国
の
終
局
目
的
と
し
て
、
　
「
第
一
に
、
日
本
が

再
び
米
国
ま
た
は
世
界
の
平
和
と
安
定
に
対
し
て
脅
威
と
な
ら
た
い
よ
う
確
保
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
、
政
治
の
項
で
は
第
一
に

「
武
装
解
除
及
び
非
軍
事
化
は
、
軍
事
占
領
の
第
一
作
業
で
あ
り
、
迅
速
に
か
っ
決
定
的
に
遂
行
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規

定
し
・
経
済
の
項
で
も
第
一
に
日
本
軍
事
力
の
現
在
の
経
済
的
基
盤
は
、
破
壌
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
復
活
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
日
本
の
非
軍
事
化
と
民
主
化
が
占
領
政
策
の
基
調
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
特
に
占
領
初
期
に
お
い
て
は
非
軍
事
化
に
重
点
が
置
か

れ
・
殊
に
相
当
の
抵
抗
を
予
想
し
て
い
た
占
領
当
局
に
と
っ
て
は
、
非
軍
事
化
に
全
力
を
傾
注
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
非
軍

事
化
の
う
ち
彼
ら
は
軍
隊
の
解
体
を
重
視
し
た
が
、
そ
れ
の
処
理
は
天
皇
制
の
存
続
と
皇
族
内
閣
が
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ

の
上
に
マ
元
師
自
身
は
従
来
か
ら
天
皇
制
存
続
お
よ
び
財
閥
存
続
に
つ
い
て
国
務
省
内
日
本
派
以
上
の
、
共
和
党
右
脈
の
考
え
方
の

持
主
で
あ
っ
た
。
彼
お
よ
び
１
彼
を
取
巻
く
占
領
当
局
首
脳
者
た
ち
が
東
久
趣
内
閣
の
経
済
政
策
に
、
通
貨
政
策
お
よ
び
次
に
述
べ
る

で
あ
ろ
う
生
産
再
開
政
策
に
対
し
て
指
令
な
い
し
指
示
ら
し
い
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
や
が
て
・
本
国
か
ら
多
勢
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
参
加
し
た
り
、
対
日
理
事
会
・
極
東
委
員
が
開
か
れ
た
り
、
財
閥

解
体
．
農
地
解
放
が
指
令
さ
れ
た
り
し
て
、
事
情
は
変
っ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
通
貨
金
融
に
つ
い
て
重
大
な
指
示
が
与
え
ら
れ
た

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
一
武
藤
一
　
　
　
　
　
　
　
二
三
一
二
九
一
一
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二
四
　
（
二
九
二
）

の
は
、
変
化
し
た
内
外
の
情
勢
を
反
映
し
て
、
異
っ
た
意
味
内
容
を
も
た
さ
れ
た
経
済
九
原
則
（
一
九
四
八
・
二
一
）
ま
で
倹
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
　
一
一
月
二
五
目
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
指
令
さ
れ
た
戦
時
補
償
の
封
鎖
、
公
債
発
行
の
許
可
制
も
、
特
に
戦
時
利
得
税
お
よ
び
財
産
税
の
創
設
は

　
　
　
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
と
重
大
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
強
硬
に
し
か
も
急
速
に
実
施
さ
せ
る
熱
意
は
な
く
、

　
　
　
結
局
に
お
い
て
日
本
独
占
資
本
が
遅
延
策
を
と
り
、
そ
の
た
め
に
イ
ン
フ
レ
政
策
を
促
進
し
、
実
施
の
時
に
は
負
担
を
免
れ
さ
せ
て
し
ま
う
と

　
　
　
い
う
逆
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
日
本
政
府
と
し
て
も
、
戦
争
に
よ
る
国
民
の
貧
富
の
差
を
是
正
し
、
財
政
再
建
に
役
立
て
、
し
か
も
戦
後
イ
ン
フ
レ
防
止
の
た
め
に
財
産
税

　
　
　
お
よ
び
戦
時
利
得
税
創
設
の
こ
と
に
っ
い
て
審
議
し
っ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
指
令
が
あ
っ
た
の
で
、
年
末
に
は
閣
議
決
定
し
、

　
　
　
翌
年
一
月
一
〇
日
に
は
大
蔵
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
法
人
・
個
人
の
財
産
に
対
し
て
累
進
税
率
で
総
額
一
、
○
○
○
億
円
を
得
、
こ
れ

　
　
　
で
公
債
を
償
却
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
？
た
。
し
か
し
法
律
が
確
定
し
税
額
が
決
定
し
た
の
は
三
月
で
あ
り
、
し
か
も
間
題
は
徴
収
時
期
が
一

　
　
年
後
の
翌
四
七
年
三
月
と
た
り
、
し
か
も
税
額
は
四
三
五
億
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
問
に
イ
ソ
フ
レ
を
促
進
す
る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
て
、
そ

　
　
　
の
負
担
を
実
質
的
に
は
非
常
に
軽
減
し
回
避
す
る
機
会
を
与
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
と
の
関
係
だ
け
に
っ
い
て
い
え
ば
、
却
っ

　
　
　
て
イ
ン
フ
レ
促
進
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
物
価
騰
貴
と
独
占
資
本

　
前
節
で
は
、
敗
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
力
は
依
然
と
し
て
旧
支
配
者
層
に
よ
っ
て
握
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
戦
時
経
済
と

の
関
連
に
お
い
て
、
ま
た
敗
戦
に
よ
る
犠
牲
を
国
民
大
衆
に
転
嫁
す
る
た
め
に
、
大
々
的
な
通
貨
膨
脹
政
策
を
採
っ
て
来
た
こ
と
、

そ
の
諸
要
因
と
経
過
に
っ
い
て
概
観
し
た
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
旧
支
配
者
層
が
生
産
、
特
に
民
需
物
資
の
生
産
と
配
給
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
政
策
を
採
っ
た
か
、
そ
の
結
果
と
し
て
物
価
が
ど
の
よ
う
に
暴
騰
し
、
国
民
生
活
が
ど
の
よ
う
に
困
窮
し
た
に
つ
い
て

概
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
簡
単
に
い
え
ぼ
、
¢
空
襲
に
よ
っ
て
生
産
手
段
に
甚
大
な
被
害
を
受
げ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
後
政



府
の
政
策
如
何
に
よ
っ
て
は
民
需
生
産
を
再
開
し
、
戦
災
か
ら
立
ち
直
る
た
め
の
国
民
の
需
要
に
応
え
得
る
物
質
的
条
件
が
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
独
占
資
本
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
生
産
を
サ
ボ
リ
通
貨
増
発
に
基
ず
く
物
価
騰
貴
に
よ
る
利
益
を
選
ん
だ
。

彼
ら
は
巨
額
の
隠
退
蔵
物
資
を
抱
え
こ
ん
で
い
た
。
　
戦
時
中
か
ら
の
食
糧
事
情
の
悪
化
が
、
敗
戦
後
一
屑
緊
迫
化
し
、
食
糧
価
格

の
暴
騰
が
物
価
暴
騰
に
抽
車
を
か
け
た
。
　
物
価
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
政
策
の
非
綜
合
性
・
無
計
画
性
が
物
価
を
騰
貴
さ
せ

た
。
＠
財
産
税
徴
収
の
発
表
も
物
価
騰
貴
の
一
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
敗
戦
に
よ
る
虚
脱
感
あ
る
い
は
道
義
の
廃
頽
も
物

価
騰
貴
の
一
翼
を
荷
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
を
究
明
す
る
中
で
、
生
産
の
面
か
ら
見
て
も
敗
戦
後
物
価
騰
貴
の
怯

本
的
要
因
は
、
独
占
資
本
の
政
策
に
外
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
い
　
空
襲
の
被
害

　
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
本
土
爆
撃
が
本
格
化
し
始
め
た
の
は
サ
イ
バ
ソ
島
と
グ
ア
ム
島
が
陥
落
し
（
一
九
四
四
．
七
）
、
　
彼
ら
が
こ
こ
に

航
空
基
地
を
も
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
四
日
に
は
Ｂ
２
９
が
初
め
て
東
京
を
大
空
襲
し
て
い
る
。
翌
年
三
月
十
日
に

は
Ｂ
２
９
二
二
〇
機
が
東
京
を
無
差
別
夜
問
爆
撃
を
行
い
、
一
夜
に
し
て
二
三
万
戸
が
焼
失
し
、
死
傷
二
一
万
、
被
災
者
一
〇
〇
余
万

を
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
続
い
て
名
古
屋
・
大
阪
・
神
戸
が
大
空
襲
さ
れ
て
い
る
。
　
硫
黄
島
・
沖
縄
に
米
空
軍
基
地
が
建
設
（
一
九
四

五
・
三
お
よ
び
四
）
さ
れ
て
以
後
敗
戦
に
至
る
ま
で
全
国
各
地
が
昼
夜
を
問
わ
ず
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
爆
撃
に
よ
る
被
害
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軍
需
生
産
は
い
う
ま
で
も
な
く
民
需
生
産
に
も
打
撃
を
受
け

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
被
害
は
工
場
だ
け
で
は
な
く
、
主
と
し
て
大
都
市
に
お
げ
る
民
家
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
て
、

全
焼
全
壊
戸
数
は
二
三
六
万
戸
に
上
っ
た
。
そ
の
家
屋
内
に
あ
っ
た
家
財
道
具
は
と
も
に
灰
尺
に
帰
し
、
被
災
者
は
文
字
通
り
着
の

み
着
の
ま
ま
の
状
態
で
敗
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
生
産
手
段
の
被
災
に
よ
る
生
産
の
縮
小
、
他
方
で
は

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
二
九
三
）
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Ｏ

Ｏ
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６
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Ｏ
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４

Ｏ

９
一
り
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Ｏ

３
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８
ユ
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２
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１

１
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０
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１
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５
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１
８
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３
６
６
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３
５
８
６
４
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１
鳩
３
６
２
４
６
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５
百
３
２
２
１
１
９
８
６
３
６
２
３
４
５
８
　
　
２
９
０
　
　
２
７
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，
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被

一
Ｌ
ｏ
４
り
ん

７

７

１

７

９

７

１

３

１

（
Ｏ
＾
０
９
“

１

、

害

設
設

財
品
金

勝

被
物
河
梁
具
道
車
舶
施
施
備
産

地

の

木
路
名

富

器

給
送

家

銀

も

●

国

運

械
軌

供
放
設
財

産
金

な
富
樹

蹟

般
築

機

話

具

●

難
国

史

一

湾

用
道

電
道
蔵

貨

困
の
野

●

額
的

業

気
信

家
生
鋳

類
他

宝

産
建
港
橋
工
鉄
諸
船
電
電
水
所

雑
分
の
林
道
国

総
資

そ

）調部本定安済経（

　
　
　
二
六
　
（
二
九
四
）

被
災
に
よ
る
生
活
の
た
め
の
差
し
迫

っ
た
需
要
、
し
か
も
前
節
で
述
べ
た

如
く
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
に
基
い
て

刻
々
に
通
貨
は
増
発
さ
れ
累
積
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
何
ら
か
強
力
な
対
策

が
講
じ
ら
れ
な
い
限
り
物
価
が
暴
騰

し
始
め
る
の
も
当
然
な
こ
と
で
あ
り
、

事
実
は
ほ
と
ん
ど
何
ら
の
手
も
打
た

れ
ず
、
放
任
の
状
態
に
あ
っ
た
と
い

え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
支
配
者
層
は
た
だ
「
天
皇
制
護
持
」
の
看
板
の
下
に
白
己
の
政
治
的
保
身
に
吸
々
と
し
て
、
物
価
が
ど
う
な

ろ
う
と
、
国
民
生
活
が
ど
う
な
ろ
う
と
意
に
介
す
る
余
裕
さ
え
な
か
っ
た
。

　
吻
　
生
産
転
換
の
遅
延
Ｈ
独
占
資
本
の
生
産
サ
ボ

　
戦
時
経
済
に
お
い
て
は
、
殊
に
戦
況
い
よ
い
よ
不
利
と
な
る
に
至
っ
た
一
九
四
四
・
四
五
年
と
な
る
に
っ
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
産

が
軍
事
生
産
に
集
中
さ
れ
、
民
需
生
産
は
極
端
に
圧
縮
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
敗
戦
を
見
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
戦
災
を
受
げ
て
極
端
な
物
資
不
足
の
中
で
敗
戦
を
迎
え
、
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
て
生
産
を
軍
需
か
ら
民
需
に
転
換

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
日
本
経
済
は
如
何
に
戦
災
を
受
げ
た
と
は
い
え
、
民
需
を
賄
い
得
る
十
分
な
物
的
条
件
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぼ
、
　
「
戦
争
最
後
の
年
の
米
空
軍
に
よ
る
日
本
領
土
の
爆
撃
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
に
は
国
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炭
製
油
ル
鉄
鋼
鋼
ム
ム
　
糸
フ
績
械
車
斯
気
気
ア
ト
ト
ダ
ダ
酸
品

　
　
　
　
　
　
　
一
　
一

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
イ
　
　
　
一

　
精
石
　
　
　
　
ユ
ユ
　
絹
　
紡
機
　
　
電
電
　
　
ン
　
　
　
製

　
　
　
コ
　
通
殊
ニ
シ
銅
　
　
　
　
動
　
　
　
モ
バ
　
　
一
ソ
硫

　
油
造
レ
　
　
　
、
・
、
ネ
　
造
　
毛
作
　
　
力
カ
　
　
メ
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
一
　
　
性

　
　
　
ノ
　
　
　
　
ル
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

石
石
人
ア
銑
普
特
ア
マ
　
人
ス
綿
工
白
瓦
火
水
ア
カ
セ
ソ
苛
濃
ゴ

）ヨヨ省工商（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
経
済
復
興
の
た
め
の
決
定
的
条
件
の
一
つ
　
　
軍
需
イ
ソ
フ
レ
景
気
時
代
及
び
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
中
増
大
し
た
重
工
業
の
固
定
資
本
は
保
持
さ
れ
て
い
た
」
。
上
表
は
「
日
本
の
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
が
戦
前
の
水
準
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
か
ら
み
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
物
質
的
基
礎
が
十
分
に
あ
る
こ
と
を
適
確
に
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
「
日
本
の
財
閥
」
下
、
四
三
七
頁
。

敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
二
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
二
九
六
）

　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
何
も
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
の
独
断
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
前
頁
下
表
の
商
工
省
調
査
に
よ
る
「
空
襲
等
に
よ
る
生
産
力
喪
失
状
況
」

　
　
　
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
空
襲
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
割
合
に
は
、
生
産
力
の
喪
失
は
予
想
外
に
小
さ
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
た
だ
問
題
は
生
産
力

　
　
　
は
相
当
に
温
存
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
に
も
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
敗
戦
後
に
お
げ
る
稼
動
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が

　
　
　
何
に
基
く
か
こ
そ
が
問
題
の
焦
点
で
あ
る
。

　
敗
戦
の
二
日
後
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
の
東
久
適
皇
族
内
閣
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
天
皇
制
護
持
を
第
一
の
目
的
に
し
て
旧
支

配
者
た
ち
が
擁
立
し
た
と
こ
ろ
の
政
府
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
敗
戦
に
と
も
な
う
日
本
経
済
の
再
建
、
す
な
わ
ち
軍
需
生
産
か

ら
民
需
生
産
へ
の
転
換
そ
の
他
の
経
済
政
策
あ
る
い
は
民
生
安
定
に
っ
い
て
何
ら
の
措
置
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
敗
戦
の
日
で
あ
り
、
全
時
に
鈴
木
内
閣
総
辞
職
の
口
で
あ
る
八
月
十
五
日
に
、
戦
時
中
制
限
さ
れ
て
い
た
預
金
の
無
条
件
支

払
に
関
す
る
蔵
相
声
明
が
出
さ
れ
て
い
た
。
八
月
二
十
五
日
に
は
預
貯
金
の
支
払
制
限
お
よ
び
預
金
小
切
手
最
高
制
限
額
を
拡
張
し

て
い
る
。
二
十
八
日
に
は
戦
後
の
通
貨
膨
脹
に
対
処
す
る
た
め
戦
後
通
貨
対
策
委
員
会
の
設
置
を
閣
議
で
決
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

生
産
の
転
換
を
金
融
面
か
ら
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
大
蔵
省
は
敗
戦
問
も
な
く
食
糧
・
衣
料
・
医
薬
・
住
居
な
ど
国
民
生
活
の
安
定

に
必
要
な
資
金
融
通
の
優
先
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
八
月
二
十
九
日
に
は
臨
時
資
金
調
整
法
に
基
づ
き
事
業
資
金
調
整
暫
定

（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

基
準
を
決
定
し
、
国
民
生
活
必
需
物
資
生
産
部
門
に
対
す
る
設
備
・
運
転
両
資
金
融
通
に
関
す
る
具
体
的
方
策
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
（
１
）
　
事
業
資
金
調
整
暫
定
某
準
の
要
綱
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

ａｂＣｄｅ

事
業
内
宥
は
健
全
な
国
｛
生
沽
の
保
持
に
必
要
た
も
の
に
限
定
す
る
。

設
備
に
っ
い
て
は
戦
災
復
旧
を
優
先
さ
せ
、
ま
た
地
方
的
事
情
を
考
慮
す
る
。

而
ち
に
操
業
製
品
化
の
可
能
な
も
の
を
優
先
さ
せ
る
。

新
規
設
術
の
建
設
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
維
持
補
給
を
認
め
る
こ
と
と
し
、

設
術
の
貫
収
に
つ
い
て
は
思
惑
的
た
も
の
は
認
め
た
い
。

長
期
に
わ
た
る
も
の
を
認
め
な
い



　
　
　
と
し
て
、
設
備
・
運
転
両
資
金
の
優
先
取
扱
を
す
る
業
種
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
九
月
二
十
二
日
に
は
暫
定
基
準
を
改
正
し
て
優
先
取

　
　
扱
を
す
る
業
種
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
　
（
２
）
　
し
か
し
、
当
時
の
政
府
当
局
が
本
気
で
イ
ソ
フ
レ
対
策
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
九
月
に
開
か
れ
た
全
国
金
融
統
制
会
で
の
渋
沢

　
　
蔵
相
の
発
言
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
潜
在
的
情
勢
が
遂
次
醸
成
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
み
が
た
き
と
こ

　
　
　
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
の
情
勢
は
そ
の
ま
ま
に
こ
れ
を
放
任
す
る
を
許
さ
れ
な
い
」
、
し
か
し
「
大
局
か
ら
申
し
ま
す
れ
ば
通
貨
膨
脹
の
主
た
る
事
由

　
　
が
膨
大
な
る
軍
事
費
の
支
出
を
主
体
と
せ
る
政
府
歳
出
の
増
大
と
軍
需
生
産
資
金
の
著
増
と
で
あ
る
に
対
し
、
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
、
将
来

　
　
　
こ
の
種
の
資
金
の
放
出
は
お
の
ず
か
ら
阻
止
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
よ
り
す
れ
ば
却
っ
て
い
わ
ゆ
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
傾
向
を

　
　
馴
致
す
る
と
も
云
い
う
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
楽
観
論
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
だ
け
で
、
歴
史
上
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
敗
戦
と
い
う
事
実
に
直
面
し
て
生
産
の
転
換
が
容
易
に
行

い
得
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
生
産
力
は
相
当
に
温
存
さ
れ
て
い
た
の
に
稼
動
力
が
低
か

っ
た
。
再
び
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
を
引
用
す
れ
ぼ
、
　
「
戦
前
と
比
較
し
て
工
業
生
産
水
準
を
少
し
も
低
下
さ
せ
ず
、
し
か
も
、
急
速
に
国
民

経
済
の
平
和
体
制
へ
の
再
建
を
や
り
と
げ
、
戦
時
中
の
経
済
各
部
門
の
発
展
の
不
均
等
性
が
極
度
に
尖
鋭
化
し
た
こ
と
に
よ
る
困
難

な
結
果
を
い
ぢ
早
く
一
掃
す
る
に
足
る
だ
げ
の
物
的
資
源
を
も
ち
な
が
ら
日
本
は
、
戦
後
ア
メ
リ
ヵ
占
領
当
局
と
反
動
政
府
の
支
配

下
で
最
も
尖
鋭
化
し
た
経
済
恐
慌
の
ど
の
資
本
主
義
国
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
な
生
産
の
衰
退
を
経
験
し
っ
っ
あ
る
」
と
い
う
の
が

事
実
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
工
鉱
業
生
産
指
数
は
一
九
三
五
上
二
七
年
を
一
〇
〇
と
し
て
八
月
は
、
工
鉱
業
八
・
七
、
石
炭
二
二
、

鉄
鉱
五
、
化
学
一
〇
、
繊
維
三
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
か
ら
五
ヵ
月
後
の
一
九
四
六
年
一
月
に
至
っ
て
も
な
お
一
五
・
六
、
五
四
、
一
〇
、

三
九
、
五
と
い
う
惨
胆
た
る
生
産
回
復
の
遅
延
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
全
く
口
本
経
済
の
動
脈
を
依
然
と
し
て
支
配
し
続
け
て
い

た
と
こ
ろ
の
独
占
資
本
の
責
任
で
あ
り
、
彼
ら
が
生
産
回
復
に
努
力
す
る
ど
こ
ろ
か
意
識
的
に
サ
ボ
っ
て
い
た
結
果
で
あ
り
、
こ
れ

は
実
に
ま
た
彼
ら
の
上
に
依
拠
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
政
治
の
責
任
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
何
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
げ
る
通
貨
金
融
故
策
の
独
占
資
本
伽
性
俗
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
二
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
二
九
八
）

　
＠
第
一
は
政
府
の
無
責
任
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
天
皇
制
護
持
を
主
要
任
務
と
す
る
東
久
遜
皇
族
内
閣
に
と
っ
て
は
、

軍
需
生
産
か
ら
民
需
生
産
へ
の
転
換
Ｈ
国
民
生
活
の
安
定
の
問
題
は
二
の
次
で
あ
っ
た
。
敗
戦
に
続
く
占
領
軍
の
進
駐
Ｈ
占
領
政
策

の
実
施
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
直
面
し
て
、
為
す
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、
政
府
が
あ

の
よ
う
な
形
で
交
替
す
る
こ
と
な
く
、
旧
支
配
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
だ
け
に
吸
々
と
す
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
事
態
に
対
処
し
得

る
内
閣
が
敗
戦
を
契
機
に
し
て
出
来
て
い
た
な
ら
ぼ
、
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
の
い
う
如
く
生
産
再
開
の
物
質
的
条
件
は
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
状
況
は
相
当
に
変
わ
り
得
た
筈
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
皇
族
内
閣
の
成
立
を
許
し
た
国
民
に
も
責
任
が
あ
る
と
し
て
も
、
多
年
に
わ
た
っ
て
教
育
さ
れ
た
侵
略

の
夢
が
一
朝
に
し
て
破
ら
れ
て
も
、
虚
脱
状
態
に
陥
る
だ
げ
で
、
立
ち
上
る
気
力
も
思
想
的
背
景
も
、
彼
ら
を
指
導
す
る
組
織
も
全

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
東
久
遜
内
閣
は
敗
戦
後
も
冶
安
維
持
法
は
有
効
で
あ
り
、
不
敬
罪
は
存
続
す
る
と
い
い
、
特
高
警
察
さ
え

維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
を
廃
止
せ
よ
と
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
に
よ
っ
て
東
久
遜
内
閣
は
総
辞
職
し
た
の
で
あ
り
、

共
産
党
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
犯
人
が
釈
放
さ
れ
た
の
は
十
月
十
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
民
主
的
な
政
治
活
動
が

始
っ
た
の
で
あ
る
が
、
統
く
幣
原
内
閣
も
天
皇
制
護
持
を
使
命
と
す
る
政
府
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
政
治
の
下
で
、
軍
需
工
場
の
民
需
転
換
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
そ
の
状
況
は
次
表
の
如
く
、
敗
戦
数
ヵ
月
後
の
年

末
に
至
っ
て
さ
え
、
主
要
軍
需
工
場
Ｈ
独
占
資
本
の
如
き
は
五
九
％
が
閉
鎖
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
許
可
済
の
も
の
は
僅
か
に
一
四
％

に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
も
操
業
を
開
始
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
は
対
象
的
に
中
小
企
業
軍
需
工
場
は
閉
鎖
し
て
い
る
も

の
は
僅
か
に
七
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
敗
戦
後
の
生
産
再
閑
に
対
す
る
独
占
資
本
と
巾
小
資
本
と
の
対
応
の
仕
方
が
非
常
に

異
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
民
需
転
換
の
調
査
表
で
は
、
そ
の
原
因
の
五
七
％
が
資
材
難
と
出
て
い
る
が
、
こ
れ
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％
７
１
９
３
４
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３
２
０

比

「
０
１
↓
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
１

数

場
３
６
５
４
４
３
０
１
６

場

工
１
２
２
１
１
８
２
６
８
　
５
４
９
６

工

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■

難
難
難
難
難
定
難
他

確

材
備
理
務
送
不
註
の
計

註

資
設
経
労
輸
受
外
そ

）４９Ｆ上同（

が
ま
た
独
占
資
本
と
中
小
資
本
と
で
は
非
常
に
異
っ

た
事
情
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　
＠
主
要
軍
需
工
場
”
独
占
資
本
Ｈ
財
閥
の
生
産
サ

ボ
戦
術
。
第
二
は
主
要
軍
需
工
場
Ｈ
独
占
資
本
－
財

閥
が
生
産
転
換
を
引
延
し
生
産
サ
ポ
戦
術
を
採
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
戦
術
を
採

惨
な
状
態
は
、
戦
勝
国
を
し
て
そ
の
き
び
し
い
賠
償
政
策
を
や
め
さ
せ
る
要
素
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」

タ
ー
ジ
ュ
は
、
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ソ
の
財
政
状
態
に
関
連
が
あ
っ
た
。
終
戦
時
に
は
口
本
の
帝
国
主
義
国
家
は
、
財
閑
に
対
す
る
支
払
不

能
の
債
務
者
と
な
っ
て
い
た
。
…
－
…
国
家
の
財
閥
に
対
す
る
債
務
総
額
は
、
終
戦
時
に
は
一
、
五
〇
〇
億
円
の
巨
額
に
達
し
た
。
他

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
二
九
九
）

っ
た
の
か
。
こ
こ
で
も
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
の
見
解
を
多
少
長
く
匁
る
げ
れ
ど
も
借
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

彼
は
い
う
、
○
「
経
済
的
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
大
規
模
た
民
主
主
義
運
動
と
日
本
の
労
働
者
階
級
の

大
部
分
を
捉
え
た
日
本
の
史
上
か
っ
て
見
な
い
労
働
組
合
の
成
長
に
対
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
回

答
で
あ
っ
た
。
…
－
…
彼
ら
の
戦
術
は
、
サ
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
助
げ
を
か
り
て
経
済
的
混
乱
１
を
助
長
し
、

そ
の
上
で
そ
の
混
乱
の
責
を
民
主
的
組
織
に
転
嫁
し
そ
の
破
壌
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
」

　
「
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
戦
術
が
と
ら
れ
た
の
は
、
賠
償
支
払
の
削
減
あ
る
い
．
は
完
全
な
破
壌
を
達
成
し

よ
う
と
す
る
財
閥
の
野
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
意
見
で
は
、
経
済
の
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
財
閥
の
サ
ボ
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三
二
　
（
三
〇
〇
）

方
、
軍
需
産
業
へ
の
巨
額
の
国
家
信
用
供
与
の
結
果
、
終
戦
時
に
は
政
府
金
融
機
関
に
対
す
る
コ
ソ
ゾ
ェ
ル
ソ
の
債
務
は
総
額
約
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

○
○
億
円
に
達
し
て
い
た
」
と
。
要
す
る
に
、
生
産
再
開
を
遅
延
し
混
乱
さ
え
起
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
如
く
支
配
的
地
位
を

確
保
し
、
ま
た
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
よ
う
、
あ
る
い
は
軽
く
し
得
る
と
独
占
資
本
は
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
「
日
本
の
財
閥
」
下
、
四
四
六
－
七
頁
。

　
◎
第
三
に
、
以
上
と
関
連
す
る
が
、
敗
戦
の
混
乱
に
乗
じ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
巨
大
な
物
資
の
隠
退
蔵
に
関
連
す
る
問
題
で
あ

る
。
戦
争
を
継
続
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
物
資
は
軍
需
工
場
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
敗
戦
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

た
か
。
当
時
そ
れ
ら
の
物
資
を
最
も
多
く
占
有
し
て
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
巨
大
軍
需
工
場
Ｈ
独
占
資
本
１
１
財
閥
で
あ
っ
た
。

ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
は
い
う
、
　
「
ア
メ
リ
カ
軍
当
局
に
よ
っ
て
口
本
の
内
務
省
に
対
し
て
返
還
さ
れ
た
一
、
○
○
○
万
ト
ソ
の
各
種
軍
需
品

（
食
糧
・
衣
類
等
）
の
う
ち
陰
か
に
二
一
八
万
ト
ソ
が
政
府
の
特
別
配
給
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
そ
の
他
の
も
の
は
『
消
え
て

　
　
　
　
（
１
）

失
く
な
っ
た
』
」
と
。
「
消
え
て
失
く
な
っ
た
」
と
は
誰
か
に
よ
っ
て
隠
退
蔵
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
一
応
計
算
に
入
っ
た
も
の
さ
え
以
上
の
如
く
消
え
て
失
く
な
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
計
算
に
入
る
前
に

消
え
て
失
く
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
時
の
状
況
か
ら
し
て
当
然
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
莫
大
な
量
に

上
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
当
然
に
予
想
さ
れ
る
。
す
で
に
通
貨
面
の
問
題
と
し
て
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
敗
戦
後
に
お
け
る
政

府
と
軍
需
会
杜
と
の
問
の
債
権
債
務
関
係
お
よ
び
収
支
関
係
に
は
極
め
て
不
明
確
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
敗
戦
前
か
ら
す
で
に
そ

う
で
あ
っ
て
「
伏
魔
殿
」
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
問
題
化
し
た
の
で
「
臨
軍
費
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
処
理
に
関
す
る
件
」
が
公

表
さ
れ
た
の
が
一
一
月
九
口
で
あ
っ
た
。
そ
の
処
理
の
一
項
に
「
終
戦
当
時
仕
掛
中
の
も
の
、
未
完
成
の
も
の
は
そ
の
工
程
に
応
じ

都
分
払
い
を
行
う
。
こ
の
場
合
官
給
材
料
残
存
価
格
な
ど
を
審
査
し
支
払
全
額
を
調
整
す
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
査
定
の
如
何
に
よ



っ
て
は
ど
の
よ
う
に
で
も
調
整
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
「
終
戦
時
に
お
げ
る
軍
需
品
な
ど
の
処
分
、
契
約
の
打
切
処
理
な
ど
の
不
当

措
置
は
陸
海
軍
と
も
、
経
理
検
査
の
実
施
、
不
当
処
分
の
是
正
、
不
当
行
為
者
の
処
罰
な
ど
の
方
法
に
よ
り
こ
れ
も
是
正
、
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
審
問
処
分
な
ど
の
手
段
を
と
っ
て
い
る
」
と
は
あ
る
が
、
何
分
に
も
数
百
万
ト
ソ
の
物
資
が
消
え
て
失
く
な
る
時
世
で
あ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
政
府
が
こ
の
よ
う
た
処
理
を
公
表
し
た
の
は
、
敗
戦
後
三
ヵ
月
を
経
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
や
る

こ
と
は
や
ら
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
隠
退
蔵
物
資
を
最
も
多
く
か
か
え
込
み
得
た
の
は
巨
大
軍
需
工
場
Ｈ
独
占
資
本
Ｈ
財
閥
で
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
中
島

飛
行
機
の
隠
退
蔵
物
資
は
九
〇
億
円
に
上
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
は
い
う
、
　
「
日
本
小
支
配
者
ど
も
は
『
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
定
」
へ
の
途
を
、
イ
ソ
フ
レ
の
発
展
の
中
に
見
出
し
た
が
、
こ
の
イ
ソ
フ
レ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
は
、
戦
後
隠
匿
物
資
の
中
の
貴
重
品
を
押
え
て
い
た
財
閥
や
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
一

指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狡
滑
な
事
業
家
た
ち
の
利
益
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
。

産雑
　
　
　
　
　
撫
　
一
－
一
ベ
ヴ
ズ
ネ
ル
百
本
の
財
閥
一
下
四
五
。
耳

工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
書
　
　
　
　
（
２
）
　
朝
日
経
済
年
史
、
二
〇
．
二
一
年
版
、
三
八
頁
。

猟
　
　
　
　
　
　
扁
　
一
・
一
ペ
ヴ
ズ
ネ
ル
、
同
上
、
四
五
一
頁
。

後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
３
経

戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
　
　
か
く
し
て
、
敗
戦
後
の
生
産
再
開
は
遅
々
と
し
て
軌
道
に
乗
ら
ず
、
上
表
の
如

敗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
一
九
三
五
－
七
年
を
基
準
と
し
て
、
八
月
八
・
七
％
、
年
末
に
至
っ
て
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
生
産
指
数
の
低
か
っ
た
の
は
、
そ
の
他
に
も
労
働

者
の
賃
銀
・
食
生
活
・
精
神
状
態
な
ど
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
炭
坑
労
務
者
の
一
人
一

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
げ
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
ト
□
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
三
〇
一
）

財
均
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２

３
・

１

７
■

３１

５２１

８
●

０１

６

６
・

９
●

６

５４

８
■

２

３
●

２

６
■

２

７
■

３

　
　
　
　
　
　
　
　
期

　
　
　
　
　
　
　
　
半

　
　
　
　
　
　
　
　
上

年
年
年
年
年
年
年

９
　
０
　
１
　
２
　
ｏ
ｏ
　
４
　
５

ｏ
ｏ
　
４
　
４
　
４
　
４
　
４
　
４

９１

７
月

８
月

９
月

月０１

月１１

月２１

）調省工商（

　
一
九
四
四
年
の
米
作
は
五
、
七
七
七
万
石
で
あ
っ
た
（
一
九
四
二
年
は
六
、
五
七
二
万
石
）
。

料
の
供
給
不
足
・
農
村
労
働
力
の
枯
渇
な
ど
で
あ
っ
た
。
主
食
配
給
基
準
二
合
三
勺
を
堅
持
す
る
た
め
に
麦
・
雑
殻
の
主
食
代
替
率

を
五
分
五
厘
か
ら
一
割
四
分
に
引
上
げ
た
。
一
九
四
五
年
は
戦
争
の
い
よ
い
よ
苛
烈
さ
と
数
次
に
わ
た
る
風
水
害
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
三
、
八
八
二
万
石
と
い
う
稀
有
の
凶
作
と
な
り
、
麦
・
雑
殻
の
主
食
代
替
率
は
一
割
七
分
七
厘
に
引
上
げ
、
し
か
も
主
食
配
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
三
〇
二
）

カ
月
の
出
炭
高
は
次
表
の
如
く
、
戦
時
中
の
最
高
二
二
・
七
ト
ン
に
対

し
、
四
五
年
十
月
は
僅
か
に
二
・
六
ト
ソ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
労
働
者
の
責
任
と
い
う
よ
り
も
、
労
働
者
が
正
常
に
労
働

し
得
る
よ
う
な
生
活
条
件
そ
の
他
を
整
備
確
保
し
な
か
っ
た
政
治
の
欠

如
に
そ
の
責
任
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
閉
　
食
糧
事
情
の
逼
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
産
の
原
因
は
耕
地
の
減
少
傾
向
・
肥

基
準
は
二
合
一
勺
に
引
下
げ
ら
れ
た
（
七
月
三
日
）
。
副
食
物
の

不
足
も
甚
だ
し
く
、
食
料
問
題
が
い
よ
い
よ
急
迫
す
る
状
況
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

中
で
敗
戦
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
当
時
に
お
げ
る
食
料
事
情
の
逼
迫
の
一
班
と
し
て
、
大
阪

　
　
市
国
民
学
校
高
等
科
校
長
会
の
報
告
に
よ
る
、
十
七
校
の
児
童

　
　
六
、
五
〇
二
名
の
う
ち
欠
席
者
を
除
く
五
、
二
〇
六
名
の
食
糀

　
　
事
情
の
調
査
結
果
お
よ
び
大
阪
市
立
生
活
科
学
研
究
所
調
査
に

　
　
よ
る
大
阪
市
民
の
栄
養
摂
状
況
を
示
せ
ぼ
下
表
の
如
く
で
あ
る
。

童
況

児
状

校
事

学
食民

国
庭

阪
家

犬
の

（
）
１
ｏ
）
３
＾
５

食

３

１

２

３

）

Ｆ
Ｏ
Ｏ
ソ
７
‘

夕

，

，

，

１

２
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－Ｏ
（
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’
ｏ
９
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）

年

食

５
７
‘
（
）

１

３

１

０
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４
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２

昼
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，

，

Ｏ
＾
１
・
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１
１

Ｏ２」

５

６

３

８

４

食

４
（
）
４

２

８

火

４

７

９

１
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朝

，

，

千

１

２
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む

，
１
，
■
１
　
　
　
　
　
　
－
■

飯
峨
粥
双

経

日
７
０

朝
１
１

「
Ｐ

（

．

１

）

「
Ｐ
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白
摂
蛋
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口
一
Ｌ
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０
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）
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■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
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（
Ｕ
７
ｏ
）
ｎ
ｏ
９
７
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白
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ム
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８
Ｑ
り
８
５
フ
　
．
グ
Ｏ
）
’
Ｏ
ｏ
Ｏ
り
＾
（
）
４
４
３
４
停
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取
量
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給
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配
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Ｏ
Ｑ
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ｏ
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リ
ｏ
ｏ
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●

　
　
満
足
に
食
事
を
し
て
い
な
い
家
庭
が
大
部
分
で
あ
り
、
し
か
も
配
給
だ
げ
で
は
生
命
さ
え
維
持
で
き
ず
、
生
き
て
行
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

　
　
闇
買
で
補
給
す
る
以
外
に
道
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
配
給
熱
量
よ
り
摂
取
熱
量
が
大
き
い
の
は
、
闇
買
に
基
く
の
で
あ
る
。

　
も
は
や
国
民
は
闇
買
い
に
よ
っ
て
補
給
を
し
な
げ
れ
ぼ
生
命
を
維
持
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
戦
争
中
は
潜
行
的

で
あ
っ
た
闇
売
買
も
敗
戦
と
と
も
に
公
然
化
し
て
来
た
。
闇
買
い
を
し
な
い
も
の
、
で
き
な
い
も
の
は
栄
養
失
調
と
な
り
生
命
を
失

っ
た
。
そ
の
闇
買
い
が
自
由
に
で
き
る
ほ
ど
の
購
買
力
の
あ
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
国
民
の
大
部
分
が
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
栄
養

失
調
に
陥
っ
て
い
た
。
　
「
政
府
は
闇
売
買
・
闇
市
場
を
復
員
軍
人
・
解
雇
軍
需
労
働
者
・
引
揚
者
な
ど
の
一
時
的
収
容
所
と
し
て
寛

恕
し
た
振
合
も
あ
り
」
、
闇
市
場
は
自
由
市
場
と
呼
ぼ
れ
、
公
然
と
発
展
す
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
府
は
九
月
一
八
日
生
鮮
食
料
品
の
統
制
を
十
月
一
目
か
ら
撤
廃
す
る
と
発
表
し
た
。
大
阪
天
神
橋

の
青
空
市
場
で
は
梨
一
個
十
円
、
豆
団
子
三
個
十
円
を
唱
え
、
十
月
二
百
の
内
務
省
報
告
に
よ
れ
ば
、
京
都
で
は
米
一
升
二
一
〇

円
（
公
定
五
〇
銭
）
、
滋
賀
で
は
馬
鈴
薯
一
貫
六
六
円
（
公
定
五
七
銭
）
の
高
値
を
記
録
し
た
。
正
に
公
定
価
格
の
一
〇
〇
倍
な
い
し
二
〇

〇
倍
以
上
、
公
定
価
格
は
完
全
に
ナ
ソ
セ
ソ
ス
と
な
っ
た
。
生
鮮
食
料
品
公
定
価
格
配
給
制
度
の
撤
廃
方
針
．
は
十
月
四
日
に
決
定
し
、

二
四
目
に
一
般
生
活
必
需
品
に
関
す
る
白
由
販
売
品
と
統
制
配
給
品
が
告
示
さ
れ
、
一
一
月
二
〇
口
に
は
生
鮮
食
料
品
の
公
定
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

制
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
四
五
年
ひ
米
作
は
、
三
八
八
二
万
石
と
い
う
稀
有
の
凶
作
の
上
に
、
供
出
価
格
と
闇
価
格
の
大
き
た
開
き
の
た
め
に
、
　
「
全

国
的
に
供
米
意
欲
は
極
端
に
衰
頽
し
」
、
二
一
月
一
〇
口
現
在
の
供
出
率
は
僅
か
に
一
一
％
に
過
ぎ
ず
、
全
因
各
地
に
遅
配
欠
配
が

生
ず
る
に
至
っ
た
。
国
民
は
否
応
な
く
闇
買
い
に
走
ら
ざ
る
を
得
ず
、
あ
ら
ゆ
る
資
産
の
み
な
ら
ず
家
財
を
も
食
料
に
換
え
ね
ぼ
な

ら
ず
、
食
料
品
価
格
は
暴
騰
し
た
。
生
鮮
食
料
品
の
事
情
は
そ
れ
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
ら
食
料
品
価
格
の
暴
騰
が
他
商
品
価
格
に
も

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
げ
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
三
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
三
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

影
響
し
、
物
価
は
い
よ
い
よ
暴
騰
し
た
。
政
府
も
い
ろ
い
ろ
と
物
価
対
策
を
講
じ
た
げ
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
物
価
騰
貴
を

促
進
し
た
面
も
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
（
２
）
　
「
朝
日
経
済
年
史
」
二
〇
・
二
一
年
板
、
一
六
八
－
一
七
二
頁
、
一
七
二
ｉ
一
七
四
頁
。

　
　
　
な
お
、
九
月
一
九
日
の
「
日
本
経
済
新
聞
」
は
「
公
定
価
格
を
撤
廃
せ
よ
」
と
の
杜
説
を
掲
げ
、
　
「
イ
ン
フ
レ
防
止
の
た
め
の
根
本
は
物
資

　
　
　
の
供
給
す
な
わ
ち
生
産
の
瑚
加
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
を
阻
害
す
る
現
在
の
公
定
価
格
は
、
仮
に
そ
の
公
定
価
格
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
る
場

　
　
合
に
も
意
味
を
な
さ
な
い
。
況
ん
や
公
定
価
格
で
は
全
然
生
産
が
不
可
能
で
あ
り
、
事
実
上
有
名
無
実
と
化
し
て
い
る
場
合
は
、
公
定
価
格
を

　
　
撤
廃
し
て
生
産
を
増
加
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
た
。
公
定
価
格
が
全
く
非
現
実
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
産
を
阻
害
し
て
い
た
こ
と
も
事

　
　
実
で
あ
る
が
、
生
産
を
阻
害
し
て
い
る
根
本
的
原
因
が
見
失
わ
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
公
定
価
格
を
廃
止
し
て
白
由
価
格
に
し
た
ら
大
衆
の
生

　
　
活
が
ど
う
な
る
か
を
全
然
考
慮
さ
え
し
て
い
な
い
主
張
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
↑
む
　
物
価
統
制
の
非
綜
合
性
・
無
計
画
性

　
戦
時
経
済
に
お
い
て
、
物
仙
問
題
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
ど
こ
の
国
で
も
統
制
が
行
わ
れ
た
。
わ
が
国
で
も
同
様
で
あ
り
、
そ

の
物
価
行
政
機
構
に
は
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
敗
戦
前
後
は
一
九
四
四
年
一
一
月
一
日
設
立
の
綜
合
計
画
局
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
綜
合

価
格
体
系
の
整
備
、
綜
合
貯
蓄
促
進
策
を
提
唱
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
か
ら
綜
合
計
画
局
戦
時
物
価
部
が

設
置
さ
れ
て
い
た
。
敗
戦
と
な
り
、
戦
後
経
営
の
調
査
・
企
画
お
よ
び
各
プ
事
務
の
調
整
統
一
を
図
る
た
め
一
九
四
五
年
九
月
一
目

に
内
閑
調
査
局
を
新
設
し
綜
合
計
画
局
を
廃
止
し
た
。
や
が
て
十
月
二
八
口
に
は
大
蔵
省
に
物
価
部
を
新
設
し
、
綜
合
的
物
価
政
策
、

重
要
物
資
価
格
の
決
定
、
地
代
・
運
送
賃
・
賃
金
等
に
閑
す
る
事
務
を
掌
り
物
仙
体
系
を
確
立
し
物
価
の
処
理
に
当
る
こ
と
に
な
っ

た
、　

し
か
し
、
敗
戦
後
の
物
価
政
策
は
非
綜
合
的
・
無
計
画
的
で
あ
っ
て
何
等
の
効
果
を
も
あ
げ
得
な
か
っ
た
。
元
来
、
杜
会
の
必
要

流
通
貨
幣
最
は
、
一
定
瑚
閉
に
お
け
る
¢
商
品
の
販
売
価
格
総
額
、
　
債
権
債
務
の
塊
金
決
済
額
、
　
貨
幣
流
通
速
度
と
い
う
諾
要



丙
に
よ
一
て
客
観
的
に
決
も
れ
る
・
戦
時
中
か
ら
、
特
に
敗
戦
後
に
お
い
て
は
、
上
述
し
た
如
く
通
貨
は
刻
、
に
増
発
さ
れ
る
の

に
生
産
再
開
は
遅
々
と
し
て
進
差
か
一
た
・
通
貨
・
一
の
場
合
旨
本
銀
行
券
と
い
う
紙
券
一
は
貨
幣
流
通
必
要
量
を
刻
、
に
超
過
し
、

そ
れ
に
比
例
し
て
紙
券
の
価
値
低
丁
物
価
騰
貴
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
物
価
統
制
－
安
定
の
根
本
策
は
通
貨
増

発
の
諸
原
寒
な
く
し
・
さ
ら
に
生
産
再
開
を
促
進
す
る
以
外
に
道
は
な
か
つ
た
。
敗
戦
後
の
現
実
は
こ
の
根
本
問
題
に
触
れ
る
こ

と
な
く
・
そ
の
場
の
当
面
し
た
問
題
処
理
に
追
わ
れ
、
条
件
差
い
の
に
統
制
を
撤
廃
し
て
物
価
上
昇
を
促
進
し
た
り
、
公
定
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
改
訂
は
徒
ら
に
闇
価
格
に
追
随
し
て
却
っ
て
闇
価
格
の
上
昇
を
促
進
す
る
結
果
を
得
た
の
み
に
止
ま
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
プ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
」
お
よ
び
「
資
本
諭
」

　
　
一
２
一
た
と
え
ば
・
＠
米
麦
に
っ
い
て
い
え
ば
・
敗
戦
後
の
物
価
情
勢
の
激
変
に
応
じ
供
米
促
砦
図
る
た
め
、
二
月
一
吉
に
は
米
の
標
準

　
　
　
買
入
価
格
石
当
り
一
五
。
円
・
小
麦
．
裸
奈
当
り
二
七
円
九
四
銭
、
大
麦
八
・
円
七
九
銭
と
値
上
げ
決
定
。
票
鮮
食
料
品
に
っ
い
て
い

　
　
　
え
ば
・
撃
末
豊
来
い
よ
い
よ
豊
引
が
一
般
化
し
て
統
禦
有
名
無
実
化
し
た
の
で
、
九
月
一
八
日
に
は
統
制
撤
廃
方
針
を
決
定
し
、
一

　
　
　
一
月
一
吉
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
指
令
皇
一
て
・
公
定
鳩
制
と
配
給
統
制
規
則
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
し
か
し
「
統
制
撤
廃
に
よ
り
生
鮮

　
　
　
食
料
品
は
一
般
的
に
値
下
り
は
お
ろ
か
・
需
給
の
不
均
衡
、
配
給
・
輸
送
の
不
備
、
換
物
思
想
の
盛
行
と
と
芝
却
つ
て
著
し
く
騰
貴
し
、
他

　
　
　
の
統
捌
品
絡
の
暴
騰
を
美
し
て
イ
ソ
フ
レ
激
化
を
促
巡
す
る
形
差
つ
た
。
一
◎
塩
の
賠
儒
楴
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
八
月
二
七
具
よ

　
　
　
び
一
二
月
一
日
に
引
上
げ
ら
れ
・
一
言
当
り
五
八
四
円
、
従
来
の
二
・
二
倍
と
な
つ
た
。
売
渡
し
価
格
は
翌
年
一
月
二
一
日
に
一
キ
ロ
当
り

　
　
　
九
七
。
円
・
従
来
の
四
賃
上
と
な
三
栗
沽
必
需
握
に
つ
い
て
は
戦
時
中
か
ら
多
少
軽
視
さ
れ
勝
ち
で
、
闇
価
格
萩
行
し
た
。
敗

　
　
　
婆
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
葦
も
あ
り
・
九
月
に
は
壊
高
る
た
め
に
総
決
定
と
企
諜
可
の
艦
嵩
工
省
か
ら
地
方
拝
に
委
譲
し
た
。

　
　
　
　
そ
の
他
・
褒
物
資
に
っ
い
て
は
価
鶉
驚
給
金
に
よ
一
て
消
裳
蝶
の
騰
募
抑
側
し
て
来
た
が
、
・
・
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
原
則
と

　
　
　
し
て
補
給
金
制
を
廃
止
し
・
日
発
に
対
す
る
配
為
給
モ
惰
さ
れ
た
一
一
一
一
月
二
口
発
表
一
。
こ
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
商
品
は
全
面
的
に

　
　
　
大
巾
仇
上
げ
と
な
り
・
た
と
え
宍
炭
は
二
・
円
一
三
銭
か
ら
八
五
円
に
、
鉄
鋼
・
籔
は
九
・
円
か
ら
八
三
・
円
に
、
鋼
丸
棒
は
汀
九
円

　
　
　
か
ら
一
・
六
八
。
円
差
る
な
ど
・
こ
れ
に
っ
れ
て
一
般
物
価
為
縢
し
た
一
「
智
祭
年
史
一
二
・
二
二
年
版
、
二
一
二
－
三
頁
一

　
伺
　
物
価
騰
貴
の
破
局
的
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
三
〇
五
）

　
　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
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０
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司
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０
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総
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９
９
９
９
０
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４
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飾
品
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０
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５
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６
６
６
６

一
服
用
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２
２
２
２
２
２
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一
料
火
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０
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０
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５
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９
０
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■
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１
■
ｎ
６

一
－

一
品ト栄

篶
蒙
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一
食

，
　
　
，
　
　
，
　
一

１
１
１
一

Ｊ
皿

月
月
月
月
月
月
月
月
一

７
８
９
０
１
２
１
２
一

●

１
■
１
■
１
↓
　
．

」

５

６
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４

４

９１

９
　
　
一

１
■
　
　
一
弓
　
　
　
コ
ー
－
－
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
三
〇
六
）

　
以
上
の
如
く
、
一
方
で
は
各
種
要
因
に
基
く
通
貨
の
異
常
な
膨
脹
、
多
少
の
膨
脹
抑

制
措
置
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
進
む
通
貨
の
膨
脹
が
あ
り
、
他
方
で

は
生
産
再
開
の
遅
々
た
る
状
況
、
多
少
の
促
進
対
策
が
あ
っ
た
と
し
て
も
遅
々
と
し
て

進
ま
ぬ
生
産
の
実
状
で
あ
り
、
さ
ら
に
物
価
対
策
の
非
綜
合
性
・
無
計
画
性
と
い
う
現

実
で
あ
り
、
そ
の
上
に
政
治
は
依
然
と
し
て
、
旧
支
配
層
が
握
り
、
イ
ソ
フ
レ
に
よ
っ

て
敗
戦
に
よ
る
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
図
っ
て
お
り
、
　
「
絶
対
的
権
力
」
と
し
て
の
占

領
当
局
も
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
の
立
場
と
い
う
隈
界
か
ら
徹
底
的
な
民
主
的
経
済
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
建
を
な
し
得
な
い
、
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
異
常
な
物
価
上
昇
が
進
ん
だ
の
も
、
実
は
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
価
上
昇
の
実
状
は
、
上
表
の
如
く
、
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
卸
売
物
価
指
数
は
一
九
三
三
年
を
一
〇
〇
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
総
平
均
で
は
一
九
四
六
年
二
月
は
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
二
、
す
な
わ
ち
約
五
倍
で
あ
っ
た
。
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
金
属
類
の
約
二
二
倍
で
あ
っ
た
。
東
京
小
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
価
指
数
は
一
九
一
四
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
平
均
で
は
一
九
四
六
年
二
月
は
一
、
〇
七
八
、
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月
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４

４

９

９

１

１
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す
な
わ
ち
約
一
〇
倍
で
あ
り
、
食
料
品
は
約
一
七
暗
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
卸
・
小
売
物
価
指
数
は
い
ず
れ
も
公
定
価
格
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗
　
　
公
定
価
格
は
当
時
の
物
価
の
実
状
を
少
し
も
反
映
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
公
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
　
価
格
で
の
配
給
数
量
で
は
生
活
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
特
に
生
き
る
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偶
　
　
闇
価
格
で
食
料
品
を
求
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
闇
価
格
と
公
定
価
格
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
開
き
が
あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
た
。
上
表
は
朝
日
新
聞
調
査
の
京
阪
神
自
由
物
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
闇
物
価
）
指
数
で
あ
る
が
、
一
九
三
七
年
を
基
準
に
し
て
臥
戦
当
時
に
白
米
は
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
二
五
一
倍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
敗
戦
後
は
少
し
は
低
下
し
た
が
、
翌
年
に
は
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
昇
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
総
平
均
で
は
二
二
四
倍
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
と
も
な
生
活
が
で
き
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
国
民
生
活
の
窮
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
激
な
イ
ソ
フ
レ
の
嵐
の
中
で
国
民
生
活
は
惨
胆
た
る
状
態
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
失
業
者
　
敗
戦
に
よ
り
内
地
外
地
か
ら
七
六
一
万
の
軍
人
軍
属
が
復
員
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
離
職
者
が
四
二
二
万
あ
る
。
在
外
邦
人
一
五
〇
万
が
引
揚
げ
て
来
る
。
以
上
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
一
、
三
四
二
万
の
う
ち
家
庭
復
帰
と
就
職
可
能
の
も
の
を
差
引
い
て
約
六
〇
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
就
職
不
可
能
者
で
あ
る
と
い
う
の
が
当
時
の
推
定
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
定
収
入
な

敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
三
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
三
〇
八
）

く
、
結
局
に
お
い
て
彼
ら
は
主
と
し
て
闇
売
買
に
従
事
し
、
極
め
て
不
安
定
な
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
＠
農
民
　
敗
戦
直
後
は
食
料
を
確
保
し
て
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
が
最
大
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
農
民
は
比
較
的
恵
ま
れ
て

い
た
。
し
か
も
都
市
生
活
者
の
闇
買
い
の
た
め
に
、
資
金
と
家
財
が
殺
到
し
た
。
翌
年
二
月
の
新
円
切
替
え
当
時
、
新
円
の
五
〇
％

以
上
が
農
村
に
保
有
さ
れ
た
と
い
わ
れ
た
が
、
敗
戦
か
ら
新
円
切
替
え
ま
で
の
資
金
の
所
在
も
、
大
体
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
辿
り
つ

つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
◎
産
業
労
働
者
　
問
題
は
労
働
者
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
高
物
価
・
低
賃
金
の
中
で
生
活
は
破
綻
の
極
に
あ
っ
た
が
、
多
年
に
わ
た

る
天
皇
制
抑
圧
の
下
で
組
織
は
完
全
に
解
体
さ
れ
、
敗
戦
と
な
っ
て
も
急
速
に
立
上
る
条
件
が
な
か
っ
た
。
や
が
て
政
治
犯
人
の
釈

放
と
な
り
、
政
治
活
動
も
活
溌
と
な
り
、
一
〇
月
一
一
目
に
は
労
働
組
合
の
結
成
促
進
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
が
出
さ
れ
、
一
二
月
二
二
日

に
は
労
働
組
合
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
れ
以
後
実
に
目
ま
ぐ
る
し
い
勢
で
労
働
組
合
の
結
成
が
進
み
、
ま
た
労
働
争
議
が
瀕
発
し
始
め

（
１
）

た
。

　
　
（
１
）
　
次
の
二
表
は
、
労
働
組
合
の
結
成
が
如
何
に
急
速
　
　
　
　
数
　
５
５
６
０
７
１
０
２
２
１
５
６
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
８
５
２
２
５
６
訳

　
　
　
に
進
ん
だ
か
、
ま
た
労
働
争
議
が
如
何
に
頻
発
し
始
め
　
　
　
　
　
３
８
７
０
７
６
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
合
　
５
２
７
４
９
５
７
９
０
政
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ

　
　
た
か
、
さ
ら
に
争
議
参
加
人
員
が
如
何
に
増
大
し
た
か
　
状
慮
「
　
　
　
　
　
　
　
　
労
　
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
数
６
５
７
６
４
２
５
８
７
０
２
育
状
　
　
　
　
　
　
　
　
版

　
　
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
５
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
陣
　
　
　
　
１
２
幅
争

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
労
働
争
議
が
起
つ
た
要
求
内
容
鯛
”
饒
罰
蝸

で
あ
る
が
、
多
年
に
わ
た
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
来
た
労
働
　
労
　
　
　
－
年
１
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
Ｕ
　
　
　
　
　
　
　
（
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
４

者
階
級
は
、
今
や
民
主
的
権
利
を
主
張
し
得
る
条
件
を
　
　
　
　
　
１
９
　
　
１
９

得
て
一
挙
に
多
数
の
組
合
が
結
成
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
民
主
的
権
利
の
確
立
の
た
め
に
立
ち
上
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
も
賃
上

員

２
９
３
２
３
６
１
１
８

８
２
１
９
６
０
１
７
１

）

人

３

９
２
３
５
０
２
８

７

１

３

，

，

，

，

，

，

２

口カ

７
‘
（
０
０
）
（
Ｏ
Ｏ
）
（
Ｏ

１
３
０
２
１
８

Ｐ

参

１
り
＾
１
１

，

１
数

３

１

３

２

６

１

８

Ｏ

１

Ｑ
ｏ
６
４
１
９
９

版

１

件

１
↓
り
４
１
↓

年

、

２

月
月
月
月
月
月
月
月
月

２

７
８
９
０
１
２
ユ
２
３

」

～

１

１

１

鑑

１

年

年

年

日

５

６

４

４

朝

９

９

「

１

（

１
■
　
　
■
一
　
　
　
□

一
，



げ
要
求
が
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
敗
戦
前
に
も
お
い
て
も
甚
だ
し
い
低
賃
金
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
が
、
敗
戦
後
の
急

激
な
イ
ソ
フ
レ
の
進
展
は
、
い
よ
い
よ
生
命
を
維
持
す
る
さ
え
困
難
に
な
つ
て
来
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
一
九
三
五
－
三
七
年
平
均
を

基
準
に
し
て
名
目
賃
銀
は
終
戦
時
に
は
二
六
八
・
五
で
あ
一
た
が
、
実
質
賃
金
は
…
．
九
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
が
イ
ソ
フ
レ
の
進
展

と
と
も
に
低
下
し
・
一
二
月
に
は
二
二
・
四
に
な
り
、
生
活
は
戦
前
の
約
五
分
の
一
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
賃
上
げ
の
労

働
争
議
も
止
む
に
止
ま
れ
な
い
生
命
を
守
る
た
め
の
斗
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
労
働
争
議
の
頻
発
に
・
、
イ
ソ
フ
レ
を
進
め
て
来
た
旧
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
（
２
）

配
者
た
ち
も
、
い
よ
い
よ
何
ら
か
の
対
策
を
採
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

）

目
計

項
集＝

き

要
つ

主
に

（
況状ｕ易因原生発議争働労

計合月
３
・

２
月

４
６
月

９
１１

８２３
１
９

３０１
４
６

５０１
３
３

６
４

７
０

７
９

３
４

１０１
９
２

５
３

５
７

１
３
１

２
８

６
０

７
７

４
２
７

１
５

２
７

９
１
４

１
３

２
３

５
２
０

２
０

１
９

１
４

１
７

８１１
１
０

３
４

３
１

４
１

１
４

３
３

２
２

２
７

７
３
５

３
６

２
０

２
９

１
１
５

２
１

３
０

３３１

５
４
２

３
７

１
０

１
７

３
５

２
７

２
２

４
６

３
６

１
４

２
０

ｏ
ｏ
　
Ｆ
ｏ

１
３

　
　
　
化

　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
廃

　
正
　
公
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
免
撤

額
改
　
の
日
職
当
設
斥
認
権
加
加
革
更
，
別
他

　
法
締
そ
復
　
↑
　
　
　
焚
担
差

蛸
方
短
，
休
，
手
施
拐
承
渉
参
参
改
法
れ
者

　
定
問
給
　
対
　
　
者
　
交
　
　
　
方
杜
脇
の

金
瓢
鮒
給
版
一
脈
利
督
合
体
ぷ
構
業
篶

賃
賃
労
物
有
解
解
福
監
組
団
経
人
機
作
税
職
そ

３０３４１３４２５５６４計

敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）

ＯＯｌ：均
至

平
実
指

７
年
費
数

５
一

９
３１下低の金賃貫実

金
数

を
し
工

９
９
２
３
４
１
３

■
　
　
　
　
■

迂
至

ー
ユ
０
２
２
３
３

３
３
３
３
２
２
２

実
指

；

　
■
１
■
　
　
　
　
１

費
数計

む
削
狐
坐

７
８
８
８
５
６
ユ

，
　
　
　
，
　
　
　
，

生
指

１
■
■
１
ｎ
６

、

金
数

５

５
７
６
６
６
８

貨

■

８
８
９
８
３
６
０

口

６
６
６
８
０
８
７

２
２
２
２
４
５
７

名
桁

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
！、

ｍ
ぷ
朋

５

６

４

４

９

９１

）遍劃会協究研済経民国（

四
一
　
（
三
〇
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
三
一
〇
）

（
１
）
　
や
が
て
二
月
一
七
日
に
は
金
融
緊
急
措
置
を
中
心
と
す
る
綜
合
的
緊
急
措
置
が
採
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
食
糧
逼

　
迫
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
高
物
価
に
悩
む
国
民
大
衆
、
さ
ら
に
賃
上
げ
要
求
を
す
る
労
働
老
大
衆
の
要
求
に
応
え
る
も
の
と
し
て
採
ら
れ
た
と
、

　
単
純
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
独
占
資
本
と
一
体
で
あ
る
旧
支
配
者
た
ち
は
国
民
の
苦
悩
の
声
を
聞
く
以
上
に
、
彼
ら
自
身
の
利
害
関
係

　
に
直
面
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
換
物
運
動
に
ま
で
発
展
し
貨
幣
制
度
そ
の
も
の
が
動
揺
し
始
め
た
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
軍
需

　
会
杜
に
対
す
る
焦
げ
つ
き
廣
権
を
か
か
え
た
上
に
預
金
減
が
生
じ
、
銀
行
、
特
に
大
銀
行
は
危
機
に
直
面
す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

　
彼
ら
は
何
ら
か
の
措
置
を
採
る
必
要
に
迫
ち
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
次
節
の
問
題
で
あ
る
。

（
２
）
　
労
働
者
階
級
の
賃
上
げ
闘
争
に
対
し
て
、
賃
上
げ
が
行
わ
れ
る
か
ら
購
買
力
が
増
大
し
、
そ
れ
が
物
価
を
引
上
げ
、
イ
ン
フ
レ
が
進
む
の

　
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
を
止
め
よ
う
と
思
う
な
ら
ぱ
賃
上
げ
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
、
す
な
わ
ち
「
賃
金
上
昇
が
阻
止
さ
れ
る
な
ら
ば
、

　
終
戦
後
の
物
価
騰
貴
は
停
止
す
る
か
の
如
き
幻
想
」
が
、
当
時
「
進
歩
的
だ
と
ウ
ヌ
ポ
レ
て
い
る
経
済
学
者
や
杜
会
政
策
学
者
に
よ
っ
て
主
張

　
さ
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
（
永
野
「
物
価
・
賃
銀
・
生
活
費
」
九
、
一
〇
頁
）
。
　
こ
れ
が
如
何
に
非
現
実
的
・
非
論
理
的
・
資
本
弁
護
論
に
過
ぎ
－

　
た
い
か
を
、
こ
こ
で
説
明
す
る
暇
が
な
い
が
、
資
本
の
立
場
か
ら
は
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
も
、
全
く
同
じ
論
法
が

　
絶
え
ず
操
り
返
え
さ
れ
た
こ
と
を
歴
史
的
に
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
を
推
進
す
る
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
池
田
論
法
も
そ
の

　
一
つ
で
あ
っ
た
。四

　
金
融
政
策
と
独
占
資
本

　
ｏ
ｏ
　
貨
幣
制
度
の
危
機
と
独
占
資
本
の
危
機

　
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
敗
戦
後
に
お
げ
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
急
進
展
は
、
旧
支
配
者
層
Ｈ
独
占
資
本
が
敗
戦
後
も
依
然
と
し

て
政
権
を
保
持
し
た
こ
と
、
彼
ら
は
戦
時
中
に
は
イ
ソ
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
巨
額
の
利
潤
を
手
に
入
九
て
い
た
こ
と
、
敗
戦
後
も
そ

の
よ
う
な
イ
ソ
フ
レ
政
策
を
続
げ
る
ぼ
か
り
か
、
一
層
大
々
的
に
イ
ソ
フ
レ
政
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
敗
戦
の
被
害
を
軽
減
し
、

そ
れ
を
全
面
的
に
大
衆
に
転
嫁
↓
よ
う
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
が
心
配
し
た
こ
と
は
、
戦
時
中
の
通
貨
膨
脹
を
如
何
に
し
て



収
縮
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
全
く
逆
に
敗
戦
に
よ
る
軍
需
生
産
の
停
止
の
た
め
に
通
貨
膨
脹
が
続
げ
ら
れ
な
く
な
る
、
そ

の
た
め
に
経
済
界
に
混
乱
が
生
ず
る
、
そ
れ
が
杜
会
的
混
乱
に
ま
で
発
展
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
・

が
前
述
の
渋
沢
蔵
相
の
発
言
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
極
力
通
貨
膨
脹
政
策
を
採
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ソ
フ
レ
政
策
に
対
す
る
批
判
が
あ
れ
ぱ
、
彼
ら
が
常
に
も
ち
出
す
の
は

イ
ソ
フ
レ
不
可
避
論
で
あ
り
、
賃
金
物
価
悪
循
還
論
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
イ
ソ
フ
レ
の
進
展
は
政
府
に
責
任
が
あ
る
の
で

は
な
い
と
い
う
弁
護
論
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
敗
戦
後
の
イ
ソ
フ
レ
進
展
は
食
糧
の
不
足
か
ら
す
る
食
糧
価
格
の
暴
騰
が
根
本
原

因
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
他
の
商
品
価
格
に
波
及
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
食
糧
不
足
は
天
候
と
い
う
自
然
的
条
件
や
占
領
当
局
の
食
糧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

政
策
に
基
く
の
で
あ
る
か
ら
全
く
不
可
避
的
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
物
価
の
上
昇
は
敗
戦
後
労
働
組
合
が
籏
生
し
、
賃

上
げ
斗
争
が
一
般
し
、
こ
の
賃
上
げ
が
物
価
上
昇
の
根
本
原
因
で
あ
る
か
ら
、
イ
ソ
フ
レ
進
展
の
責
任
は
労
働
者
に
あ
る
の
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
自
己
弁
護
を
し
な
が
ら
強
引
に
イ
ソ
フ
レ
政
策
を
推
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
敗
戦
の
時
に
二
八
六
億
で
あ
っ
た
日
銀
券
が
半
月
後
の
八
月
末
に
は
四
二
三
億
と
た
り
、
年
末
に
は
五
五
四
億
と
な
り
、

二
月
に
は
六
〇
〇
億
を
越
え
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
来
る
と
、
事
態
は
全
く
別
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
来
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
物
価
は
急
激
に
上
昇
し
始
め
た
。
そ
れ
は
通
貨
価
値
の
急
激
な
低
藩
で
あ
る
。
換
物
運
動
が
始
ま
る
。

通
貨
膨
脹
と
同
時
に
通
貨
流
通
速
度
も
急
激
に
増
大
し
始
め
る
。
そ
れ
は
物
価
の
上
昇
を
一
層
急
速
に
す
る
。
そ
れ
ら
は
相
互
に
促

進
的
に
作
用
し
始
め
た
。
通
貨
に
対
す
る
不
信
が
生
ず
る
。
貨
幣
制
度
に
対
す
る
不
信
は
日
本
経
済
を
根
底
か
ら
破
減
さ
せ
る
で
あ

ろ
う
し
、
独
占
資
本
の
基
盤
を
動
揺
さ
せ
始
め
た
。
独
占
資
本
は
白
か
ら
推
進
し
て
来
た
通
貨
膨
脹
政
策
か
ら
招
い
た
こ
の
事
態
に

対
し
て
何
ら
か
の
根
本
的
対
策
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
必
要
に
迫
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
げ

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
ゴ
ニ
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
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四
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・
三
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四
四
　
（
三
一
二
）

て
で
あ
っ
た
。

　
（
１
）
　
大
内
氏
は
い
う
「
僕
は
い
つ
で
も
議
論
し
て
居
る
大
蔵
省
の
物
価
対
策
委
員
会
で
も
…
－
何
度
や
っ
て
も
米
が
一
口
同
い
か
ら
イ
ソ
フ
レ
が
起

　
　
る
の
だ
と
い
う
議
論
に
た
り
、
い
や
そ
う
で
は
た
い
、
米
が
高
い
の
は
イ
ン
フ
レ
だ
か
ら
高
い
の
だ
と
い
っ
て
も
承
知
し
な
い
。
、
ア
メ
リ

　
　
カ
な
ど
か
ら
米
を
く
れ
れ
ば
此
の
イ
ン
フ
レ
問
題
は
止
ま
る
の
だ
。
こ
う
い
う
理
論
的
構
成
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
米
の
方
が
原
因
だ
と
い
う
。

　
　
も
う
一
つ
の
説
は
、
…
…
天
侯
が
悪
い
か
ら
米
が
と
れ
た
い
。
米
が
と
れ
な
い
か
ら
イ
ン
フ
レ
は
仕
方
が
な
い
の
だ
」
と
い
う
。
（
大
内
「
イ
ン

　
　
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
研
究
」
一
〇
八
、
九
頁
）

　
そ
加
と
同
時
に
、
同
一
の
原
丙
か
ら
銀
行
、
特
に
大
銀
行
の
資
産
内
容
が
非
常
に
悪
化
し
、
何
ら
か
の
根
本
的
対
策
を
採
ら
な
け

れ
ぼ
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
然
に
独
占
資
本
の
危
機
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
二
月

に
か
げ
て
で
あ
っ
た
。

　
似
　
銀
行
預
金
の
減
少
と
そ
の
内
容

　
敗
戦
後
に
お
げ
る
金
融
機
関
の
預
貯
金
を
、
特
別
銀
行
・
普
通
銀
行
・
う
ち
八
大
銀
行
・
地
方
銀
行
・
貯
蓄
銀
行
．
郵
便
貯
金
の

六
っ
に
分
げ
て
、
そ
の
増
減
を
見
る
と
、
特
に
イ
ソ
フ
レ
が
急
遊
展
し
始
め
た
一
一
月
か
ら
一
月
に
か
げ
て
の
三
ヵ
月
問
の
増
減
を

見
る
と
、
特
別
銀
行
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
を
進
み
、
地
方
銚
行
お
よ
び
郵
便
貯
も
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
を
進
み
つ
つ
あ
っ
た

が
増
加
率
は
低
下
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
将
通
銀
行
は
四
、
四
六
四
百
万
円
の
減
少
、
特
に
八
大
銀
行
は
四
、
六
九
九
百
万
円
の

減
少
で
あ
っ
て
、
普
通
銚
行
の
減
少
棚
の
す
べ
て
が
八
大
銀
行
分
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
背
通
銚
行
の
減
少
額
以
上
に
八
大
銀
行

ー
の
減
少
額
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
八
大
銀
行
を
除
く
地
方
銚
行
は
全
体
と
し
て
は
多
少
坤
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貯
蓄

銀
行
も
五
〇
三
百
百
円
ほ
ど
減
少
し
た
が
、
総
額
か
ら
い
っ
て
も
、
各
行
割
か
ら
い
っ
て
も
、
八
大
銀
行
の
預
金
減
少
は
圧
倒
的
部

分
を
占
め
て
い
て
、
そ
れ
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
　
　
次
に
金
融
機
関
の
預
貯
金
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
　
　
　
　
　
　
暇
中
で
最
も
大
き
珪
墓
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
銀
行
の
預
金
を
、
当
座
預
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
通
知
預
金
・
定
期
預
金
・
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
預
金
と
い
う
預
金
種
目
別
に
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滅

糊
　
　
　
　
　
　
淵
　
　
　
　
　
　
　
減
を
一
九
四
五
年
二
月
か
ら
一

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

貯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
に
至
る
期
問
に
つ
い
て
見
る
と

預
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
知
預
金
と
そ
の
他
預
金
が
そ
れ

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

臓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
れ
八
○
○
百
万
円
と
九
二
五
百

扇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円
増
加
し
て
い
る
だ
げ
で
他
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
減
少
し
て
い
る
。
殊
に
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
座
預
金
は
四
、
五
六
一
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
と
大
巾
減
少
で
あ
り
、
当
座
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
は
九
〇
〇
百
万
円
減
、
定
期
預

金
七
六
二
百
万
円
減
で
あ
っ
た
。
普
通
銀
行
の
預
金
減
は
貯
蓄
的
安
定
性
預
金
減
と
い
う
と
こ
ろ
に
一
層
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
。　

次
の
問
題
は
、
普
通
銀
行
の
中
で
圧
倒
的
比
重
を
占
め
て
い
る
八
大
銀
行
Ｈ
財
閥
銀
行
の
種
目
別
預
金
の
増
減
状
況
を
一
九
四
五

　
　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
絡
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
ご
二
三
）
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四
六
　
（
ゴ
ニ
四
）

年
二
月
か
ら
一
月
に
至
る
期
問
に
っ
い
て
見
れ
ぼ
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
特
種
預
金
が
僅
か
に
五
一
百
万
円
増
加
し
、

貯
蓄
的
性
質
を
も
た
な
い
そ
の
他
預
金
が
一
、
六
七
二
百
万
円
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
が
、
普
通
預
金
の
四
、
一
九
四
百
万
円
と

い
う
大
巾
減
少
を
は
じ
め
、
定
期
お
よ
び
据
置
預
金
の
一
、
三
二
六
百
万
円
の
減
少
た
ど
貯
蓄
的
安
定
性
預
金
の
大
巾
減
少
が
著
し

減増の金預ｕ易目種の行銀大八

計

一
９
５
８
９

９

９

５

４
６
０
２
０
０
１

９
８
０
１
３
１
１

，

，

合

，

，

，

，

，

６

６

７

４

２

２

Ｏ

６
６
６
６
６
６
７

，

他
金

８
４
１
０
３

４
５
３
６
０

１
■
Ｏ
ｏ

８
１
１
一

の

５
７
６
９
２
７
５

，

，

，

，

，

，

，

そ
預

２
２
２
３
４
３
５

灘
０

２

３

１

７

４

９

７

２

６

９

４
ｏ
ｏ
２
（
ｏ

４

９

９

期
置

ｏ
）
１
（
）

，

，

，

，

，

，

，

定
据

９
９
９
８
７
９
７

１

１

１

１

１

１

１

１
金

７
８
３

預

Ｆ
０
０
◎

ｏ
）
４
Ｆ
ｏ
４

６

１

１

８
４
１
２
２

７

２

種

１
■
１
■

，

，

，

，

，

，

，

６
８
９
９
９
９
９

特

１

１

１

１

１

１

１

金

４
５

預

０
４

ユ
ｏ
ｏ
７
１
０

８

１

８

９

１

３

１
６
７
４
０
９

通

，

，

，

０
９
８

，

，

，

，

ｎ
６
１
↓

一
Ｌ
ｏ
４
５
８

普

１

１

１

１

１

１
金預

鮒
期
鴛
瓢

座

，

，

，

，

，

，

７
７
７
６
６
６

，９

当

■
月
月
月
月
月
月
月

９
０
１
２
１
２
３

．
１
↓
１
↓
１
■

●

５

６

４

４

９

９

１

１

）調銀目（

況状の出貸と金預の行銀通普

Ｂ

６
６
５
８
２
２
０
５
４

２
７
５
４
０
２
２
６
５

－

９

６

３

３

１

４

４

Ｏ

２

，

，

，

，

，

，

，

，

，

Ａ

５
９
３
２
９
０
３
５
７

３
３
４
４
３
３
２
２
３

一

金
回

７
９
９
０
７
２
５
５
７

０
３
５
３
０
４
２
０
２

出
計

ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｊ

Ｏ
ｏ
ｏ

１

９

３

３

７

，

，

，

，

，

，

，

，

，

２
５
０
２
６
１
７
９
９

貸
合

５

５

６

６

６

７

７

７

７

■
１
　
－

－

，
■
　
…
■
１
一

計

背
８

１

３

４

５

２

Ｏ

４

６

８
９
０
０
０
０

Ｏ
０
１

預

１

１

１

１

１

１

１

１
月
月
月
月
月
月
月
月
月

７
８
９
０
１
２
１
２
３

■

１
■
１
■
１
■

■

５

６

４

４

９

９

１

１

く
目
立
っ
。
い
う
ま
で
も
た
く
普
通
銀
行
の
主
要
資
金
源
は
預
金
で
あ
る
。
そ
の
預
金
が

通
貨
の
急
激
な
膨
脹
の
中
で
、
否
そ
の
た
め
に
減
少
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
八
大

銀
行
に
お
い
て
特
に
著
し
く
、
し
か
も
貯
蓄
安
定
性
預
金
の
減
少
が
目
立
つ
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
面
か
ら
だ
げ
で
も
八
大
銀
行
は
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

）調銀日（

　
（
、
銀
行
貸
出
の
増
加
と
そ
の
内
容

　
以
上
の
如
く
、
普
通
銀
行
預
金
は
一
九
四

五
年
一
一
月
か
ら
一
月
に
か
げ
て
減
少
し
た

の
に
反
し
、
貸
出
金
は
敗
戦
以
後
も
一
貫
し

．
て
蛸
加
し
続
け
た
。
そ
の
問
に
一
、
二
一
八

百
万
円
の
増
加
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
敗
戦
に

よ
っ
て
軍
需
品
の
販
売
先
な
く
、
生
産
の
転

換
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
破
産
を
免
れ
よ

う
と
す
れ
ぼ
銀
行
借
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得



減増の金出貸ｕ房目項の行銀通普

７
９
９
０
９
２
５
５
７

Ｏ
ｏ
ｏ
５

ｏ
ｏ
０
４
２
０
２

計

ｏ
ｏ
ｏ
）
Ｏ
ｏ
ｏ
１
↓
ｏ
）

０
ｏ
ｏ
０
７
‘

，

，

，

，

，

，

，

，

，

２
５
０
０
６
１
７
９
９

５
５
６
６
６
７
７
７
７

１
１
，
…

弓ｕ

生
目

６
１
５
３
１
４
７
４
５

３
３
３
９
９
３
２
７
９

形

５
４
３
３
２
３
３
２
１

手

１
越

８
０
６
１
３
０
９
９
９

貸

１
８
５
０
０
４
６
０
８

２
０
７
８
４
６
８
５
５

座

，

，

，

，

，

，

，

，

，

３
３
２
２
３
３
３
３
２

当

１
付

１
６
０
８
２
３
１
８
３

貸

８
０
０
５
７
９
２
２
３

８
５
５
５
５
５
５
９
３

保

，

，

，

，

，

，

，

，

，

２
３
３
３
３
３
３
３
３

担

１
１
一
１
■
１
－
一

、

保
付担

，

，

，

，

，

，

，

，

，

５
８
３
５
８
４
９
１
３

無
貸

４
４
５
５
５
６
５
６
６

－
月
月
月
月
月
月
月
月
月

７
８
９
０
１
２
１
２
３

■

１
↓
１
■
１
■

●

５

６

４

４

９

９

１

１

）調銀日（

加増の金出貸銀日

円万
８

百
４

５３２

６４３，０３

６２６，３２

６９１，６２

１８５，９２

８３８，７３

６５９，０４

４４５，１４

９４６，８２

月７
●

５４９１

８
月

９
月

月０１

月ーユ

月２１

月１
■

６４９１

２
月

３
月

）ヨ
一
訊

銀日（

況状の金出貸と金預の行銀大八

ず
、
銀
行
も
ま
た
多
額
の
貸
付
を
残
す
会
杜
の
破
産
は
避
げ
ね
ぼ
な
ら
ず
、
追
加

貸
付
を
し
て
援
助
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
銀
行
は
資
金

の
逼
迫
を
来
し
、
日
銀
か
ら
の
借
受
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

に
日
銀
貸
出
金
は
遂
日
累
増
し
、
八
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
に
一
〇
、
六
一
〇
百

万
円
増
、
一
一
月
か
ら
で
は
一
一
、
三
七
五
百
万
円
の
増
加
を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
銀
券
増
発
の
一
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
普
通
銀
行
の
貸
出
金
の
増
加
を
項
目
別
に
見
れ
ぼ
、
手
形
割
引
は
漸
減

の
傾
向
に
あ
っ
た
外
は
す
べ
て
漸
増
の
傾
向
あ
り
、
担
保
貸
付
が
一
月
に
一
挙
に

３

７
４
７
４
８
６

Ｂ

ｏ
Ｏ
Ｏ
ソ

７
‘
７
‘
ｎ
◎
Ｑ
，
Ｕ
５

１
５
６
３
６
２
６

・

，

，

，

，

，

，

，

６

４

１

４

１

３

４

Ａ

１
１
上
１
■

．

・

、
回

６

８

４

２

３

７

９

金

６
６
３
５
９
４
５

７
２
３
７
９
３
５

出

，

，

，

，

，

，

，

○
り
４
「
ｏ

Ｏ
）
ｏ
Ｏ
Ｆ
〇
一
・
０

貸

一
Ｌ
Ｏ
ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

５
６
‘
６
６

レ
↓金

螂
瀬
篇
蜷

，

，

，

，

，

，

，

６

６
７
４
２
２
０

預

６

６
６
６
６
６
７

、
月
月
月
月
月
月
月

９
０
１
２
ユ
２
３

．
１
↓
１
■
１
■
　
．

５

６

４

４

９

９

１

１

）調銀日（

敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）

約
一
〇
〇
億
円
を
著
増
し
て
い
る
の
が
目
立

つ
。　

問
題
は
普
通
銀
行
の
貸
出
金
の
圧
倒
的
部

分
を
占
め
て
い
た
八
大
銀
行
Ｈ
財
閥
銀
行
の

預
金
と
貸
出
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し

た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
預
金
は
一
一
月

か
ら
一
月
ま
で
に
四
、
六
九
九
百
万
円
も
減

少
し
た
の
に
、
逆
に
貸
出
金
は
八
、
六
五
九

百
万
円
も
激
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
九
月

　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
三
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
ゴ
ニ
六
）

に
は
預
金
が
貸
出
金
を
一
六
、
一
八
三
百
万
円
超
過
し
て
い
た
の
に
、
そ
の
差
額
は
遂
月
減
少
し
、
一
月
に
は
貸
出
金
が
預
金
を
一

六
八
四
百
万
円
も
超
過
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
異
常
な
オ
ー
バ
ー
．
ロ
ー
ソ
！

　
八
大
銀
行
は
こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
も
、
貸
出
金
の
大
部
分
は
軍
需
会
杜
に
焦
っ
き
と
な
っ
て
流
動
化
さ
せ
る
方
法
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

た
く
、
し
か
も
さ
ら
に
軍
需
会
杜
を
破
産
さ
せ
な
い
た
め
に
は
さ
ら
に
追
加
資
金
を
貸
付
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
窮
状
を
脱

れ
る
道
は
、
た
だ
日
銀
か
ら
の
借
入
金
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
日
銀
貸
付
金
増
の
殆
ん
ど
大
部
分
は
八
大
銀
行

況状金出貸ｕ房目項の行銀大八

（
ｏ
８
４
り
＾
Ｑ
ｏ
７
‘
Ｑ
）

’
ｏ
（
ｏ
３
［
ｏ
ｏ
Ｊ
１
－
５

計

７
‘
り
ム
Ｑ
一
）
７
‘
ｏ
）
つ
ｏ
５

，

，

，

，

，

，

，

０
２
５
９
ｏ
ｏ
５
５

［
Ｏ
Ｆ
〇
一
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
（
Ｏ
だ
０
（
Ｏ

、
形手

０
７
２
０
３
６
１

８
９
一
〇
〇
’
ｏ
５
（
）
５

－弓

り
ム
り
ん
り
＾
り
ん
り
山
り
４
１
↓

ｕ

窒
目

越

７
‘
８
ｎ
◎
４
（
）
６
ｏ
）

貸

り
ん
４
（
ｏ

１

７
‘
ｎ
ｚ
４

２
り
＾
ｏ
◎
（
）
１
ｏ
◎
Ｏ

座

，

，

，

，

，

，

，

２
２
２
Ｑ
ｏ
Ｑ
ｏ
２
２

当

、
付

’
ｏ
ｏ
）
７
（
ｏ
０
７
７
’

貸

Ｏ
ｏ
り
ん
一
Ｌ
０
（
０
ｏ
Ｏ
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｏ

Ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
１
４
（
６

保

，

，

，

，

，

，

，

つ
ん
２
り
＾
り
ん
９
ｏ
）
８

担

、

保
位
朋
２
３

４

７

２

Ｏ

９

１

白
９

（
０
７
‘
１
ｏ
）
７
９

担

一
４
８
１
ｏ
ｏ
ｎ
◎
４

，

，

，

，

，

，

，

５
７
ｏ
）
４
１
り
山
４

無
岱

４
４
４
５
５
５
５

、
月
月
月
月
月
月
月

９
（
）
１
り
＾
１
２
ｏ
ｏ

．
１
■
１
■
１
■
　
．

５

６

４

４

９

９

１

ユ

）調銀日（

へ
の
貸
付
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
を
い
つ
ま
で
も
持
続
し
得
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
何
ら
か
の
根
本
的
打
開
策
が
緊
急
に
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時

に
旧
支
配
者
層
と
し
て
の
幣
原
内
閣
に
と
っ
て
も
緊
急
の
問
題
と
た
っ
て
来
た
の
で
あ
っ

た
。
な
お
、
八
大
銀
行
の
貸
出
金
増
加
の
項
目
別
内
訳
は
上
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
一
一
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
、
す
べ
て
の
貸
付
項
目
に
っ
い
て
増
加
で
あ
っ
た
が
、

特
に
著
し
か
っ
た
の
は
担
保
貸
付
で
あ
っ
て
約
六
八
億
円
の
著
増
で
あ
り
、
総
額
と
し
て

は
最
大
の
無
担
保
貸
付
の
増
加
は
約
一
五
億
円
で
あ
っ
た
。

　
（
１
）
　
一
九
四
六
年
三
月
末
に
お
け
る
六
大
銀
行
（
興
銀
・
帝
国
・
三
菱
・
住
友
・
三
和
）
の
軍

　
　
需
融
資
は
、
全
国
銀
行
貸
出
総
額
の
六
九
・
五
％
、
軍
需
融
資
総
額
の
八
七
・
八
％
を
占
め
て

　
　
い
た
（
「
宮
士
銀
行
七
十
年
誌
」
、
三
六
七
頁
）
。

　
↑
Ｏ
　
八
大
銀
行
１
１
財
閥
銀
行
の
支
配
低
下

　
以
上
の
如
き
、
普
通
銀
行
の
預
金
減
・
貸
出
増
と
い
う
状
況
、
特
に
八
大
銀
行
Ｈ
財
閥



銀
行
の
破
局
的
窮
状
は
、
そ
れ
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
根
本
的
措
置
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
態
は
さ
ら
に
別

の
角
度
か
ら
も
放
置
で
き
な
い
事
情
に
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
敗
戦
以
来
急
激
に
通
貨
は
膨
脹
し
っ
っ
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
比
例
し
て
は
銀
行
に
資
金
が
預
金
と
し
て
集
中
し
て
来

な
い
だ
げ
で
な
く
、
預
金
は
却
っ
て
減
少
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
資
金
が
流
通
過
程
に
留
ま
り
、
あ
る
い
は
銀
行
以
外
の
所
に

集
中
し
闇
資
金
と
し
て
回
転
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
銀
行
、
特
に
八
大
銀
行
が
金
融
界
な
ら
び
に
産
業
界
に
君
臨
し
大
き

な
支
配
力
を
発
揮
し
得
た
の
は
、
預
金
と
し
て
巨
額
の
資
金
を
集
中
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
や
八
大
銀
行
で
は
預
金
減

と
な
り
、
銀
行
以
外
の
所
に
集
中
し
闇
回
転
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
銀
行
、
特
に
八
大
銀
行
の
金
融
界
た
ら
び
に
産
業
界
に

対
す
る
支
配
力
が
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
低
下
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
八
大
銀
行
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
政
権
担
当
者
た
る
旧
支
配
層
に
と
っ
て
も
耐
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
か
ぐ
し
て
、
イ
ソ
フ
レ
に
基
く
国
気
の
苦
悩
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
政
府
に
と
っ
て
は
貨
幣
制
度
の
動
揺
を
防
止

し
、
八
大
銀
行
の
苦
悩
を
打
開
し
、
さ
ら
に
八
大
銀
行
の
金
融
界
な
ら
び
に
経
済
界
に
対
す
る
支
配
権
を
回
復
す
る
た
め
の
措
置
が
、

し
か
も
緊
急
に
必
要
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
金
融
緊
急
措
置
－
独
占
資
本
の
起
死
回
生
策

　
○
い
　
物
価
対
策
と
占
領
政
策

　
す
で
に
触
れ
た
如
く
、
占
領
当
時
の
ア
メ
リ
ヵ
軍
は
、
ま
だ
国
内
に
お
い
て
相
当
の
抵
抗
が
あ
る
も
の
と
予
期
し
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
占
領
当
初
は
主
と
し
て
軍
事
力
の
解
体
と
旧
軍
国
主
義
的
支
配
体
制
の
打
破
に
全
力
が
注
が
れ
た
。
し
か
し
、
予
想
に
反
し

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
幣
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
一
一
二
七
）

’

＾
，

一
一
，

螺
．



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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・
三
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五
〇
　
（
ご
二
八
）

て
低
抗
ら
し
い
も
の
も
な
く
、
二
ヵ
月
後
の
一
〇
月
頃
に
な
る
と
大
体
の
見
透
し
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
〇

月
四
日
に
は
東
久
遜
内
閣
総
辞
職
の
原
因
と
な
っ
た
「
政
治
・
信
教
な
ら
び
に
民
権
の
白
由
に
対
す
る
制
限
の
撤
廃
に
関
す
る
覚
書
」
、

「
政
治
犯
人
の
速
時
釈
放
」
、
「
思
想
警
察
の
廃
止
」
、
「
内
務
大
臣
お
よ
び
全
国
思
想
警
察
関
係
者
の
罷
免
」
、
　
「
特
高
警
察
の
廃
止
」

な
ど
の
指
令
が
出
さ
れ
た
。
一
〇
月
五
日
に
重
要
産
業
団
体
等
の
戦
時
統
制
諸
法
今
の
廃
止
決
定
、
一
〇
目
に
政
治
犯
人
三
千
人
の

出
獄
、
一
一
目
に
憲
法
改
正
・
人
権
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
制
度
改
革
の
指
令
お
よ
び
独
占
企
業
の
排
除
お
よ
び
経
済
機
構
の
民
主

化
に
関
す
る
指
示
、
一
五
日
に
内
地
在
留
陸
海
軍
部
隊
の
復
員
完
了
お
よ
び
参
謀
本
部
軍
令
部
の
廃
止
な
ど
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

　
他
方
、
ア
メ
リ
ヵ
本
国
か
ら
は
多
数
の
占
領
当
局
の
要
員
ガ
送
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
中
に
は
多
く
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ラ
ー
お
よ
び
中

国
派
の
人
々
が
あ
っ
た
。
占
領
体
制
が
整
備
し
、
し
か
も
比
較
的
左
翼
的
色
彩
を
も
っ
た
陣
営
が
で
き
上
っ
た
。
一
一
月
二
日
に
財

閥
解
体
な
ら
び
に
十
五
大
財
閥
の
資
金
凍
結
の
指
令
、
九
日
に
農
地
改
革
の
指
令
が
出
さ
れ
た
。
日
本
の
旧
支
配
層
は
占
領
と
い
う

未
曽
有
の
事
態
に
狼
敗
し
な
が
ら
も
、
占
領
体
制
の
整
う
ま
で
に
と
臨
軍
費
の
放
慢
な
支
出
・
通
貨
の
膨
脹
・
資
材
の
隠
匿
を
行
っ

た
が
、
占
領
当
局
は
シ
』
れ
を
排
除
す
る
十
分
な
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
。
や
が
て
占
領
体
制
の
整
う
に
っ
れ
て
以
上
の
よ
う
な
指
令

が
相
次
い
て
出
さ
れ
、
さ
ら
に
二
一
月
か
ら
は
有
力
な
戦
争
指
導
者
に
対
す
る
逮
捕
な
ら
び
多
数
の
追
放
指
令
が
出
さ
れ
、
旧
支
配

者
層
は
占
領
の
厳
し
さ
に
恐
怖
し
始
め
た
。
そ
の
よ
う
な
状
勢
の
中
で
一
一
月
二
五
目
に
「
戦
時
補
償
の
封
鎖
」
、
「
公
債
発
行
の
許

可
制
」
、
「
戦
時
利
得
税
お
よ
び
財
産
税
創
設
」
、
「
軍
人
恩
給
の
停
止
」
な
ど
の
指
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
・

　
こ
れ
ら
の
指
令
は
主
と
し
て
戦
争
経
済
の
影
響
を
除
去
し
打
破
す
る
に
あ
っ
た
が
、
同
時
に
通
貨
増
発
と
物
価
騰
貴
を
抑
制
し
、

経
済
の
安
定
化
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
頃
に
な
る
と
物
価
の
騰
勢
は
著
し
く
な
り
、
通
貨
膨
脹
政
策
を
続
げ
っ
っ

あ
っ
た
政
府
に
と
っ
て
も
放
置
で
き
な
い
状
勢
に
あ
り
、
一
一
月
二
八
日
に
は
大
蔵
省
内
に
物
価
部
を
新
設
し
て
こ
れ
に
当
る
こ
と



○

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
物
価
問
題
は
政
府
自
身
も
対
策
を
講
じ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
段
階
に
た
っ
て
い
た
が
、
本
気
で
取
組
み
始

め
た
の
は
占
領
当
局
か
ら
の
指
令
が
出
て
以
後
で
あ
っ
た
。
　
「
こ
れ
を
要
す
る
に
戦
後
イ
ソ
フ
レ
対
策
は
、
最
高
司
令
部
の
財
政
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

令
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
展
開
の
方
向
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
さ
え
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
「
朝
日
経
済
年
史
」
二
〇
・
二
一
年
版
、
三
三
頁

　
似
　
根
本
的
な
通
貨
・
金
融
対
策
の
緊
急
性

　
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
げ
て
物
価
上
昇
は
い
よ
い
よ
急
激
と
な
り
、
生
活
は
窮
迫
し
、
賃
上
げ
斗
争
は
広
汎
に
展
開
さ
れ
た
。

政
府
は
一
月
二
百
　
　
「
新
物
価
体
系
な
ら
び
に
そ
の
統
制
方
針
」
を
発
表
、
二
二
日
に
生
鮮
魚
介
類
を
再
統
制
し
、
二
月
八
日
に

「
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
生
産
増
強
方
策
大
綱
」
を
決
定
し
、
ニ
ハ
日
に
「
国
民
生
活
用
品
の
統
制
に
関
す
る
措
置
」
を
採
っ
た
。

し
か
し
、
事
態
は
単
な
る
物
価
の
問
題
で
は
な
く
、
単
な
る
通
貨
の
問
題
で
も
な
く
、
金
融
の
問
題
と
も
生
産
の
問
題
と
も
、
さ
ら

に
そ
の
他
経
済
全
般
の
問
題
と
も
緊
密
に
関
連
し
た
問
題
と
し
て
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
部
分
的
対
策
を
断
片
的
に

実
施
し
て
も
何
ら
の
効
果
は
あ
げ
得
な
か
っ
た
。
綜
合
昨
な
、
し
か
も
強
力
な
対
策
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
旧
支
配
層
の

幣
原
内
閣
も
、
す
で
に
述
べ
た
諾
理
由
に
よ
っ
て
、
彼
ら
白
身
の
存
続
の
た
め
に
も
断
乎
た
る
措
置
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
彼

ら
は
占
領
政
策
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
年
末
以
来
の
激
し
い
労
働
攻
勢
、
特
に
著
し
い
進
出
に
対
し
て
二
月
二
百
に
は
鳩
山
自
由
党

総
裁
は
民
主
人
民
戦
線
に
対
し
て
反
共
声
明
を
出
し
、
幣
原
内
閣
は
「
暴
行
・
脅
迫
・
所
有
権
侵
害
等
の
違
法
行
為
を
断
乎
取
締
る
」

旨
の
声
明
を
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
総
司
令
部
で
も
戦
後
対
ソ
戦
略
態
勢
の
強
化
を
は
か
る
勢
力
の
意
向
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

く
で
は
じ
め
、
共
産
党
の
動
瀞
を
注
目
し
、
日
本
政
府
の
取
締
り
方
針
に
同
調
し
た
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
」
　
幣
原
内

閣
は
こ
れ
に
や
や
安
心
し
て
、
国
民
生
活
の
安
定
・
日
本
経
済
の
民
主
的
再
建
の
た
め
で
は
な
く
、
大
銀
行
の
窮
状
を
打
開
し
、
彼

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
楮
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
ゴ
ニ
九
）



“

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
ゴ
ニ
一
〇
）

ら
に
日
本
経
済
に
対
す
る
支
配
権
を
回
復
さ
せ
、
彼
ら
の
利
益
の
た
め
に
再
び
イ
ソ
フ
レ
政
策
を
進
め
得
る
よ
う
な
強
力
か
つ
綜
合

的
な
対
策
と
１
し
て
採
ら
れ
た
の
が
二
月
一
六
日
の
「
経
済
危
機
突
破
緊
急
措
置
」
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
歴
研
「
戦
後
日
本
史
」
１
、
一
一
七
頁

　
倒
　
経
済
危
機
突
破
緊
急
措
置
の
内
容

　
二
月
一
六
日
に
発
表
さ
れ
た
「
経
済
危
機
突
破
緊
急
措
置
」
は
、
　
「
民
生
安
定
の
た
め
の
綜
合
対
策
」
と
も
呼
ぼ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
各
種
の
措
置
を
含
む
が
故
に
綜
合
的
で
は
あ
る
が
、
果
し
て
有
機
的
関
連
性
を
も
っ
た
綜
合
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
果

し
て
民
生
の
安
定
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
犬
か
ど
う
か
、
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
分
析

の
中
で
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
分
析
の
中
で
暴
露
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
緊
急
措
置
は
次
の
諾
項
目
か
ら
成
っ
て
い
た
。

　
＠
通
貨
．
金
融
対
策
　
通
貨
・
金
融
対
策
と
し
て
は
、
新
円
切
換
え
と
預
貯
金
封
鎖
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
資
金
を
金
融
機
関
に
集

中
し
封
鎖
し
、
膨
脹
し
た
通
貨
を
一
挙
に
収
縮
し
、
か
っ
資
金
を
集
中
し
た
銀
行
、
特
に
大
銀
行
に
日
本
経
済
に
対
す
る
支
配
権
を

回
復
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
法
的
排
置
と
し
て
金
融
緊
急
措
置
令
・
同
施
行
細
則
・
１
口
本
銀
行
預
入
令
・
同
施
行
細
則
を

一
七
日
に
施
行
し
た
。

　
そ
の
取
扱
は
１
次
の
如
く
で
あ
る
。
＠
現
に
流
通
中
の
五
円
・
一
〇
円
・
二
〇
円
・
一
〇
〇
円
・
二
〇
〇
円
・
一
〇
〇
〇
円
の
日
銀

券
は
三
月
二
日
眼
り
で
強
制
通
用
力
を
失
う
。
た
だ
し
三
月
七
日
ま
で
は
金
融
機
関
に
対
す
る
預
げ
入
れ
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ｏ
以
上
の
口
銀
券
は
三
月
七
口
ま
で
に
金
融
機
関
に
対
す
る
預
金
・
貯
金
ま
た
は
金
銭
信
託
と
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
◎
二

月
二
五
日
か
ら
三
月
二
日
の
期
問
内
は
、
一
人
に
っ
き
一
〇
〇
〇
円
ま
で
は
無
手
数
料
で
旧
券
を
新
券
に
引
換
え
る
。
＠
生
活
費
と

し
て
世
帯
主
は
三
〇
〇
円
、
世
帯
貝
は
一
〇
〇
ま
で
毎
月
払
戻
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
◎
給
与
は
月
五
〇
〇
円
ま
で
を
新
券
で



、

支
払
で
き
る
が
・
そ
れ
以
上
は
封
鎖
さ
れ
る
。
段
療
費
・
結
婚
費
・
葬
祭
費
は
一
〇
〇
〇
円
ま
で
現
金
で
引
出
す
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

な
ど
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

額金ｕ房関機融金のれ入預制強
冊
；

億
２
５１

５

６
０

Ｏ０１

７２１

２
５

５
　
４

１
０

）どな金貯便郵（部金預

）く除を銀日（行銀殊特

１６４

金中林農

行銀大五

行銀方地

行銀蓄貯
、

行
険

銀
保

託
命

信
生

他のそ

一
計
．

ｕ

行
の
預
金
は
一
月
の
一
　
〇
〇
〇
億
円
か
ら
、

増
し
た
と
は
い
え
危
讐
脱
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
塘
三
に
、
特
に
鷲
的
状
汎
に
あ
つ
た
大
銀
行
夫
大
銀
行
に
っ
い
て
見
れ
ば
、

一
月
の
六
二
三
災
ら
二
月
は
六
一
一
一
億
へ
と
介
し
な
か
つ
た
が
、
三
是
は
一
挙
に
七
九
億
円
を
増
加
し
て
七
〇
一
僑
と
な

り
・
貸
出
書
確
し
た
志
い
え
、
破
局
を
完
全
に
切
り
抜
け
、
銀
行
救
済
、
特
に
巨
泰
↑
財
閥
銀
行
救
済
の
目
的
塞
全

に
果
し
得
た
の
で
あ
一
た
・
第
四
に
、
あ
ら
ゆ
る
纂
が
金
鶴
閑
、
主
と
し
て
群
に
、
殊
に
大
銀
行
に
集
中
し
、
そ
れ
以
後
の

貸
出
に
っ
い
て
は
彼
ら
の
阜
性
に
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
産
葦
に
対
す
る
支
配
力
は
完
全
に
回
復
し
た
。
闇
金
融

は
礎
的
に
打
撃
を
受
け
る
に
至
一
た
。
か
く
し
て
巨
大
銀
↑
財
閥
銀
行
を
日
木
経
済
に
対
す
る
支
配
力
と
す
る
と
い
う
目
的
は

完
全
に
果
し
得
た
の
で
あ
一
た
・
誰
に
よ
一
て
潰
減
の
危
讐
瀕
し
て
い
告
本
の
轟
資
本
は
、
こ
こ
に
蘇
生
の
第
一
歩
を
蹄

　
　
　
敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
一
武
藤
一
．
　
－
　
　
　
五
三
一
三
二
一
一

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
金
を
金
融
機
関
に
集
中
し
、
集
中
し
た
現
金
は
厳

重
な
制
限
を
設
け
て
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
か
く
し
て
、
一
挙
に
四
六
一
億

円
が
金
融
機
関
に
集
中
し
た
。
そ
の
う
ち
普
通
銀
行
が
二
二
七
億
円
を
占
め
、
さ
ら
に

そ
の
う
ち
一
〇
〇
億
円
が
五
大
銀
行
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て

第
一
に
二
月
一
五
日
に
六
〇
〇
億
円
を
突
破
し
た
日
銀
券
は
、
月
末
に
は
五
四
三
億
円

に
・
三
月
二
一
口
に
は
一
五
二
億
円
と
約
四
分
の
一
に
圧
縮
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
通
貨

量
を
収
縮
す
る
と
い
う
目
的
は
完
全
に
達
成
し
得
た
わ
け
で
あ
る
。
第
二
に
、
普
通
銀

　
二
月
の
一
、
〇
四
三
億
円
に
、
三
月
の
一
、
ニ
ハ
九
億
円
に
増
加
し
、
貸
出
金
も
激

一
　
　
一

’１
些
　
」
　
｛



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
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四
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
一
三
二
二
一

み
出
し
た
と
い
え
る
。
し
か
も
こ
こ
に
こ
そ
金
融
緊
急
措
置
の
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
国
民
に
は
イ
ソ
フ
レ
克
服
Ｈ
日

本
経
済
再
建
の
た
め
に
協
力
を
訴
え
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
彼
ら
の
支
配
権
を
確
立
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
・
そ
の
後
の
経

済
が
証
明
す
る
如
く
で
あ
り
、
　
「
空
前
の
大
詐
欺
」
と
も
い
わ
れ
る
所
以
で
払
砧
・

　
　
一
－
一
金
融
緊
急
措
置
は
預
金
封
鎖
と
い
う
相
当
徹
底
し
た
手
段
を
採
一
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
他
国
に
は
前
例
が
あ
一
て
・
ベ
ル
ギ
ー
．
オ

　
　
　
ラ
ン
ダ
な
ど
の
通
貨
封
鎖
措
置
を
採
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
諸
国
に
お
け
る
よ
り
為
当
に
強
度
を
の
で
あ
っ
た
こ
か
し
・

　
　
　
イ
ン
フ
レ
の
進
行
度
合
、
生
活
破
壊
の
程
度
、
対
外
関
係
な
ど
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
諸
国
よ
り
も
相
当
に
不
利
で
あ
っ
た
か
ら
・
イ
ン
フ
レ

　
　
　
対
策
と
し
て
は
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
し
、
特
に
イ
ン
フ
レ
発
生
の
根
本
原
因
の
解
決
に
っ
い
て
十
分
な
対
策
の
必
要
性
が
・
そ
の
当
時
か
ら

　
　
　
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
黒
田
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
本
質
」
五
六
頁
）
。

　
　
一
。
一
こ
の
金
融
緊
急
措
置
は
「
大
衆
の
預
貯
金
切
捨
に
よ
つ
て
肩
代
り
し
た
空
前
の
大
詐
欺
一
で
あ
一
た
一
「
日
本
資
本
主
義
講
座
一
Ｗ
・
二
五

　
　
　
八
頁
一
。
ま
た
、
、
ち
金
融
緊
急
措
置
は
「
イ
ソ
フ
レ
対
策
が
主
眼
と
な
つ
て
い
た
こ
と
は
い
－
ま
で
差
い
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
措
置
は

　
　
　
預
金
減
少
．
通
貨
価
値
の
暴
落
の
た
め
に
ま
さ
に
鷲
に
お
ち
い
ろ
う
と
し
た
財
閥
系
そ
の
他
の
銀
行
姦
済
し
・
こ
音
の
銀
行
を
罠
大

　
　
　
衆
の
鼻
の
下
に
極
め
て
有
利
な
地
位
に
お
き
、
資
金
の
不
足
に
苦
し
む
産
業
に
対
し
て
再
び
強
大
な
力
を
及
ぽ
し
う
る
も
の
と
し
た
一
一
同

　
　
　
上
、
ｗ
、
九
一
頁
）
。

　
＠
物
価
対
策
　
政
府
は
統
制
撤
廃
に
失
敗
し
た
こ
と
に
鑑
み
生
鮮
食
品
に
っ
い
て
は
再
統
制
を
断
行
す
る
こ
と
に
し
た
・
臨
機
の

措
置
と
し
て
は
、
二
月
二
日
か
ら
国
庫
支
出
に
よ
る
二
重
価
格
制
を
と
り
、
現
行
価
格
の
大
体
三
分
の
一
な
い
し
四
分
の
一
程
度
の

廉
売
制
を
考
え
た
。
全
般
的
物
価
対
策
と
し
て
は
二
月
二
〇
日
に
「
戦
後
物
価
対
策
基
本
要
綱
」
を
発
表
し
・
こ
れ
に
基
き
物
価
安

定
を
図
り
、
民
生
安
定
確
保
と
健
全
な
勤
労
お
よ
び
企
業
の
基
礎
確
立
の
た
め
米
・
石
炭
の
伽
格
を
基
準
と
し
た
均
衝
あ
る
物
価
体

系
の
確
立
と
生
産
の
振
興
に
よ
り
物
価
の
奔
騰
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
方
針
を
採
っ
た
・

　
こ
の
「
要
綱
」
に
基
き
、
三
月
二
〔
に
「
物
価
体
系
の
確
立
お
よ
び
価
格
統
制
の
方
針
」
（
「
新
物
価
体
系
」
）
を
決
定
し
、
翌
三

●



目
か
ら
実
施
し
た
・
こ
の
新
物
価
体
系
で
は
、
米
（
生
産
者
価
格
石
三
〇
〇
円
、
消
費
者
価
格
二
五
〇
円
）
、
石
炭
（
キ
ロ
一
五
〇
円
）
を
基

準
に
生
計
費
（
標
準
生
計
費
五
〇
〇
円
）
お
よ
び
賃
金
を
決
定
し
、
　
こ
れ
に
よ
っ
て
基
礎
資
材
．
日
用
品
．
雑
品
．
生
鮮
食
料
品
な
ど

の
統
制
価
格
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
新
物
価
体
系
の
特
色
は
、
従
来
個
、
の
商
品
に
公
定
価
格
を
決
定
し

て
失
敗
し
た
の
に
対
し
・
今
回
は
価
格
・
生
産
・
配
給
に
有
機
的
体
系
を
確
立
し
て
従
来
の
統
制
の
欠
陥
を
是
正
し
、
大
蔵
大
臣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

物
価
行
政
権
限
を
集
中
し
た
こ
と
に
偽
っ
た
と
い
え
る
。
　
　
、

　
　
（
１
）
　
そ
の
具
体
的
方
針
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

　
　
　
物
価
体
系
の
確
立
に
つ
い
て
は
・
＠
方
針
と
し
て
新
物
価
体
系
は
低
隻
目
途
と
し
、
財
政
経
済
の
実
勢
を
考
慮
し
つ
つ
物
価
体
系
を
確
立
し
、

　
　
　
米
．
石
炭
の
統
制
価
格
を
生
鮮
食
料
品
・
日
用
品
等
と
と
乏
均
衡
あ
る
価
格
体
系
を
確
立
す
る
。
寒
料
品
の
価
格
は
米
穀
の
消
費
老
価
格

　
　
　
を
他
の
物
価
．
賃
金
の
均
衡
基
準
と
す
る
。
◎
標
準
賃
金
を
飲
食
費
を
中
心
と
し
て
算
定
し
た
生
計
費
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
、
新
価
格
形
成

　
　
　
の
基
礎
と
す
る
。
碧
炭
そ
の
他
の
生
産
物
資
の
価
格
等
に
っ
い
て
は
、
例
え
ぱ
褒
の
統
制
価
格
は
新
賃
金
を
基
礎
と
し
、
他
物
価
を
考
慮

　
　
　
し
て
定
め
る
６
地
代
家
賃
は
標
準
生
計
費
支
出
中
の
比
率
を
適
当
限
度
に
定
め
る
。
需
格
調
整
補
給
金
は
最
小
限
度
に
止
め
他
の
補
給
金

　
　
　
・
免
税
は
原
則
と
し
て
廃
止
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
価
格
統
制
に
っ
い
て
は
・
＠
方
針
と
し
て
、
価
格
の
統
制
は
物
資
の
生
産
配
給
統
制
と
相
表
裏
し
、
品
目
を
四
段
階
に
分
げ
、
必
要
度
に
よ
り

　
　
　
存
置
．
強
化
．
緩
和
．
廃
止
と
し
・
翻
姦
化
し
違
反
行
為
姦
締
る
。
＠
統
制
の
実
施
に
当
つ
て
は
、
官
僚
統
制
を
排
し
て
運
営
し
、
統

　
　
　
制
価
格
は
公
定
ま
た
は
協
定
認
可
の
形
式
と
し
、
停
止
価
楴
を
廃
止
し
、
価
格
査
定
委
員
会
の
活
用
、
監
視
委
員
会
を
設
立
し
、
価
格
統
制
は

　
　
　
原
則
と
し
て
中
央
官
庁
で
行
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
「
朝
日
経
済
年
史
」
二
〇
．
二
一
年
版
、
ニ
ハ
三
－
四
頁
）
。

　
さ
て
・
こ
の
新
物
価
体
系
実
施
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
通
貨
・
金
融
対
策
は
政
府
ｎ
独
占
資
本
に
と
っ
て
完
全
に
効
果
を

あ
げ
た
が
・
逆
に
物
価
対
策
は
完
全
に
効
果
を
あ
げ
得
な
か
一
た
。
依
然
と
し
て
生
活
困
窮
か
ら
救
わ
れ
な
か
つ
た
の
は
国
民
で
あ

一
た
・
す
な
わ
ち
・
こ
の
新
物
価
体
系
で
は
商
品
は
正
規
の
ル
ー
ト
に
乗
ら
ず
闇
に
流
れ
、
国
民
は
依
然
と
し
て
闇
買
い
に
依
存
し

な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
一
た
・
し
か
高
民
は
他
方
で
は
一
ヵ
月
五
〇
〇
円
の
枠
が
は
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
震
の

　
　
　
　
敗
か
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
一
武
藤
一
　
　
　
　
　
　
五
五
一
三
二
三
一



　
　
　
　
立
命
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済
学
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五
六
　
（
ご
二
一
四
）

生
活
は
以
前
よ
り
苦
し
い
状
態
に
陥
っ
た
と
い
え
る
。
生
産
増
強
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
は
有
効
適
切
な
施
策
が

強
カ
に
採
ら
れ
な
い
。
綜
合
的
と
は
い
え
商
品
が
正
規
の
ル
ー
ト
に
乗
り
得
な
い
物
価
体
系
の
き
め
方
、
一
ヵ
月
五
〇
〇
円
の
枠
だ

げ
は
強
力
に
維
持
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
国
民
生
活
の
安
定
が
実
現
で
ぎ
る
筈
が
な
い
。
幣
原
内
閣
と
い
う
宮
廷
官
僚
内
閣
の
独
占
資

本
的
立
易
か
ら
す
る
物
価
対
策
が
、
国
民
生
活
の
安
定
を
図
る
物
価
対
策
と
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
然
と
い
え
ぱ
当
然
と
も

い
え
聖

　
　
（
１
）
　
「
朝
日
経
済
年
史
」
二
〇
・
二
一
年
版
、
　
ニ
ハ
五
頁
。

　
　
　
「
国
民
は
月
五
〇
〇
円
生
活
を
強
制
さ
れ
た
。
戦
前
に
く
ら
べ
て
『
物
価
は
一
〇
倍
、
賃
金
は
五
倍
』
と
い
う
三
．
三
物
価
体
系
が
定
め
ら
れ

　
　
　
た
。
こ
の
物
価
体
系
で
一
〇
倍
と
い
う
の
は
公
定
価
格
で
あ
っ
て
、
ヤ
ミ
価
格
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
・
公
定
価
格
で
買
え
る

　
　
　
配
給
物
資
で
は
、
国
民
は
生
命
を
っ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
生
活
必
需
品
の
大
き
た
部
分
を
ヤ
ミ
に
た
よ
ら
ね
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
。
食

　
　
　
糧
の
遅
配
は
都
市
に
お
い
て
、
し
だ
い
に
大
規
模
に
な
り
っ
っ
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
配
給
の
一
人
一
月
分
二
合
一
勺
が
全
部
米
で
あ

　
　
　
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
栄
養
失
調
で
『
四
カ
月
以
後
に
な
れ
ぼ
大
多
数
は
死
亡
し
て
し
ま
う
』
配
給
量
で
あ
っ
た
」
　
（
藤
井
ほ
か
「
現
代

　
　
　
日
本
史
」
九
一
頁
）
。

　
◎
そ
の
他
の
諸
対
策
　
ま
ず
食
料
対
策
と
し
て
は
、
二
〇
年
度
産
米
の
供
米
不
振
を
打
開
し
、
配
給
基
準
量
の
不
足
に
基
く
主
要

食
糧
の
不
正
行
為
を
絶
減
す
る
た
め
に
、
生
産
・
配
給
・
消
費
の
全
面
に
わ
た
っ
て
食
糧
管
理
を
強
化
し
た
・
そ
の
た
め
に
食
糧
緊

急
措
置
令
．
同
施
行
規
則
・
食
糧
管
理
法
施
行
令
中
一
部
改
正
な
ど
の
法
的
手
続
を
行
っ
た
・

　
そ
の
要
旨
は
、
＠
主
要
食
糧
い
米
．
麦
）
の
供
出
割
当
に
対
し
指
定
期
日
ま
で
に
供
出
し
な
い
も
の
、
ま
た
隠
退
蔵
食
糧
に
対
し
て

売
渡
し
期
限
内
に
政
府
に
売
渡
さ
な
い
も
の
に
収
容
命
令
を
発
し
て
強
制
的
に
収
容
し
得
る
こ
と
と
し
、
消
費
者
側
も
二
重
配
給
や

年
令
．
職
種
詐
称
な
ど
に
よ
る
不
正
受
配
者
の
取
締
り
を
厳
に
す
る
。
ｏ
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
的
に
も
交
換
ま
た
は
報
酬
と

し
て
の
米
麦
の
授
受
を
禁
じ
横
流
れ
を
封
ず
る
。
◎
日
常
生
活
の
混
乱
を
防
止
し
、
か
っ
出
廻
り
を
促
進
さ
せ
る
た
め
暫
定
措
置
と



し
て
大
都
市
お
よ
び
必
要
な
る
都
市
で
は
配
給
制
を
復
活
し
二
重
価
格
制
に
よ
り
消
費
者
に
廉
売
を
行
い
、
そ
の
差
額
を
国
家
が
補

償
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
如
何
に
統
制
を
強
化
し
、
供
出
の
促
進
を
図
ろ
う
と
し
て
も
、
配
給
量
だ
げ
で
は
必
要
ヵ

ロ
リ
ー
さ
え
摂
れ
ず
、
し
か
も
遅
配
の
状
況
で
は
闇
買
い
の
必
要
が
あ
り
、
闇
値
と
供
出
価
格
と
に
何
倍
と
い
う
開
き
の
あ
る
時
に

は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
、
か
け
声
ぼ
か
り
大
ぎ
く
て
実
績
は
挙
ら
な
か
っ
た
。
食
糧
事
情
は
い
よ
い
よ
窮
迫
し
、
食
糧
メ
ー
デ
ー

と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
次
は
民
需
品
対
策
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
生
産
再
開
の
諸
対
策
を
講
じ
、
そ
の
達
成
ま
で
の
一
時
的
便
法
と
し
て
隠
退
蔵
物

資
の
摘
発
放
出
に
よ
り
全
体
と
し
て
の
物
資
の
出
廻
り
を
促
進
し
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
隠
退
蔵
物
資
の
摘
発
放
出

も
杜
会
正
義
の
上
か
ら
当
然
必
要
で
あ
っ
た
が
、
生
産
再
開
こ
そ
基
本
的
問
題
で
あ
っ
た
の
に
、
独
占
資
木
は
な
お
生
産
サ
ボ
の
態

度
を
採
り
、
し
た
が
っ
て
適
切
な
政
策
も
実
行
も
あ
り
得
る
筈
が
な
か
っ
た
。

　
次
は
失
業
対
策
で
あ
る
。
厚
生
省
は
二
月
一
六
日
「
緊
急
就
業
対
策
要
綱
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
要
点
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

＠
勤
労
生
活
の
確
立
と
就
業
確
保
に
っ
き
杜
会
的
牌
蒙
宣
伝
、
¢
各
種
土
建
事
業
の
施
行
、
◎
帰
農
計
画
の
急
速
実
施
、
¢
民
需
産

業
の
振
興
、
◎
各
種
生
活
関
係
組
織
の
強
力
な
整
備
、
＠
徴
税
関
係
職
員
な
ら
び
に
都
道
府
県
市
町
村
関
係
職
員
の
拡
充
、
＠
各
種

調
査
研
究
組
織
．
地
方
文
化
施
設
・
学
校
教
育
施
設
・
医
療
施
設
な
ど
の
整
備
拡
充
、
＠
失
業
知
織
層
の
た
め
の
各
種
調
査
な
ら
び

に
事
務
補
助
な
ど
の
応
急
事
業
、
¢
女
子
を
対
象
と
す
る
授
産
・
内
職
施
設
の
拡
充
、
な
ど
に
よ
り
就
業
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
す

る
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
復
員
者
・
海
外
引
揚
・
軍
需
会
杜
解
雇
者
を
含
め
て
多
数
の
失
業
者
を
か
か
え
な
が
ら
、
就
職

先
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
か
り
に
奪
っ
て
も
イ
ソ
フ
レ
に
基
く
低
賃
金
の
た
め
に
生
活
の
保
江
な
く
、
却
っ
て
定
職
を
も
た
ず
に

闇
取
引
に
従
事
す
る
の
が
有
利
で
あ
る
と
い
う
環
境
に
あ
っ
た
。
敗
戦
後
イ
ソ
フ
レ
と
い
う
状
況
下
の
失
業
閉
題
は
特
殊
性
を
も
っ

　
　
　
敗
戦
直
後
に
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け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
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ご
二
一
五
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立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
ゴ
ニ
ニ
ハ
）

て
い
た
。
す
な
わ
ち
緊
急
就
業
対
策
も
充
分
な
成
果
を
あ
げ
得
な
か
っ
た
。

　
↑
ｏ
　
金
融
緊
急
措
置
の
実
体

　
敗
戦
後
半
年
問
に
採
ら
れ
て
来
た
通
貨
・
金
融
・
物
価
政
策
の
背
景
・
経
過
・
成
果
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ら
の
総
括
と
し
て
の

金
融
緊
急
措
置
を
中
心
と
す
る
各
種
措
置
の
総
合
的
措
置
と
し
て
「
経
済
危
機
緊
急
措
置
」
を
検
討
し
て
来
た
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ

を
総
括
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
＠
敗
戦
後
の
東
久
遜
内
閣
・
幣
原
内
閣
は
い
ず
れ
も
天
皇
制
を
中
心
と
す
る
旧
支
配
体
制
の
維
持
存
続
を
願
う
権
力
で
あ
っ
た
か

．
ら
、
そ
の
経
済
政
策
は
通
貨
・
金
融
・
物
価
政
策
を
含
め
て
い
ず
れ
も
旧
経
済
体
制
１
１
独
占
支
配
体
制
を
維
持
存
続
す
る
こ
と
を
主

眼
と
し
た
。

　
＠
絶
対
権
力
と
し
て
の
占
領
当
局
は
、
ポ
ッ
ダ
ム
精
神
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
の
立
場
か
ら
天

皇
制
を
否
定
し
得
ず
、
財
閥
解
体
を
指
令
し
な
が
ら
、
目
本
独
占
資
本
を
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
が
主
眼
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
限
度
内
で
は
日
本
政
府
の
経
済
政
策
を
基
本
的
に
は
許
容
し
た
。

　
○
敗
戦
後
の
通
貨
・
金
融
・
物
価
政
策
の
基
本
は
イ
ソ
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
敗
戦
に
基
く
被
害
を
極
力
回
避
し
て
国
民
に
転
嫁
し
、

独
占
資
本
の
維
持
存
続
と
将
来
に
お
げ
る
再
起
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
＠
イ
ソ
フ
レ
の
段
階
に
お
げ
る
通
貨
・
金
融
・
物
価
に
対
す
る
抑
制
政
策
は
非
総
合
的
・
無
計
画
的
で
何
ら
の
成
果
を
挙
げ
得
な

か
っ
た
。
い
よ
い
よ
彼
ら
に
と
っ
て
緊
急
状
態
と
な
る
に
及
ん
で
総
合
的
な
「
経
済
危
機
突
破
緊
急
措
置
」
を
採
る
に
至
っ
た
の
は

六
カ
月
後
の
二
月
で
あ
っ
た
。

　
＠
「
経
済
危
機
突
破
措
置
」
の
中
心
と
し
て
の
金
融
緊
急
措
置
は
、
新
円
切
換
と
封
鎖
に
よ
り
通
貨
の
収
縮
に
は
成
功
し
た
。
そ



の
こ
と
に
よ
っ
て
大
銀
行
の
救
済
な
ら
び
に
日
本
経
済
に
対
す
る
支
配
力
回
復
に
も
成
功
し
た
。

　
＠
し
か
し
、
生
産
再
開
に
関
す
る
諸
対
策
は
成
果
を
挙
げ
得
ず
、
財
政
の
健
全
化
も
図
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
「
こ
れ
が
イ
ソ
フ
レ

を
阻
止
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
当
局
で
す
ら
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
将
来
の
イ
ソ
フ
レ
続
行
を
見
越
し
て
紙
幣
量
の
減
少
に
も
拘
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ず
物
価
は
下
落
し
な
か
っ
た
。
」

　
◎
物
価
は
下
落
せ
ず
、
し
か
も
預
金
封
鎖
・
五
〇
〇
円
の
枠
に
縛
ら
れ
て
、
生
命
を
維
持
す
る
さ
え
困
難
と
い
う
事
態
に
国
民
は

置
か
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
既
述
し
た
如
く
、
実
に
「
空
前
の
大
詐
欺
」
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
四
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
、
敗
戦
以
来
戦
々
競
々
と
し
て
い
た
日
本
独
占
資
本
は
従
来
の
如
く
日
本
経
済
を
支
配
し
続
げ
る
再

建
の
第
一
歩
を
築
き
上
げ
、
そ
れ
以
後
彼
ら
は
次
第
に
こ
の
道
を
強
化
し
始
め
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
金
融
緊
急
措

置
を
中
心
と
す
る
「
経
済
危
機
突
破
緊
急
措
置
」
の
採
ら
れ
た
一
九
四
六
年
二
月
は
、
通
貨
・
金
融
・
物
価
の
面
だ
げ
で
な
く
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

後
日
本
経
済
の
発
展
過
程
に
お
け
る
一
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
金
融
緊
急
措
置
が
行
わ
れ
て
も
「
銀
行
券
流
出
の
根
本
原
囚
た
る
財
政
の
不
均
衡
、
そ
れ
を
惹
起
す
る
生
産
行
程
の
状
況
、
そ
れ
を
イ
ン

　
　
　
フ
レ
に
表
れ
し
め
る
生
産
関
係
に
は
何
ら
の
変
更
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
を
阻
止
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
当
時
で
す
ら
考

　
　
　
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
将
来
の
イ
ン
フ
レ
続
行
を
見
越
し
て
紙
幣
量
の
減
少
に
も
拘
ら
ず
物
価
は
下
落
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
以

　
　
後
に
お
い
て
財
政
．
上
の
通
貨
流
出
は
っ
づ
い
た
が
、
こ
の
真
空
状
態
が
填
め
ら
れ
る
ま
で
は
流
通
必
要
量
自
体
が
通
貨
量
を
超
過
す
る
形
と
な

　
　
　
り
、
む
し
ろ
高
物
価
が
紙
幣
流
出
を
吸
引
す
る
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
大
阪
商
科
大
学
「
戦
後
日
本
経
済
の
諸
間
題
」
九
七
頁
）
。

　
　
（
２
）
　
「
日
本
資
本
主
義
講
座
」
Ｗ
、
二
五
七
頁
。

敗
戦
直
後
に
お
け
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格
（
武
藤
）

五
九
　
（
三
二
七
）


